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　中学生には見えない中学生こと山やま戸と武たけるという男子は、裁さい判ばん長ちよう席代わりの教きよう卓たくで、教室──もとい法ほう廷ていを見回した。

　普ふ段だんなら威い厳げん溢あふれるその態たい度ども、今回に限かぎっては頭に大きなバツマークのバンソーコーをしているせいか、今ひとつしまりがない。だが彼はそんなことなど気にもせず、厳おごそかに言った。

「さて。それでは……瓜うり畑ばたけ君、準じゆん備びはいいかね？」

「ええ、よろしくてよ」

　その女──脳のうミソ発育障しよう害がい中学生こと瓜畑良よし子こは、中学生にあるまじきたかびーな態度で答える。

「皐さ月つき君、よろしいかね？」

「もちろんよ！　準備はすべて整ってるわ！」

　将しよう来らいの名弁べん護ご士したるあたしが力強く答えると、裁判長はメガネをキランと光らせた。

「結けつ構こう。ではこれより学級裁判を始めるとしよう」




　　　　◆




　学級裁判。

　すっかり我わが校の伝でん統とう行事となってしまったこの裁判が、またもや開かれることになったのは、三日前のある出来事に起き因いんしている。

　今回の被ひ告こく人にん──すなわち厄やつ介かいごとを引き起こした張ちよう本ほん人にんは、名を板いた倉くら四し郎ろうという。あたしと同じ二年Ｂ組の生徒で、どんな学校にも必ず一人はいる悪事ばっかりやってる悪ガキである。ついたあだ名が〝いたくらしろう〟ならぬ〝イタズラこぞう〟。ムリヤリすぎるとかいうツッコミは却きやつ下か。正直言ってあたしもこんな悪ガキなんぞどうなったって知ったことではなく、ましてや弁護なんざしたくもないのだが、まあそこはそれ同じクラスになったのが運のツキ。それにまあ、弁護士がいつも依い頼らい人にんを選べるとは限らないというのはどこぞの極ごく悪あく弁護士を見ていてよく分かる。これも修しゆ行ぎようの一つだろう。

　他方、被害者の名前は久く留る間ま光こう太た君という。瓜畑率ひきいる二年Ａ組の生徒で、なぜかひたすら車と相あい性しようが悪いそうだ。なんでも赤ん坊ぼうのときはバイクにひかれ、幼よう稚ち園えんでは普ふ通つう乗用車、小学校ではとうとうダンプカーにはねられたとか。それだけ聞くとなんでまだ生きていられるのか不思議でしょうがないのだが、不幸な星の下もとに生まれた分体は大きく頑がん丈じように出来ているらしく、未いまだ重じゆう傷しようを負ったこともなく、社会見学などで駅前に集合するときなどは目印にされるほどだ。

　さて、今回の事じ件けん自体はわりと単たん純じゆんだ。

　事の起こりは三日前の放課後。またか、と突つっ込こみたくなるが、久留間光太が自転車にはねられたのだ。それも校内で。もっとも、なにせダンプカーにはねられても五体満足な彼のことである、自転車程てい度どでは大した怪け我がを負う道理はなかったらしい。だが無む傷きずというわけにもいかず、翌よく日じつから少し歩き辛づらそうにしているところを何人もの生徒が目もく撃げきしている。

　我わが校では自じ宅たくからある程度距きよ離りが離はなれている生徒には、自転車通学が許きよ可かされている。もっとも、ダサいヘルメット着用の義ぎ務むがある上に、使用できる自転車も学校指定のダサいママチャリに限げん定ていされており、レンタルするか買うかしなければならないというシステムなので生徒には甚はなはだ不ふ評ひようだ。

　しかしそれでも朝あさ寝ねする時間は惜おしいのだろう、利用する生徒は結けつ構こういる。そのため、校内に常じよう時じ置いてある自転車の数は決して少なくはなく、しかもすべて見た目は同じ。かくして久留間君をはねたその自転車が一体誰だれのものなのかは分からずじまいであった。

　だがウリバタケの指し揮きの下もとに行われた捜そう査さの結果、他人の自転車を盗ぬすんで久留間君をひき逃にげしたという容よう疑ぎ者が発見されたのだ。それがイタズラ小こ僧ぞうの板倉四郎というわけである。

　彼が容疑者とされたのにはそれなりの理由がある。

　まず第一に、現げん場ば付近で彼の姿すがたが目撃されていた。

　そして第二に、彼は前科持ちだった。彼の普段の素そ行こうについては周知の事実だし、やはり以前にも他人の自転車を乗り回し、校内を散々暴ぼう走そうした挙あげ句く、人をはねてしまったことがあるのだ。しかも、そのときの被害者はやっぱり久留間光太君だったというオマケ付きだ。因いん果がは繰くり返されるものらしい。

　さて、そんな経けい緯いもあった上に被害者の久留間君は我が二年Ｂ組の天てん敵てき、Ａ組だった。かくしてＡ組のボス猿ざること瓜畑は、我がＢ組に対し、板倉四郎の身み柄がら引き渡わたしを求めてきたわけである。

　ぶっちゃけ、板倉四郎が他の組の組員にどんなリンチを受けることになろうがわりとどうでもいい。これは我がＢ組の、いや二年の女子全員の総そう意いでもあるだろう。何しろ、彼はイタズラ小僧の名に恥はじぬイタズラ──すなわちスカートめくりの常じよう習しゆう犯はんなのだ。その被害は留とどまるところを知らず、学校中の女子が被害に遭あっていると言っても過か言ごんではない。残念ながらあたしもその一人で──い、いや、あのことは忘わすれよう。

　小学校低学年あたりならまだしも、あたしたちは花も恥はじらう女子中学生、そのスカートをめくるなんて不ふ届とどき千せん万ばん、いやむしろ今まで命があっただけでも感かん謝しやしろというものだ。はっきりいって瓜畑に目を付けられたのも、それが原因だったからではないかとも思える。

　ところがである。板倉四郎本人は、今回に限っては自転車で人をひいたりしていないと、容疑を否ひ定ていしたのだ。

　とはいえ、彼の前科と普段からのイタズラっぷりについては疑うたがいのない事実である。初めは彼のたわごとだと思って誰も耳を貸かそうとはしなかった。しかし、板倉四郎はいつになく強ごう情じように容疑を否定した。これはわりと珍めずらしいことだ。なぜなら彼はイタズラはするものの、先生に「ドアに黒板消しを挟はさんだのは誰だ!?」とか問われると「あ、バレちゃった？」などとあっさり容疑を認みとめる性格だからだ。

　その彼が、今回に限ってはひたすら容疑を否定している。

　そしてあたしのクラスは邪じや悪あくな瓜畑に率ひきいられているＡ組と違ちがい、心優やさしいあたしに率いられているだけあって心優しい生徒も多い。たとえば田た村むら奈な恵えちゃん。彼女には以前、人の財さい布ふを盗ぬすんだという容疑がかけられたことがあった。そのときに第一回学級裁さい判ばんが開かれ、あたしの活かつ躍やくによって事なきを得たのだが、そんな経けい験けんのある彼女から、自分の罪つみを否定している板倉君をそのまま引き渡すのはどうかという意見が出されたのだ。

　すると『何より、天敵であるＡ組の要求に唯い々い諾だく々だくと従したがう必要がどこにあるのか』という男子を中心とした主戦派はの意見が台頭し始め、論ろん調ちようは一気に開戦へと傾かたむいたのだ。

　確たしかに板倉四郎の評ひよう判ばんは悪い。だが彼は確かにイタズラ好きなのだが、むやみやたらと暴力を振ふるったり、タバコを吸すったりしているわけではない。教室の入り口に黒板消しを仕し掛かけたり、校内の備び品ひんで遊んだりと、まあその程度。文字通り悪ガキレベルであって、実のところ男子のウケはそれほど悪くはないらしいのだ。まあ元々男子ってのはイタズラが好きなんだろうし。女子のウケが最悪なのは確かだが。

　というわけであたしたちＢ組の結論として、我がＢ組独どく自じの捜査結果が出るまではＡ組の身柄引き渡し要求を拒こばむことになったのである。

　ところがである。

　その捜査の結果、あたしたち女子にとっては残念なことに、妙みような事実がいくつも判はん明めいしてしまったのだ。それは解かい釈しやくによっては板倉四郎の容疑を否定するものだった。

　こうなってはもはや唯々諾々とＡ組の要求に従うことなどできない。かくして、Ａ組とＢ組は廊ろう下かを国こつ境きよう線せんとして再ふたたび紛ふん争そう状じよう態たいに入ったのである。

　テストが近づいていることもあったと思う。とにかく騒さわげれば理由はわりとどうでも良かったのかもしれない。

　そんなわけで、その日の昼休み、廊下は非ひ常じように騒がしくなった。意味もなく相撲すもう大会やカラオケ大会が開かれ、人の食べてるお菓か子しを横取りしようとするヤツ、意味もなくＨＧのマネをするヤツ、バレンタインデーが近いせいか他のクラスの女子にワタリをつけようとするヤツが続出した。

　そしてそんな争いの最中さなか、再びヤツが──過去、学級裁判が開かれる度たび、裁判長を務つとめてきた山戸武というけったいな名前のヤツがやって来たのだ。

　ドンドンドンと確かつ固こたる信念を持つ者特有の揺ゆるぎない足音を響ひびかせ、そして──

「もめごとかね！　もめごとかね！　それはいかん！　まず私に事情を話してみなさい！　感情に惑まどわされてはいかん！　推すい測そくで物事を判はん断だんしてはいかん！　紛争の解かい決けつにはまず第三者に事情を話し、冷静かつ客観的に判断することこそが──ぐふんっ!?」

　昏こん倒とうした。

　何度も言うが、そのときＡ組とＢ組は紛争状態にあった。

　山戸はその紛争の中心へと躊ちゆう躇ちよなく足を踏ふみ入れたのだ。かくして、偶ぐう然ぜん相撲を取っていた若わか葉ば君と貴たか田だ君の若貴コンビの中心へ飛び込むことになってしまい──跳はね飛ばされた。そのまますごい音を立てて廊下の壁かべに頭をゴツン。いやゴキン。

　……こうして紛争は一いつ瞬しゆんにして静まり、山戸は一時的に事じ態たいを沈ちん静せい化かさせることに成功したのであった。そしてその後復ふつ活かつした彼は、例によって例のごとく、無む駄だな争いをするよりはと学級裁判の開かい廷ていを指し示じしたのである。




　　　　◆




「では瓜畑君、最初の証しよう人にんを呼よびたまえ」

「分かりましたわ裁判長」

　そんなこんなで始まった裁判。

　瓜畑は傍ぼう聴ちよう席せきに目をやると、一人の生徒の名を読んだ。

「では検けん察さつ側最初の証人として、被ひ害がい者しやの久留間光太君を喚かん問もんいたしますわ」

　瓜畑の要望に従い、この事じ件けんの当事者の一人、不幸な星の下もとに生まれたでっかいガタイの男子が証言台代わりの机つくえの前に立つ。

　怪け我がはアザ程てい度どと聞いていたが、足が痛いたむのかひきずるように歩いているのが印象的だった。

「久留間君。あなたは三日前、ある不幸な事じ故こに遭あいましたね？」

「はい」

「どんな事故ですか？」

「Ｂ組の板倉四郎君の運転する自転車にはねられたんです」

「ふ、ふざけるな！　俺おれはそんなことしてないぞ！」

　いきなり叫さけびだす我が依い頼らい人にん。それを見み咎とがめた裁判長が早さつ速そくメガネを光らせる。

「被告人。静かになさい、君に発言は許ゆるされていないぞ」

「ちょっと、あたしがなんとかするから抑おさえなさい」

　まだ収おさまらない様子の板倉君を手で制せいし、立ち上がって言う。

「裁判長、異い議ぎを申し立てるわ。今の証言はまだ立証されていない事実よ！　証言から削さく除じよするよう要求します！」

「ふむ、そういうことであれば認めよう。証人、証言は事実だけに限げん定ていし、主観を述のべることは控ひかえなさい」

「……はあ、すいません」

　それで納なつ得とくしたのかイタズラ小こ僧ぞうも渋しぶ々しぶ大人しくなった。

「検察側、質しつ問もんを続けなさい」

「分かりましたわ。とにかく久留間君。あなたは三日前、何者かの運転する自転車にはねられたのね？」

「はい、そうです」

「では、そのときの状じよう況きようについて詳くわしく証言していただけるかしら」

「分かりました。その日、六時間目は体育でサッカーだったんです。授じゆ業ぎようが終わってホームルームも終わって部活に行こうとしたんですけど、そのとき僕ぼくは日直だったことを思い出したんです。ご存ぞん知じの通り、体育の後あと片かた付づけをするのは日直の仕事です。それで僕は慌あわててグラウンドに戻もどってボールを回かい収しゆうして、サッカー部の部室に片付けに行きました。それから体育館へ行こうとしたんです。僕は演えん劇げき部ぶに所しよ属ぞくしてるものですから。でも、サッカー部の部室の裏うらを通って体育館へ向かおうとしたそのとき、突とつ然ぜん横から飛び出してきた自転車にはねられたんです。

　初めは何が起こったのか分かりませんでした。ひょっとしたら気を失っていたのかもしれません。気付いたときには、僕は仰あお向むけになって空を見ていました。みなさんもご存知かもしれませんが、僕はよく車にひかれます。こんな体験は慣なれっこでした。それでまた何かにひかれたんだな、と思って辺りを見回して見たところ──走り去る自転車が見えたんです」

「乗っていたのは誰でしたか？」

「はっきりとは覚えていません。ですがそれは、ジャージ姿すがたの板倉君に見えました」

「またかよ！　ふざけるなっ、適てき当とうなこと言いやがって！」

　また叫びだす我が依頼人に、瓜畑はため息を吐つきながら、

「被ひ告こく人にん、あなたに発言は許きよ可かされていませんわ。黙だまっていなさい」

「ふざけんな！　あんなあからさまなウソ言われて黙っていられるわけないだろ!?　このやろ、シルクのパンツはいてるからって偉えらそうにしやがって！」

「なっ──！」

　スカートめくり常じよう習しゆう犯はんの突とつ然ぜんの情じよう報ほう開かい示じに、教室は驚きよう愕がくの渦うずに巻まき込こまれた。

　ウリバタケが顔を真っ赤にする。もっとも、それが怒いかりによるものか羞しゆう恥ちのせいかは分からないが。

　しかし……ふうむ、ウリバタケめ、シルクのパンツなんてはいてるのか。中学生にして恐おそろしいヤツ……。

　ここでこのようなざわめきを好むはずもない裁さい判ばん長ちようが被告人を睨にらみつけ、

「先ほどすでに警けい告こくはしたはずだ。被告人を法ほう廷てい侮ぶ辱じよく罪ざいに処しよす。罰ばつとして漢字の書き取り五枚まいだ、いいな」

「なんだよそりゃー!?　ひでえよ、抗こう議ぎしただけじゃん！」

「口を慎つつしみなさい。まだ従したがえないというのであれば、被告本人の抗こう告こく放ほう棄きとみなし、今すぐ審しん理りを中止しても良いが？」

　裁判長のメガネがキラリと光る。つけくわえておくと、山戸は意外と腕うでっ節ぷしが強い。

「くそっ、分かったよ」

　その腕っ節を知ってるのか、板倉四郎は素す直なおに引き下がった。

「よろしい、検けん察さつ側は質しつ問もんを再さい開かいしなさい」

「わ、分かりましたわ」

　あんな驚愕の事実を公こう衆しゆうの面前でバラされたばかりだというのに堂々としていられるウリバタケは尊そん敬けいに値あたいするのかもしれない。

「ではあらためてお尋たずねします。なぜあなたには、ジャージを着て自転車に乗っていた人物が被告人だと思えたのですか？」

「まず、六時間目は板倉君のＡ組と合同で体育でした。彼がジャージを着ていてもおかしくはありません。それに、以前にも僕は学校で自転車にはねられたことがありまして、そのときの犯人が板倉四郎君だったんです。後で体育の雲うん堂どう先生に正せい座ざさせられてましたし、僕にも謝しや罪ざいしにきたんでよく覚えてます。自転車に乗って逃にげていくあの後ろ姿も、板倉君そっくりでしたし」

「なるほど。じゃあその後、あなたはどうしたのかしら？」

「これはひょっとしてひき逃げではないのかと思ったんですが、犯人がいなくなってしまっては僕にできることといえばとりあえず保ほ健けん室しつに行くことぐらいしかありませんでした。その日はもう大事を取って家に帰っておしまいです」

「ところで、その自転車が誰のものかは分かりましたか？」

「いえ、分かりません。ご存知の通り、この学校には同じ型の自転車なんていくらでもありますし」

「先ほどあなたは証しよう言げん台だいに立つとき足をひきずっていましたが、実じつ際さいのところ今回の事じ件けんでどの程てい度どの被ひ害がいを受けたのですか？」

「ええ、別に骨ほねには異い常じようはなかったんですが、変なところにアザを作ってしまいまして、歩くたびに痛いたむんです。おかげで少し変な歩き方になってしまいまして」

「では最後に一つ。仮かりに被告人が犯人だったとして、あなたは彼にどんな罰ばつを望みますか？」

「異い議ぎあり！　そんな仮か定ていの質問に答える必要なんてないわ！」

「認みとめよう。瓜畑君、その質問は却きやつ下かする」

「仕方ありませんわね」

　と、瓜畑はわずかに口をとがらせる。

「では言い直しましょう。久留間君、あなたは今回の事件の犯人にどんなことを望みますか？」

「いやまあ、別に怪け我がの補ほ償しようをしてくれとか、そんなことを望むつもりはありません。僕が車と名の付くものにひかれるのはいつものことですから。ただ、やっぱりきちんと自分のやったことについて謝罪だけはして欲ほしいです。変な言い訳わけなんてしないで」

「ありがとう、質問は以上です。皐月さん、反対尋じん問もんなさい」

　あたしは静かに立ち上がると、反対尋問を開始した。

「久留間君、あなたは気を失っていたかもしれない、と言ったわね？」

「はあ、言いましたが」

「それはどれぐらいの間だったの？」

「……え～と。十秒ぐら──あ。いえ、気を失ってたんだとしたら、そんなの分かるわけないじゃないですか」

　あたしはニヤっと笑った。

「そうよね、あなたの言うとおりよ。あなたには気を失っていた時間がどれぐらいだったのかは分からない。そういうことよね？」

「そ、それはそうなりますけど、十分とか一時間も気き絶ぜつしてたなんてことはありえませんよ」

「でも、一分ぐらい気絶してたってことは充じゆう分ぶんありえるわけよね？」

「それは、まあ」

「さて、そこで問題です。仮に、あたしがあなたを自転車ではねてしまったとしましょう。その衝しよう撃げきであなたは気絶してしまったとして、あなたの視し線せんからあたしが逃げ隠かくれるまでには十秒もあれば充分じゃない？」

「そ、それはそうかもしれませんけど」

「ではそれを踏ふまえて次に。六時間目が終わった直後で、これから部活が始まるって時間帯なら、誰だれがジャージを着ていたっておかしくないんじゃない？」

「そ、それはまあそうですけど」

「あなたは意い識しきが朦もう朧ろうとしてたんでしょ？　自転車で走り去る誰かをぱっと見ただけで、それがどんな人物であったかは分からないはずだわ。そうだとは思わない？」

「い、いえ、僕には見えたんですよ」

「ま、あなたとしちゃあそう言うしかないでしょうけどね。あなたは確たしかこう言ったわよね？　犯はん人にんにはきちんと謝罪して欲ほしいって。そりゃそうでしょうね、ひき逃げされてそのままなんて腹はらが立つでしょうし。でもだからこそ、誰でもいいから手っ取り早く謝罪させて気を治めたいとか思ったんじゃないの？　あなたは過か去こにも板倉君に自転車でひかれた経けい験けんがあるって言ってたわね。そのときの恨うらみがまだ残ってたってことも充分考えられるんじゃないの？」

「違ちがいますよ！　そんなことを思ったことは一度もありません！」

「あ、そう。じゃあこういう結けつ論ろんはどうかしら？　あなたが何者かの運転していた自転車にひかれて気を失った。その運転者はあなたが気を失っている内にどこかへ逃げてしまった。で、あなたが意識を取り戻したとき、偶ぐう然ぜんジャージを着ていた誰かがあなたの傍そばを自転車で通つう過かしたのが見えた。何度も言うけど、あなたには過去に被告人にひき逃げされたってゆー経験があるわ。それゆえに、ただ板倉君がジャージを着ていてもおかしくはないという思い込みで、今回も彼が犯人であると勘かん違ちがいしたのよ。そうなんでしょ？」

「ち、違いますって！　その、なんの根こん拠きよがあってそんなデタラメを言ってるんですか！　僕ははっきり見ました、あれは板倉君に間違いありません！」

「甘あまいわね、それこそデタラメだわ」

　あたしはびしっと指を突つきつけた。

「あなたこそ気絶していた分ぶん際ざいで一体どんな根拠が示しめせるっていうのよ！」

「うぐっ!?　い、いえ、それはそうかもしれませんけど……」

「つまり、あなたの目もく撃げき証しよう言げんなんてその程てい度どでしかないってことよね。ありがと、質問は以上だから」

　傍ぼう聴ちよう人にんたちがあたしの反対尋じん問もんっぷりにほーっと感かん嘆たんし、ウリバタケは唇くちびるをかみしめる。まあ最初としてはこんなものだろう。

「では瓜畑君、再さい尋問がなければ次の証人を呼よびたまえ」

「分かりました。では次の証人として、今回被ひ害がい者しやをはねた自転車を探さがし当てた柳やなぎ川がわ理り科か雄お君を喚かん問もんします」




　証言台に立ったのは、中学生とは思えない老ふけ顔の男子であった。

　他のクラスの男子なので詳くわしくは知らないが、風のウワサには聞いたことがある。柳川理科雄。化か学がく班はんの主しゆ任にんである。いや、もちろん正せい確かくには化学部の部長というべきなのだが、なぜか化学部、部長と呼ばれると怒おこり出すのだ。ゆえに誰もが彼のことを化学班の柳川主任と呼ぶ。

「あなたは今回の事件が起こった翌よく日じつ、わたくしの依い頼らいで、被害者をはねた自転車が誰のものであるかを捜そう査さしましたね？」

「ええ」

「どういう捜査を行ったのかしら？」

「事じ件けん現げん場ば付近に残っていたタイヤ痕こんを石せつ膏こうに取り、その磨すり減へり具合を事件当時、校内にあったすべての自転車と照合、一台を特定したのです」

　……あんたホントにただの中学生？

　などという疑ぎ問もんを抱いだいてはいけない。どうもウチの学校の理科の教師であり、化学部の顧こ問もんでもある先生がそういう方面の素そ養ようというか趣しゆ味みがあるらしく、以前も遠足で捨すてられたジュースの缶かんが誰のものなのかを指し紋もん鑑かん定ていして調べ上げたという経けい緯いがあるぐらいなのだ。その化学部の主任ならばタイヤ痕を石膏に取る程度の捜査、朝飯前だろう。

「ではその結果を教えていただけるかしら？　被害者をはねた自転車は誰のものだったの？」

「誰のもの、という表ひよう現げんは正しくはありませんね。正確に表現すると野球部の管理下に置かれている自転車でした」















「なるほど。ご苦労様です、これで終わります」

「皐月君、反対尋問はあるかね？」

　裁さい判ばん長ちようの問いかけに、軽く腰こしを上げて答える。

「いーえ、特にないわ」

　こうも事実だけを証言されては何も突っ込こめない。

「よろしい。瓜畑君、次の証人を」

「では次の証人として、浅あさ倉くら北きたさんを喚問いたしますわ」




　次に証言台に立ったのは、Ｃ組の女子である。

　ショートカットが似に合あう活発そうな可愛かわいい子だ。無む論ろん、あたしほどではないけれど。

　彼女のことを知らぬ者はわりと少数派はだろう。その容よう姿しはもちろん、野球部の女子マネージャーという肩かた書がきのためでもある。ああいう献けん身しん的な職しよく業ぎようについている女子は、得てして知名度が高いものだ。

　けれど、彼女を狙ねらう男子はいない。理由は単たん純じゆん、すでに特定の男子がいるからだ。野球部のキャプテンで、その名を山やま田だ太た郎ろう君という。ポジションはピッチャー、あだ名はタっちゃん。あまりに変へん哲てつのない名前だが、なにせ鈴すず木き一いち朗ろうがメジャーで二〇〇本安打の時代である。ならば山田太郎なら二〇勝投手ぐらいにはなるんじゃないかと期待されているそうだ。わりとみんな正気じゃない。

　ちなみに彼には双ふた子ごの弟がいる。サッカー部のキャプテンで、その名を山田勝かつ郎ろうといい、あだ名がカっちゃんだとか。こちらは別の意味で将しよう来らい車にはねられないか心配だ。

「さて、浅倉さん。あなたは野球部のマネージャーをしてますね？」

「はい、しています」

「あなたは今回の事件で使われた自転車について知っていますか？」

「知ってます。ウチの部で管理されている自転車ですから。買出しやランニングに付き添そうのに使えるよう、自転車通学をしていた何代か前の部員が寄き付ふしてくれたものです」

「その自転車が今回、Ｂ組の板倉四郎君に盗ぬすまれ、被ひ害がい者しやをはねたわけですね？」

「異い議ぎあり！　だからそれは立証されてない事実だって言ってるでしょー！」

「異議を認みとめる。瓜畑君、質しつ問もんを変えなさい」

「分かりましたわ裁判長」

　まったく、懲こりないヤツである。

「では質問を変えましょう。浅倉さん、あなたの部の自転車は、以前にも誰かに勝手に使われたことがあったそうですね？」

「ええ、はい」

「そのときの犯はん人にんは誰だったのかしら？」

「板倉君でした。なんでも学校指定の自転車で二輪ドリフトができるかを試ためしたかったとかで」

「つまり、被告人である板倉四郎君には明白な前科があるわけですね？」

「ええ、そうです」

「ありがとう、では次の質問です。三日前に今回の事じ件けんが起きたとき、あなたはどこにいましたか？」

　浅倉さんはなぜかわずかに逡しゆん巡じゆんする様子を見せた。

「えっと、私はそのとき野球部の部室にいました。その、自転車を捜さがしてたんです。でもあるはずの自転車が見つからなかったものですから、その辺りをぐるっと捜しに行ったんです」

「自転車はすぐに見つかりましたか？」

「い、いえ、その日は結局見つかりませんでした。でも、次の日にまた野球部の部室に行ったら、なぜか中からそ知らぬ顔をして板倉君が出てきたんです。どうしたのかな、と思って部室の中を見たら、自転車がいつも通り置いてあったんです」

「また適てき当とうなウソつきやがって……！」

　板倉四郎があたしにしか聞こえない声で毒づく。

「つまり、事件のあった三日前にはなくなっていた自転車が、翌よく日じつにはまた元のあるべき場所に戻もどっていたということね？」

「ええ、そうです」

　瓜畑は満足そうに頷うなずくと、裁判長に向き直った。

「裁判長、以上で我が検けん察さつの立証は終わりとさせていただきますわ。被告人がどのような人物であるのか、またどのようにして被害者に危き害がいを加えたか、その被害がどの程てい度どであったのか、今回の事件の起こった経けい緯いと結果については充じゆう分ぶんにご理り解かいいただけたと思います。つきましては陪ばい審しん員いんのみなさんには公平な判はん断だんを下していただき、被告人に正せい義ぎの裁さばきをお下しくださいますよう」

「それは弁べん護ご側の反証が終わった後、陪審員が判断することである。今君がここでそのような要望を出す必要はない。まあともかく、これで終わったのであれば弁護側の反証に移うつるとしよう。皐月君、準備はいいかね？　ああいや、その前にこの証人について何か反対尋じん問もんはあるかね？」

「いーえ、特に尋問することはないわ。さっさとあたしにも証人を呼よばせて欲ほしいところよ」

「よろしい、ではこれより弁護側の証人尋問を開始する。皐月君、最初の証人は誰かね？」

　今回の裁判では、あたしの方もちゃんと準じゆん備びは整えている。検察がどのような証人を連れてくるかを調べ上げ、その証言を打ち砕くだくだけの弁護側証人をきっちり用意しておいた。ゆえに、わりと負ける気はしない

「じゃあまず、詠よみ瓜うり旭あさひさんを証人として喚かん問もんするわ！」




　証言台に立ったのは、髪かみをポニーテールにまとめた活発そうな女子であった。

　新聞部の女子で、将しよう来らいは大手の新聞社にカメラマンとして就しゆう職しよくするのが夢ゆめだそうだ。

「あなたは事件のあった翌よく朝あさ、つまり二日前の朝ですが、どこで何をしていましたか？」

「ええと、某ぼう新聞の投とう稿こう写真コーナーに、学生専せん用ようの学校風景部門というのがあるんです。その応おう募ぼ用ようの写真のために、屋上で写真を撮とってました」

「具体的に、どんな写真を撮ろうとしたの？」

「朝の学校の、まだ誰もいない静かなグラウンドを撮ろうと思ったんです。でもその、私って早起きが苦手なもんですから、朝練が始まるより早く学校に来るのが難むずかしいんですよね。だから、始業ベルが鳴って門が閉しまる直前の写真を撮ろうと思ったんです。それなら人もいないだろうし、私もギリギリ遅ち刻こくにもなりませんから」

「そしてあなたは誰もいないはずのグラウンドの写真を撮ったわけですね？」

「はい。でも残念なことに、実じつ際さいには何人か生徒が写っていたんです。そりゃそうですよね、毎日遅刻する生徒の一人や二人はいるんですから」

「その写真を引き伸のばしたものを持ってきてもらってるはずだけど？」

「うん、持ってきました。ムリヤリ拡かく大だい処しよ理りしてプリンタで印いん刷さつしたんでだいぶぼやけてますけど」

「見せてください」

　あたしは詠瓜さんから丸められたポスターのような写真を一枚まい受け取った。それを掲かかげてみんなに見せる。

　途と端たんに教ほう室ていがどよめいた。

　その写真には、生徒が何人か写っていた。それはいいのだが、問題はその中の一人が、やたらと体のでかい生徒であるということだろう。

　無む茶ちやな引き伸ばしをしたせいもあって、不ふ鮮せん明めいで顔まではっきりと識しき別べつできるわけではない。けれど、駅前で目印になりそうなほど特とく徴ちよう的な大きな体の持ち主はそんなにいない。

　遅刻しそうなのか、パンをくわえて全力疾しつ走そう中の──久留間君の姿すがたが。

「ここに写っているのは、明らかに足を怪け我がしているはずの被ひ害がい者しやの久留間君よね？」

「ええ、そうだと思います」

「質問は以上です」

「は、反対尋問を行わせていただきますわ！」

　ウリバタケが慌あわただしく立ち上がる。

「よ、読瓜さん？　そ、その写真はどう見ても不鮮明です。確かに体が大きい人が写ってるようですが、到とう底ていこれが被害者であると断だん定ていすることはできないはずですわ。そうでしょう？」

　あたしはばーんと机つくえを叩たたいた。

「ちょっと待って！　この証人にそんな質問する必要なんてないわ、今の検察側の疑ぎ問もんを解かい決けつするなんて簡かん単たんなことよ！　弁護側は直ちに被害者である久留間光太君を証しよう人にんとして喚かん問もんいたします！　いえ、わざわざ証言台に来てもらう必要もないわ！」

　と、あたしは傍ぼう聴ちよう席せきに座すわってる久留間君に声をかけた。

「久留間君、ぶっちゃけて聞きましょう。この写真に写っているのは、あなたじゃないの？」

　久留間君は周囲の視し線せんが集まる中、なんと答えればいいのか視線をあちこちに漂ただよわせていたが、

「その場で構かまわないから質しつ問もんに答えなさい」

　という裁さい判ばん長ちようの声がトドメになったのか、申し訳わけなさそうにしながら声を絞しぼり出した。

「え、えええと。その、いえ、よく覚えてないんですが」

　そういう中ちゆう途と半はん端ぱな証言が命取りである。あたしは驚おどろきを隠かくせないといった感じで聞き返した。

「覚えてない!?　でも出しゆつ席せき簿ぼの記録によれば、あなたは確たしかに二日前の朝のホームルームは遅刻になってるわね？　その一方で、一時間目には間に合っている。そうでしょ？　それとも出席簿を持ってこないと思い出せない？」

「あ。い、いえ、そういえばそうだったかもしれませんが」

「それに、あなたはさっき覚えてないって言ったけど、それって少なくとも詠瓜さんの証言が決して外れてないってことでもあるのよね？」

「いや、まあ、それは……」

「つまり。さっきあなたは証言台に立つとき、さも痛いたそうに足をひきずってたけど、そもそもこれまでに幾いく度ども車にはねられてきて無事だったあなたが、自転車にはねられた程てい度どで大した怪け我がを負うわけもないわ。つまりあなたがこれみよがしに足をひきずってたのは単なる芝しば居いだったわけでしょ？　大方、被ひ告こく人にんがどれだけ悪どいかをアピールするために、ウリバタケあたりにでも頼たのまれたんでしょ、違ちがう？」

「い、異い議ぎを申し立てますわ裁判長！　この裁判は被告人が被害者を自転車ではねたのかどうかを審しん理りするものです！　今の一連の証言は本ほん件けんとはまったく関かん連れん性せいがありません、すべて削さく除じよされるよう要求いたします！」

「その異議こそ的外れよ！　そもそも、被害者の怪我をことさら大きく見せて被告人を悪人のごとく見せかけようとしたのは検けん察さつ側よ！　あたしはそれに反証したに過すぎないわ、ウリバタケの言ってることは都合のいい言い訳わけよ！」

「検察側の異議を却きやつ下かする。記録の削除はできない」

「くっ……！」

　唇くちびるをかみしめて引き下がるウリバタケ。

　検察が弱点をさらけだしたのだ。あたしは畳たたみ掛かけるべく裁判長に訴うつたえた。

「裁判長！　削除できないだけじゃ不足です、検察側は被告人を貶おとしめるべく久留間君に虚きよ偽ぎの証言をさせたのよ！　こんなの法ほう廷てい侮ぶ辱じよく罪ざいよ、罰ばつとして瓜畑にグラウンド三周の刑けいを！」

「申し訳ないがその要求は却下する。被害者の怪我がどの程度であったかを証明できるのは彼だけである。検察の誘ゆう導どうがあったかどうかは別としても、被害者は自らの意思で自らの怪我の程度について証言していたのだ。となれば検察が虚偽の証言をさせたとは言えないし、多少の誇こ張ちようがあったにせよ、被害者がウソの証言をしたとも言えまい」

　えーい、頭の硬かたい裁判長め。

　まあいい。まだこっちには奥おくの手、検察側にとって致ち命めい的な証人がいるのだ。




「次の証人は、Ｄ組の図ず賀が幸こう作さく君を」

　名前から想そう像ぞうがつくかもしれないが、

「ではまず図賀君。あなたは何部に所しよ属ぞくしてますか？」

「工芸部です」

　という人である。三さん度どのメシよりも物をいじるのが好きとかいう性せい格かくで、これまでにも校内の備び品ひんが壊こわれる度たびに彼のお世話になってるとか。

　でも名前と性格のワリには見た目はわりと平へい凡ぼんで、きっと将しよう来らいもエンジニアとかではなく平凡なサラリーマンにでもなるに違いないとみんな確かく信しんしている。もちろん肩かた書がきは『課長・図ず賀が幸こう作さく』である。しょーもないとかいうな。















「じゃあ図賀君。あなたは事じ件けんのあった三日前の夕方、どこで何をしていましたか？」

「部室で部活をしてました」

「そのとき、あなたは一人の客の訪ほう問もんを受けることになりましたね？」

「ええ」

「それは誰だれでしたか？」

「……ええと。その、名前は覚えてません。そういうの覚えるの苦手でして。でも姿すがた形かたちは覚えてますよ。彼女です」

　と、図賀君が指差したのは──

　なんとびっくり野球部マネージャーにして事件に使われた自転車の管理人である浅倉北さんであった。

　当の浅倉さんは、突とつ然ぜん自分に話を向けられたせいかびくっとしている。

「何の用で野球部のマネージャーである彼女がやってきたんですか？」

「はあ、なんでも自転車を壊してしまったので修しゆう理りしてもらいたいということでした」

　ここで教ほう室ていが突然シンと静かになる。そしてその沈ちん黙もくは、次の瞬しゆん間かんにはざわめきへと発はつ展てんしていた。

　ざわざわ。なんかおかしくない？　さっき浅倉さんは自転車が見つかったのは翌よく日じつだったと言っていなかったっけ？　なのになぜ事件のあった日に、修理を依い頼らいしに──？

　あたしの目もく論ろ見みどおりである。

「図賀君。自転車はどんな損そん傷しようを受けていたんですか？」

「前輪を覆おおうカバーが外れかけててヘッドライトが曲がっていました。まあ大した故こ障しようじゃありませんし、こっちも趣しゆ味みですから綺き麗れいに直してあげましたが」

「それはひょっとして、自転車に乗ってて何かにぶつかったことが原げん因いんだとは考えられない？」

「い、異議ありですわ！　誘導的な尋じん問もんです！」

「分かったわよ、今の質問は取り下げるわ」

　ふ、そんな異議なんてどうってことない。言い直せばそれで終わりだ。

「では工芸部のあなたの経けい験けんから見て、その自転車の損傷はどういった状じよう況きようでできたものだと思いますか？」

「いえ、それはもう、さっきあなたが言った通り自転車に乗っていて正面から何かにぶつかったんでしょう」

「ありがとう、この証しよう人にんへの質問はこれで終わりよ」

　ふっふっふ。

　これで一挙に流れは変わる。

　そして間もなく真相が分かるだろう。いや、すでに傍ぼう聴ちよう人にんたちにも分かっているかもしれない。この事件がどういう経けい緯いで、誰によって起こされたのかを──。




「ここで弁べん護ご側の証人として、浅倉北さんを呼よばせてもらいましょう」

　恐おそらく最後となるであろう証人の名前を呼ぶ。

　顔を真っ青にした浅倉さんが、おっかなびっくり証言台の前に立つ。

「さて浅倉さん、お答えしてもらえる？　なんであなたは事件があったことを隠かくそうとするかのような行動を取ったの？」

「いえ、そ、そんなつもりは……」

「適てき当とうな言い訳わけはしない方がいいわよ！　あたしには分かってるのよ、真相はこうなんでしょう!?　久留間君をはねたのは被ひ告こく人にんじゃないわ、あなたよ！　それを誤ご魔ま化かしたいがために、工芸部の図賀君に自転車の修理を頼たのんで証しよう拠この隠いん滅めつをはかろうとした！　そうなんでしょ!?」

「ち、違ちがうわ！　わたしそんなことしてません！」

「じゃあなんで事件のあった日は自転車がどこにあるのか分からない、なんてデタラメな証言をしたの!?　被害者をはねたことを誤魔化したかったからでしょう!?」

「う、そ、それは……」

　証人が口ごもる。

　口ごもることこそ後ろめたいことがある証拠。あたしは勝利を確かく信しんした。

　だが、そのときだった。

「浅倉さん。弁護側がこうもうるさく追つい及きゆうしてくる以上、残念だけど本当のことを話さなきゃダメみたいですわ」

　まるですべてが分かっているような口ぶりで、ウリバタケが思わせぶりなことを言ってきたのだ。

「皐月さん。あなたがそこまで調べていたとはこのわたくしも予想外でしたわ。でも残念、その事実の向こうにある真実までは探さがし当てられなかったようね。それだけじゃこの裁さい判ばんに勝つことはできないわ」

「ど、どういうことよ！」

「ご希望とあれば解かい説せつしてあげましょう。陪ばい審しん員いんの皆みなさんにも是ぜ非ひ考えていただきたいわ。仮に弁護側の主しゆ張ちようどおり、この証人こそが被害者を自転車ではねた犯はん人にんだったとしましょう。でもそうなると、一つだけおかしな点が出てくるのよ」

「な、何よそれ……？」

　おかしな点？　一体どういうことだろう、見けん当とうもつかない。

「簡かん単たんなことよ皐月さん。それは場所ですわ。いいこと、被害者がはねられたのは、サッカー部の部室の傍そばでしたわね？　被告人が勝手に自転車を盗ぬすんでいったというのならともかく、この証人が自転車に乗っていたのだとしたら、なんでわざわざ野球部のマネージャーである彼女が、サッカー部の部室の近くになんて行く必要があったのかしら？　いうまでもないと思うけど、女子の体育の授じゆ業ぎようにはサッカーはまだないのよ？」

「ちょっと待ちなさい、そんなの別におかしくもなんともないわ。彼女は運動部のマネージャーなのよ、何らかの理由があってサッカー部の部室近くへ行くことがあったってそう不思議なことじゃないはずよ！」

「ええその通りよ皐月さん。そう、浅倉さんにはその日、サッカー部の部室へ行かなければならない用事があったのよ」

「ふっ、語るに落ちたわねウリバタケ！　じゃあやっぱりサッカー部へ行く途と中ちゆうで、浅倉さんが被害者をはねたってことは充じゆう分ぶん考えられるじゃない！」

　だがウリバタケは、思わせぶりな態たい度どを崩くずそうとはしなかった。

「残念だけどそう解かい釈しやくするのは早すぎるわ。確たしかに彼女はその日、サッカー部の部室へ行ったわ。でもその理由を知れば、彼女が無む罪ざいであり、まるでごまかすように密ひそかに自転車の修理をしていた理由も判はん明めいするでしょう」

　なっ、なんですと……!?　どうせ誇こ張ちようが入っているのだろうが、そこまでハッキリ言い切られると薄うすら寒いものがある。

　と、ウリバタケは証人に向き直った。

「さあ浅倉さん。こうなったら仕方ないわ。教えてちょうだい、あなたはなんで事件のあった日、そんな不ふ可か解かいな行動をとったのかしら？」

「ほ、本当に言わなきゃダメなんですか……？」

「ええ。でなければ疑うたぐりぶかい弁べん護ご人にんに、あなたが犯人にされてしまうわよ？」

　なおも逡しゆん巡じゆんする浅倉さん。

　だがそのとき。不意に、傍ぼう聴ちよう人にんの一人が立ち上がった。

「浅倉さん。もういいんだ、これ以上君に疑いがかかるのは見ていられない。すべてを話すんだ！」

　それは──サッカー部のキャプテン、通つう称しようカっちゃんこと山田勝郎であった。

　一体何がどうなっているのかとこちらが理り解かいするよりも先に、とうとう浅倉さんが真実をしゃべりだす。

「……分かりました。すべてをお話しします。わ、私は……そのとき、カっちゃんに会いにサッカー部の部室に行ってたんです！」

　……は？

「ど、どういうことなんだ北！　なぜわざわざ弟に会いに行ったんだ!?」

　傍聴席からそう叫んだのは、言うまでもないだろう、浅倉さんの本来の彼氏、タっちゃんである。

「ごめんなさいタっちゃん！　私の名前が浅○南だったら、きっとサッカー部になんて惹ひかれなかったわ！　でも私の名前は浅倉北……。きっと私は野球部じゃなくてサッカー部のキャプテンと一いつ緒しよになる運命だったのよ！」

「そ、そんな……！」

「浅倉さん。一体どんなことがあったのか、詳くわしく教えてくださるかしら？」

　呆あつ気けにとられる教ほう室ていを背せに、ただ一人だけ平然としているウリバタケが先を促うながす。

「分かりました……。あの日、私は六時間目が終わった後、みんながまだホームルーム直後でばたばたしてる時間を狙ねらって、カっちゃんに会いに行ったんです。一分でも惜おしかったので、急ぐために自転車に乗って。目もく論ろ見みどおり、私はまだ誰も来ていないサッカー部の部室で、カっちゃんと二人きりで、その、きゃっ、何言わせるんですかもうっ！」

「………………」

　静まり返る教室。いや、だってあんた。

「そ、それはいいですから浅倉さん。それから、どうなりましたか？」

「あ、はい。私はすぐ部室を出て野球部に戻もどろうとしたんですけど、そのときに私が乗ってきた自転車がなくなってることに気付いたんです。その上、近くに久留間君が倒たおれていました。彼を介かい抱ほうしてた生徒の話をコッソリ聞いたところでは、どうも私がサッカー部の部室に来るために乗ってきた自転車にはねられたみたいだってことが分かったんです。それで私は怖こわくなりました。だってそうでしょう？　私しか使えないはずの自転車が、サッカー部の部室のすぐそばにあったことがタっちゃんにバレたら……。

　私はなんとか誰にも見つからないようにその場から離はなれました。ただそのとき、一つだけラッキーなことがあったんです。その後で、私は運良く校門近くで乗り捨すてられていた自転車を発見できたんです」

「なるほど。でもその自転車には、誰かをはねた痕こん跡せきがあったのね？」

「はい。前輪のカバーとヘッドライトが歪ゆがんでました。もしこれをこのままにしちゃったら、すぐ久留間君をはねた自転車だと分かっちゃいます。そうなったら、なんでサッカー部の部室に私が行っていたのかと疑われるかもしれません。だから私は、壊こわれた自転車を工芸部に持っていって修しゆう理りしてもらったんです」

「つまり、誰かが勝手にあなたの乗ってきた自転車を使って被ひ害がい者しやをひき逃にげし、その後自転車は校門のところに乗り捨ててあったということですわね？　つまり、あなたは今回の事じ件けんとは何の関係もないと、そういうことですわね？」

「そ、そうなんです。すいません、野球部は今度大会があるんです。少なくともそれまではタっちゃんにもこのことは黙だまっておこうと思ってたので……。ご、ごめんなさい、タっちゃん」

「う、うわあああああああああああ!!」

　ショックだったのか、突とつ然ぜん奇き声せいを上げて教室を飛び出していくタっちゃん。可哀かわい想そうだとは思ったが、みんな呆気に取られているのか誰も止めようとしない。

　そんな中で、瓜畑が勝ち誇ほこったようにあたしを見る。

「以上ですわ。皐月さん、まだ聞きたいことがあればどうぞ」

「むむっ」

　どうにもよろしくない雰ふん囲い気きだ。あまりに今の証しよう言げんのインパクトが強すぎる。ただでさえ中学生なんて他人の色いろ恋こい沙ざ汰たをおかずにご飯が三杯ばいは食えるのだ。すでにこれが何の裁さい判ばんか忘わすれ去られてるような雰囲気さえ感じてしまう。しかし、やることはやっておかねばあたしの名がすたる。

「じゃ、じゃあ聞くけど浅倉さん？　あなたの言い訳わけは確たしかに承うけたまわったわ。でもそれだけじゃまだ不自然な点があるのよね。まず聞きたいんだけど、あなたはさっきこう言ったわね？　サッカー部の部室の傍そばまで持ってきた自転車が何者かに乗っていかれてしまったけど、偶ぐう然ぜん校門の傍でまた見つかったって」

「ええ、言いましたけど」

「校門の傍に自転車が置いてあったという証言を裏付けられる目もく撃げき者しやとかいるの？」

「いえ、それはいませんけど……」

「だとしたら、それって偶然にしちゃあまりにも出来すぎだと思わない？　校門の傍なんて結構他の生徒の目にもつくし」

「……いえあの、そんなこと言われても……」

「むしろこう考えた方が自然じゃない？　あなたは自転車に乗ってサッカー部の部室へ行った。そしてキャプテンのカっちゃんと会ってから、急いで野球部に戻ろうとした。でもそのときに誤あやまって被害者の久留間君をはねてしまったんじゃない？　そう考える方がよっぽど自然だわ」

「そ、そんなことしてません！　本当です！　私はカっちゃんに会いに行っただけなんです！」

「質しつ問もんは以上よ！」

　むう。これはわりとまずい。こっちの手持ちのネタ、もうこれで全部尽つきちゃったんだけど……。そんなあたしの動どう揺ようが分かったのか、

「お、おいおい大だい丈じよう夫ぶなのか？　なんかとっても不安そうな顔してるように見えるんだが……」

　などとイタズラ小こ僧ぞうが小声であたしを気き遣づかう。さすがにこのままでは自分の立場が悪くなることぐらいは理解しているのだろう。これが他ほかの人ならば慰なぐさめの言葉の一つもかけるのだが、コイツなら話は別である。

「ま、こうなったらあんたも覚かく悟ごは決めといた方がいいわよ。元はと言えばあんたの普ふ段だんの行いの悪さが招まねいた結果でもあるんだし」

「な、なんだよそりゃ！　確かに俺おれは色々とイタズラもやったさ、でも今回ばかりは本当にやってないんだって！」

「ふん、どーかしらね」

「頼たのむよ、なんとか無む罪ざいにしてくれってば。そうすりゃ、あんたがロシアの国旗がプリントされたパンツはいてたことも黙だまっとくからさ！」

　───あｑｗせｄｒｆｔｇｙふじｋ!?

「な、なんであんたがそのこと知ってるのよ!?」

「そりゃ、俺がスカートめくりの常じよう習しゆう犯はんだからさ。ついでだから忠ちゆう告こくしておくが、国旗プリントパンツってのはインパクトはあったが色気が少し足りないぞ。あんたも少しは瓜畑のヤツを見習ってだな──ぎゃふがっ!?」

　ばこん。と。

　あたしは無言で被告人のどたまをどついた。

「弁べん護ご人にん、どうかしたか？」

「ああいえなんでもありません裁判長。あたしの依い頼らい人にんの頭に蚊かがとまってたもので」

「そ、そうか？　この季節に蚊というのも珍めずらしいが。あ、いや、まあいい」

　これ以上この話題には触ふれるなというあたしの無言の圧あつ力りよくに負けたのか、山戸は素す直なおに引き下がった。




　　　　◆




　そして──裁判は、最終弁べん論ろんへと進むことになったのである。

　陪ばい審しん員いんたちを前に、最後の説得。

　順番はまず弁護側であるあたしから。……でもどうしよう。なんかさっきのイタズラ小僧のセリフのおかげですっかりやる気が削そがれてしまった。かといって、これで手を抜ぬいてあたしの弁護能力に疑ぎ問もんを持たれるようなことがあってもいけないし……。

　仕方ない。とりあえずあたしは真ま面じ目めに最終弁論を始めるのだった。

「みんな。検けん察さつ側がどれだけ言い繕つくろおうと、事件の真相は明らかです。結論から言うわ、被告人・板倉四郎君は無実よ。そう、自転車で被害者をはねたのは彼じゃない。

　確かに板倉君の普段の素行は、みんなも知ってる通り決していいものじゃないわ。というか最低。あたしだったら絶ぜつ対たい友達になりたくはないわ。過か去こにも人の自転車を勝手に使ったことがあるのは事実だし、はっきりいって今回の事件で疑うたがわれても仕方がなかったでしょう。だからといって、彼は他人に危き害がいを加えるような人間じゃないわ。思い出してもみて、検察の主しゆ張ちようは全部穴あなだらけよ。彼が被害者をはね、現場から立ち去ろうとしたところを見たのは、実じつ際さいのところ被害者の久留間君だけ。でも彼は自転車にはねられたとき、気を失っていたと認みとめたわ。それがどのぐらいの時間だったのか分からないとも証言しました。そんな彼の証言なんて信用するには値あたいしないわ。そして何よりも怪あやしいのが浅倉さんです。彼女には板倉君に代わって今回の事件を実行する機会がありました。そしてこっそり自転車を修しゆう理りに出すという、証しよう拠こ隠いん滅めつと解かい釈しやくされてもおかしくない不可思議な行動を取りました。別にあたしは彼女が犯はん人にんであると断だん言げんするつもりはありません、それは検察の仕事だし。でも、だからといって彼女のような少なからぬ容疑がかかっている人を放置して、信しん憑ぴよう性せいの低い目撃証言と日頃の素行の悪さだけで、被告人・板倉四郎君を有ゆう罪ざいにすることなどできないはずです。どうか皆みなさん、理性的な判断をくだしてください」

　まあこんなもんだろう。

「では瓜畑君。次は君の番だ」

「分かりましたわ裁判長」

　瓜畑も悠ゆう然ぜんと立ち上がり、裁判長の横に座すわっている陪審員たちに語りかける。

「皆さん。弁護側の粗そ悪あくな言い訳に騙だまされてはいけませんわ。はっきりと申し上げましょう。被告人・板倉四郎君は、他人の管理する自転車を勝手に持ち出し、被害者である久留間君をはね、そのまま逃とう亡ぼうしたのです。間ま違ちがいありませんわ。

　確かに弁護側の言う通り、被告人が現げん場ばから立ち去ろうとしたところを見たのは被害者の久留間君しかいません。それは事実です。しかし久留間君の温おん厚こうな人ひと柄がらについては誰だれもが知るところでしょう。少なくとも、被告人のようにイタズラはもちろんスカートめくりもしませんし、そもそも彼が板倉君に濡ぬれ衣ぎぬを着せたってなんの得にもなりません。それは弁護側が犯人扱あつかいしたがっている浅倉さんにも同様のことが言えるでしょう。彼女は運動部のマネージャーという職しよく務むに就ついています。これは極きわめて献けん身しん的な人でなければできない仕事です。そして彼女の温厚な性格は皆さんも周知のはずです。そんな彼女こそが、被ひ害がい者しやをはねた真犯人？　バカらしい話です。確かに彼女の行動は、人から見れば不可解なところがあるかもしれません。でもそれには明確な理由があったことは皆さんが耳にした通りです。思い出してください、その大声では言い辛づらい理由を彼女が話してるときのことを。彼女のどこにウソをついているような素振りがあったでしょう。今回の事件の真相は明白です、かつて人の自転車でドリフト遊びをしてたような前科持ちである被告人が、また自転車で何か遊んでやろうと考えた。そして置きっ放しの自転車を見つけ──被害者をはねたのです。被害者が無事だったかどうかというのは関係ありません、被告人は一人の人間として、そのことを謝しや罪ざいしなければならないのです。陪審員の皆さん。どうか正しい鉄てつ槌ついをおくだしくださいませ」

　また長々とよくしゃべる。それでいて、内ない容ようも理路整然。これはいよいよどちらに転ぶか分からない。

　さて。後は陪審員たちがどんな評ひよう決けつをくだすかを待つだけなのだが──。

　今のあたしにはある目的ができていた。というわけで、陪審員たちが協議のために隣りん室しつへ入った後、あたしは密ひそかに瓜畑に接せつ近きんするのであった。




　　　　◆




　最終弁論が終わって半時。

　隣室で協議していた陪審員たちが、再ふたたび教室へと戻もどってくる。

「陪審員長、君たちは評決に達したな？」

　裁さい判ばん長ちようが陪審員の代表である男子に話しかける。

「はい」

「では発表したまえ」

「我われ々われ陪審は次のような結論に達しました。

　我々の意見は真っ二つに割われたのです。被告人が誰よりも疑わしいのは確かです。ですが、彼を有罪とするには証拠が充じゆう分ぶんとは思えなかったのです。しかしだからといってそれで被告人を無罪放免とすることにはみんな納なつ得とくできませんでした。そこで我々はこう判決をくだすことにしたのです。

　被告人は、今後スカートめくりを二度と行わないこと」

「……は？」

　板倉四郎が呆あつ気けに取られた声を上げる。

「この約束を守ると被告人が誓ちかうのであれば、執しつ行こう猶ゆう予よとして本件での罪つみは問わないこととする、それが僕ぼくたちの結けつ論ろんです」

「よろしい。陪審員の判決は下った。被告人、誓えるか？　君が今後一いつ切さいスカートめくりをしないと誓うのであれば、今回の事じ件けんで君が責せき任にんを問われることはない」

「はあ!?　ふざけるなよ、スカートめくりをしない学校生活なんて何が楽しいんだ!?　そんな判決納なつ得とくできるかよ！」

「そうか、納得できないのであれば仕方がない。その場合、被告人は傷しよう害がいの罪に問われることになる。傷害罪は決して軽くはない罪だが、それでもいいのかね？」

　鋭するどい眼がん光こうで被告人を睨にらみつける裁判長。メガネの発光効こう果かと合わさって効果はバツグンだった。

　この男はやると言ったら必ずやる。それを知っている被告人はあっさりと視し線せんを逸そらし、

「ちっ、分かったよ。約束すりゃいいんだろ」

「よろしい。ではこれをもって陪審を解かい散さん、閉へい廷ていとする」

　そして次の瞬しゆん間かん──教ほう室ていは女子生徒の歓かん声せいで溢あふれた。

　対照的にガックリしてるのはあたしの依い頼らい人にんと、男子数名。こら、なんでおまえらががっかりするんだ？

　というわけで、あたしとしては充分満足な結論だった。

　最終弁論が終わって陪ばい審しん員いんたちが協議に入ったとき、あたしは瓜畑に密ひそかに接せつ近きんした。はっきり言ってこの裁判はどちらに転がってもおかしくはない状じよう況きよう。確かに板倉四郎が犯人のようにも思えるが、浅倉北さんの動向など、不ふ審しんな点が多すぎる。

　そこであたしはこう提てい案あんしたのだ。被告人を有罪にしてもいい。ただし執行猶予という形にして、罰ばつ則そくは被告人にとっては最大の楽しみである迷めい惑わく行こう為い──すなわちスカートめくりの禁きん止しというところで落ち着けて、一いち応おうはあたしの顔も立てろと。

　被告人が無罪になってしまう可か能のう性せいが少なからずあった以上、瓜畑にとってもこれは悪い話ではなかった。執行猶予ということは、一応有罪と認にん定ていされるわけだし。

　かくして、検けん察さつ官かんと弁護人双方が共同で提案したこの案は陪審員にも支し持じされ、先ほどのような判決となったのである。結局、真犯人が誰かということは曖あい昧まいのまま終わってしまい、被害者の久留間君がワリを喰くうことになってしまったわけだが、彼にしたって別に大した怪け我がを負ったわけでもなく、それどころか本当にアザの一つも出来ていたのかさえ疑うたがわしい。曖昧な記き憶おくのまま犯人を指し摘てきし、この事件をややこしくしたことを考えればどっこいどっこいだろう。

　手段を問わず無罪さえ取れればいいというどこぞの悪徳弁護士ならともかく、現実の裁判なんてこんな曖昧なのが普通なのだ。




　ただ、唯ゆい一いつ残念なことがあるとすれば──。

　あたしと瓜畑との対戦成せい績せき、一勝一敗一分、になってしまったことだろうか。





（はじめてのさいばん～ふぁんとむ・めなす～　おわり）
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　私の名前は一か尺ま八つ寸か東鬼しのぎ。最難なん関かんといわれる司法試験に合ごう格かくし、今は弁べん護ご士しになるべく司法修しゆう習しゆうの真っ最中の身である。

　その弁護士の卵たまごであり、本来なら法ほう律りつの勉強で忙いそがしいはずの私は、なぜかその日──。

　インターネットカフェでＰＣパソコンに向かっていた。皐さ月つきちゃんと一いつ緒しよに。

「え、えーっと皐月ちゃん？　キャラ作ってみたんですけど、これでいいんですか？」

　私が尋たずねると、隣となりの席に座すわっていた皐月ちゃんは身を乗り出してこっちのモニターを覗のぞき込こむ。

「うん、後はＯＫボタンをクリックすればいいわ。それにしてもなによその〝しのぎ〟ってキャラネーム。おまけに人間の女でウィザード？　ひねりなさすぎ」

「そ、そうですか？　すいません、私こういうの初めてで……」

「あーもうそのセリフは何度も聞いたわよ。まあいいわ、さっさとＯＫ押おしなさい」

「は、はいっ」

　なんだかよく分からないまま、私は言われるままゲーム画面をクリックした。

　モニターが暗転し、そして──

　中世ヨーロッパを思わせる町まち並なみがモニターに映うつし出される。そしてその中央に、私が操そう作さする〝しのぎ〟というキャラがぽつりと立っていた。




　話は昨日にさかのぼる。

　いつものように、私が世の不ふ条じよう理りを嘆なげきながら床ゆか掃そう除じをしていたときのこと。

　学校帰りの皐月ちゃんが飛び込んできたのだ。

「善ぜん行こー！　事じ件けんよ事件！　ほらほら、新聞なんて読んでないで人の話聞きなさい！　あんたの出番よ！」

　山やま鹿しか先生は不ふ機き嫌げん極きわまりない顔でバンと新聞を机つくえに叩たたきつけ、皐月ちゃんを睨にらみつけた。

「えーい、やっかましい！　今度はなんだ、どうせまた給食費がなくなったとかリコーダーに舐なめた痕あとがあったとかそんなことだろう！　そんなことでいちいち俺おれのところに来るな！　そういうことは一いつ尺しやくにでも言え、一尺に！」

「私の名前は一か尺ま八つ寸かですぅ……」

「大だい丈じよう夫ぶ、今回はあんたの好きそうな事件よ！　なにせ殺人事件なんだから、殺人！」

「……なんだと？」

　中学生の口から飛び出した不ふ穏おん当とうな一言。

　殺人事件大好きの山鹿ひとでなし先生の眉まゆがぴくりと動くのも無理からぬことだろう。

　先生だけじゃない。私もまた興きよう味みをそそられていた。殺人事件。ああ、なんという甘かん美びな響ひびき。ひょっとしたら今度こそ山鹿先生のバリバリの刑けい事じ裁さい判ばんが見られるかもしれない……！

「いやちょっと待てよクソガキ」しかし先生はすぐに怪け訝げんそうな顔をした。「最近この辺で殺人事件が起こったなんて話は聞いたことがないぞ？　一体どこの話だ、それは」

「あたしがやってるネットゲームよ」

「…………」

　無言のまま新聞を読むのを再さい開かいする先生。

「ちょっと、いいから話を聞きなさいよ！　あたしの友人がそのゲームで人を殺した容よう疑ぎをかけられてるの！　もちろん無実なのよ？　それで白黒つけるために裁判をやろうって話になったから、助すけっ人とが必要なのよ、さあ分かったなら手伝いなさい！」

「……アホ過すぎてもう何も言えん。どこぞの世界にゲームの中の殺人事件にしゃしゃり出てくる弁護士がいるんだ？　頭の悪いガキはさっさと帰って勉学にでも励はげんでろ」

「むー！　何よそれ、弁護士は弱者の味方でしょ!?」

「正確には金を払はらってくれる弱者の味方だ。とにかく絶ぜつ対たい俺は手を貸かさんぞ。どうしてもというならほれ、そこの雑ざつ用よう係がかりを貸してやるから煮にるなり焼くなり好きにしてくれ」

　と、二人の視し線せんが私に集まる。

「え～？　あんなタマゴ借りてもしょうがないんだけど……」

　露ろ骨こつにイヤな顔をする私よりも一回り年下の女の子。

「まあ仕方ないか、あんなのでも昔ちょっと役に立ったことはあるし……。一か尺ま八つ寸か、あんたキーボード打てるわね？」

「はあ。レポート打つぐらいは……」

「ならいいわ、一か尺ま八つ寸か、明日はあたしに付き合いなさい！　いいわね、これは命令よ！」

「え？　え？　えええええええええええ？」

　途と中ちゆうからなんとなく予感はしていたけど──

　例によって例のごとく、私に拒きよ否ひ権けんはなかった。




　世の中にはＭＭＯＲＰＧというものがある。

　多人数同時参加型オンラインＲＰＧ、いわゆるネットゲーム、略りやくしてネットゲーもしくはネトゲ。ようするにたくさんの人が一つのゲームサーバーに集まって一緒にゲームをするんだそうだ。私もその存そん在ざいは知ってるけど、遊んだ経けい験けんはない。

　で、皐月ちゃんはそんなネットゲーの一つにハマっているそうだ。その名を「ファンタシーラグナロックの野望オンライン11　～大航海時代の血けつ統とうII～」という。いわゆる中世ヨーロッパの世界観を持つ剣けんと魔ま法ほうが主役の、ＭＭＯＲＰＧとしてはオーソドックスなタイプのゲームらしい。そのごちゃごちゃ感とフル３Ｄで描えがかれる美しい世界がウケているらしく、結けつ構こうな数のユーザーが日々この世界で仮か想そう生活を営いとなんでモンスターと戦ったりしてるそうな。

　よく分からないけど、それが今、私の前のパソコンで動いてるこのゲームというわけだ。

「そ、それで皐月ちゃん？　一体どういう事じ情じようなのかそろそろ説明していただけませんか？」

「だから、あたしのギルド員がＰＫをした容疑をかけられてるのよ」

「へ？　ぴーけー？」

「プレイヤーキラー、略してＰＫ！　ゲームの中でプレイヤーが他ほかのプレイヤーを殺すことよ！」

　……なんでもこのゲームでは、町や村を除のぞいたすべてのフィールドで他のプレイヤーへの攻こう撃げきが可能となっており、殺してしまうことすらできるんだそうな。

「ま、またずいぶん物ぶつ騒そうなゲームですね……。それ、殺されたらどうなっちゃうんでしょう？」

「別にそんなに被ひ害がいがあるわけじゃないわ。生き返りリザレクシヨンの魔ま法ほうをかけてもらえばすぐ復ふつ活かつできるし、そうじゃなくても近くの町で復活できるから。でもごく希まれに装そう備び品ひんを落として盗とられちゃうこともあるし、冒ぼう険けんの途と中ちゆうでまた町に戻もどされるのも億おつ劫くうだし、なにより頭にくるでしょ？」

「そ、それはそうですよね、言ってみれば自分の分身が殺されるわけですし」

「でも、実際のところはＰＫやるヤツって滅めつ多たにいないのよ。一度ＰＫをやると悪名のパラメーターが一気に上じよう昇しようして赤ネになっちゃうから」

「あ、あかね？」

「赤ネームの略よ。ほら、あんたのキャラの上に〝しのぎ〟って名前が表ひよう示じされてるでしょ？　ＰＫをするとその字が赤くなるの。だから赤ネ」

「なるほど、指名手配みたいなもんですか？」

「まあそうね。その状じよう態たいで逆ぎやくにＰＫされると、高確かく率りつで自分の装備やお金を落とすことになるの。装備品てすっごく貴き重ちようだからそのペナルティ恐おそれてＰＫする人なんて滅多にいないわ。まあたまに憂うさ晴らしでＰＫするヤツもいるけどね」

「なるほど。それで最近そのＰＫをした人がいたってことですね？」

「そう。被害者の名前は〝スー〟って女ドワーフのファイターよ。事じ件けんがあったのは確かこないだの日曜って言ってたわね。ソロ狩がりをしてたときに、ちょっと画面から目を離はなしたスキにＰＫされたんだって」

「そ、そろがり？」

「あーもう、めんどくさいわねえ。一ソ人ロでモンスターを狩りまくってお金や経験値を得ることよ」

「ああ、ようするにドラク工１のＬＶレベル上げってことですね！」

「ごめん、あたしそんな古いゲーム知らない」

　ジェ、ジェネレーションギャップ……！　いまどきの中学生にはドラク工１が通用しないらしい。

「でね、そのスーってキャラが、運悪くＰＫされたときに装備品を落とドロツプして持って行かれちゃったらしいのよ」

「じゃあえっと、殺人と窃せつ盗とう──あ、つまり強ごう盗とう殺人ですね、その容よう疑ぎが皐月ちゃんの知り合いにかけられたってことですね」

「そういうこと。しかも厄やつ介かいなことにね、そのスーって殺されたキャラは、〝農夫たちの集つどい〟ってギルドのギルド員だったのよ」

「ぎ、ぎるど……？」

「気の合うプレイヤー同士が集まって形成するコミュニティのことよ。この手のゲームじゃモンスター倒たおすにしろアイテム生産にしろ、とにかく一人より二人、二人より三人で組んだ方が圧あつ倒とう的に有利だから、みんなギルドに入るの。他にも他よ所そのギルドに戦争仕し掛かけたり、ギルドだけの楽しみ方もあるしね」

「ああ、つまり弁べん護ご士し会みたいなものですね！」

「……まあ間ま違ちがっちゃいないけど。でさあ、話戻すけど〝農夫たちの集い〟のギルド長がフォクシーっていうイヤな女エルフなのよ。とんでもなくタカビーなヤツで、いつも露ろ出しゆつ度どの高い服を着てる変へん態たいで、あたしと全然ウマが合わなくてさあ」

「はあ」

「子のタマを取られて親が黙だまっていれば腐くされ外げ道どうでしょ？　それでフォクシーが怒おこって犯はん人にん探さがしを始めたらしいのよ」

　な、なんでそんな物ぶつ騒そうな言い回しを知ってるんだろうこの子は。

「それでさあ、実はあたしも〝共同産業同どう盟めい〟ってギルドを運うん営えいしてるんだけど、よりにもよってギルド員の〝レーニソ〟ってヤツに容疑がかけられちゃったのよ」

「れ、れーにそ？　レーニンじゃないんですか？」

「似にたような字じ面づらだからいいでしょ、そんなこと」

「はあ、まあ。なるほど、話は分かりました。それで、そのレーニソさんは容疑を否ひ定ていしてるわけですね？」

「そうなのよ、あたしにもレーニソがＰＫやるようなヤツには思えないし。でも、事件があったときに現場付近を通りがかったってのは事実でさあ。そんなこんなで殺した、いや殺してないってケンケンゴーゴーの議ぎ論ろんが始まったのよ。でまあ、このまま言い争いしてても仕方がないから、裁さい判ばんを開いて白黒つけようってことになったわけ」

「……なるほど。大体は分かりました。ただ一つ質しつ問もんなんですけど、ＰＫをすると名前が赤くなっちゃうんですよね？」

「うんそう。赤ネになるわ」

「じゃあ今レーニソさんの名前の色を見れば、ＰＫしたかどうかってすぐ分かるんじゃないんですか？」

「ああ、それは無理なのよ。ＰＫって誰だれかに殺されたら元に戻っちゃうから。だからＰＫした後に親しい友だちに殺してもらえばすぐ元に戻れるのよ。もちろんその友だちに裏うら切ぎられたり、友だちに合流する前に殺されちゃったりする可か能のう性せいもあるから、やっぱりリスクは高いけど」

「はあ、なるほど」

「これで大体の事情は分かったわね？　じゃあ今からあんたを迎むかえにいくから、その辺で適てき当とうに遊んで待ってて」

「はあ」

　というわけで、私はぎこちなくマウスを操そう作さして人の少ない街の中を歩いてみたりした。３Ｄで作られた町まち並なみは見事なもので、最近のゲームは凄すごいなあと人並みな感想を抱いだいたりする。

　だけどそのとき。なんか立りつ派ぱな剣けんを装そう備びした人間♂のキャラが突とつ然ぜん私に近づいてきたのだ。

＞ねえ。君ひょっとして初心者の人？　もしよかったら色々教えてあげようか？

　その頭上にフキダシが表示される。どう見ても私に話しかけていた。

「え？　ええ？　ちょ、ちょっと皐月ちゃん」

「ん？　なに、どしたの？」

「な、なんか知らない人に声をかけられたんですけど。色々教えてあげようかって」

「あー、それはあんたが女キャラだからだわ。よくいるのよ、色々教えてあげるからってナンパしてくるヤツって。待ち合わせしてるって言いなさい、それですぐ引っ込こむから」

「わ、分かりました」

　私はすぐさまキーボードを叩たたいた。

＞すいません。今先せん輩ぱいと待ち合わせしてるところなんです

＞そうなの？　残念、じゃあまたどこかで会ったらよろしくね

　皐月ちゃんの言うとおり、その男はあっさりと引き下がった。しかしこういう出会いがネットゲームの醍だい醐ご味みなんだろうけど、男の人ってどこでもやることが一いつ緒しよなんですね……。

　その後、五分と経たたないうちに皐月ちゃんが二人のキャラを連れて私のところへやってきた。ちなみにキャラは人間♀で名前が〝紅くれない〟、ジョブはファイターだった。充じゆう分ぶんひねりがないと思うけど。

＞紹しよう介かいするわ、被ひ告こく人にんのレーニソよ

　画面内の〝紅〟というキャラの頭上にフキダシが出る。

＞はじめましてですだ。おらがレーニソですだ

＞こんにちは、はじめまして

　変わったしゃべり方をするそのレーニソというキャラは、ホビットの弓使いアーチヤーのようだった。

＞それから、こっちは裁判のために色々調ちよう査さを頼たのんでるシャドウよ

＞は、はあ。よろしくお願いします

＞よろしく

　シャドウさんは短く答えた。

　エルフ♂のようだけど、黒マントを着けていてどこか怪あやしい雰ふん囲い気きがある。

「な、なんか気き難むずかしそうな人ですね、このシャドウって人」

「まあね。でも人の交友関係とか調べるのがすっごい得意らしくて結けつ構こう便利なのよ。それよりこれからすぐ裁判所に行くからしっかり付いてくるのよ」

「は……はあ。努力します」




　　　　◆




　その後、私は裁判所へ連れて行かれた。もっとも、このゲームには裁判所なんて場所はないらしく、連れて行かれたのはどこかの神しん殿でんだった。なるほど裁判所っぽい雰囲気はあるけど、ところどころにゲームの住人──ＮＰＣというらしい──が突つっ立ってるのは微び妙みようなところだ。

　本来なら司祭が立つべきところには裁判長役のキャラクターが立ち、その左右には合議で集められたという五人の陪ばい審しん員いんが座すわっており、神殿中央には私たち被告の弁べん護ご団だんが敵てきとなる原告と相対しており、神殿入り口には他のギルド員や野や次じ馬うまらしき人々が傍ぼう聴ちよう人にんとして駆かけつけている。

　そして──私もなんだか分からないうちに、事じ態たいはとんとん進んでいた。

＞ではこれより裁判を始める。原告側・被告側双方ともに準じゆん備びはいいかね？

　裁判長を務つとめる〝ジャッジ〟というキャラの頭上にフキダシが出る。

　わざわざこのイベントのために〝ジャッジ〟という名前で新キャラを作ってきたのだそうだ。どこの世界にも暇ひまな人はいるらしい。

＞開かい廷ていに異い議ぎはないわ！

＞同じく、準備は整っておりますわ！

　皐月ちゃんのプレイキャラである〝紅〟、原告側弁護人を務める♀エルフのウィザード〝フォクシー〟の頭上にもそれぞれそんなフキダシが出る。

　フォクシーさんは確かにミニスカへそ出しルックでノースリーブと、ずいぶん露出が激はげしい格かつ好こうをしていた。ゲームとはいえすごいグラマーな体つきしてるし。でも、どうも似たような人を以前見かけたことがあるような気がするのはなぜだろう。

＞よろしい、では開廷とする。原告側弁護人、最初の証しよう人にんを呼よびたまえ

　裁判長のメッセージに、原告側弁護人フォクシーは一歩前に進み出た。

＞では原告側最初の証人として、殺された被害者であるドワーフファイターのスーさんを証人として呼びたいと思いますわ

「ぶっ」

　思わず私は吹ふき出していた。

「し、死んだ人間が証人として呼べる裁判って凄すごいですね……」

「まあゲームだから。言ったでしょ、死んでも近くの街で復ふつ活かつできるって」

「はあ、まあ」

　間もなく小さな女の子が証言台──もとい証言場所に立った。

　話に聞く被害者、♀ドワーフファイターのスーさんだ。ドワーフのファイターなんてもっとおばさんみたいなのかと思ったけど、随ずい分ぶん可愛かわいらしい少女の容よう姿しをしている。

＞では証人にはまず宣せん誓せいしてもらおう。君はウソ偽いつわりなく真実のみを証言することを誓うかね？　誓うなら右手を挙あげなさい

＞ほい、誓います

　裁判長の声に、そのスーというドワーフが元気よく右手を挙げる。

「す、凄いですねこのゲーム。宣誓のポーズがあるんですか？」

「なわけないでしょ、あれは挨あい拶さつするときに使う動作モーシヨンよ。／Ｈｅｌｌｏってチャットで打ち込むとキャラがああいう動作をするの」

「はあ、なるほど」

　挨拶なんだ。道理で元気過すぎると思った。

＞では原告側弁護人、質しつ問もんを始めなさい

＞分かりましたわ、ではスーさん、まず初めに。先週の日曜日の午後九時ごろ、あなたはどこにいましたか？

＞えっと、ノルバレソの西にあるトカゲ系けいの敵てきがたくさん湧わいてるところでテレビを見ながらまったりソロ狩がりをしてました

「ノルバレソって何ですか？」

「地名よ。そういう広い平原があるの」

　なるほど。

＞ちなみに、何の番組を見てたのかしら？

＞毎週日曜にやってる〝たまに行列ができることもある法ほう律りつ相談所〟って番組なんですけど

　よく知ってる番組だ。もう少しで山鹿先生がその番組に出るところだったぐらいなのだから。

＞その番組ならわたくしも見てますわ。それでどうなったのかしら？

＞ええと、とにかくテレビ見ながらまったりソロで狩りしてたんですけど、テレビの方がちょっと面おも白しろいシーンになっちゃったから、少しパソコンから目を離はなしてテレビの方に見入ってたんです。ところが、少ししてまたパソコンに目を戻もどしたら──あたしが殺されてたんです

　ちょっと目を離したスキに殺されてる自分。びっくりだろうなあ。

＞目を離していたのは何秒ぐらいでしたか？

＞えっと、『弁護士のみなさんの見けん解かいはどうでしょう？　お答えをどうぞ！』ってお約束のセリフと回答が表ひよう示じされるまでの間だったから、長くても二十秒かかってないと思います

　確たしかにあの過か剰じよう気ぎ味みな演えん出しゆつがかっているシーンの長さは大体二十秒ぐらいあるだろう。私もあのときはテレビに釘くぎ付づけになったりする。この被害者さんが思わずよそ見をしてしまった気持ちは分からなくもない。

＞では、誰かに殺されていることに気付いた後、あなたはどうしましたか？

＞周囲に生き返りの魔ま法ほうが使える人もいなかったので、仕方なく街に帰き還かんしました。でも、その後でアイテム欄らんを開いたら装そう備びしてたオパール・イヤリングがなくなってたんです

＞それは死し亡ぼうした際さいに落としてしまったということですね？

＞そうとしか思えません

＞つまり、ソロ狩りをしている最中、ちょっとモニターから目を離したスキに何者かに殺されてしまい、装備品を失ってしまったというわけですね？

＞ええ、そうです

＞仮かりにＰＫされたのだとして、どんな方法で殺されたのだと思いますか？

＞多分、魔法か弓で殺されたんだと思います

＞そのように考える根こん拠きよはなんですか？

＞あのときあたしは顔を横に向けてテレビを見てました。ＰＣモニターの方にはほとんど注意がいってなかったけど、近きん距きよ離り攻こう撃げきはかなり派は手でなエフェクトが表示されるし大きな効こう果か音おんも鳴ります。いくらテレビに集中していたからって、接せつ近きん戦でどかばき殴なぐられてたら気付くと思うんですよね。その点、弓と魔法は画面の外からでも攻撃できるから気付きにくいですし、一発の攻撃力も高いのでほんの数発で事が済すむじゃないですか

　また私は隣となりに座すわってる皐月ちゃんに、

「そ、そうなんですか？」

「うん、確かに間違ったことは言ってないわ」

「はあ」

　複ふく雑ざつな世界である。

＞なるほど。ところで、弓というのは被ひ告こく人にんであるホビットが得意とする武ぶ器きの一つですね？

　そこで私はハッとなって皐月ちゃんに言った。

「皐月ちゃん、今の誘ゆう導どう尋じん問もんですよ」

「あ、そっか」

　キーボードを叩き出す。間もなく紅というキャラの頭上にフキダシが出る。

＞異議を申し立てるわ！　誘導尋問よ！

＞確かに。異議を認めよう

＞結けつ構こう、質問は取り下げますわ。では最後の質問です。スーさん。あなたと被告人のレーニソさんとはどのような関係にあるんですか？

＞あたしの属ぞくするギルド〝農夫たちの集つどい〟と、レーニソさんの属する〝共同産業同どう盟めい〟は以前からすっごい敵対してるんです。こないだもレーニソさんとは狩場の使い方で言い争いしましたし

＞ありがとう、質問は以上ですわ

＞よろしい、被告側弁護人。反対尋問したまえ

＞りょーかい

「さあ一か尺ま八つ寸か、出番よ。どうすればいい？」

「え？　え？　そ、そんな突とつ然ぜん言われても」

　何しろネトゲ裁さい判ばんなんて初体験どころか前ぜん代だい未み聞もんなのだ。ただ、殺人事じ件けんの裁判となればセオリーは決まっている。

「と、とりあえず被告と原告が仲が悪いという点については、争う余よ地ちはないんですよね？」

「うん、そうなるわね。周知の事実だわ」

「うーん、じゃあ基き本ほんですが第三者による犯はん行こうが可か能のうだったかどうかを聞いてみたらどうでしょう？　他ほかにＰＫがいたとか、あとモンスターが襲おそってきたりするんですよね、このゲームって」

「なるほど。そうね、それがあったわ」

　皐月ちゃんがキーボードを打ち始める。

＞スーさん。確かく認にんさせてください。あなたは他のプレイヤーにＰＫされたと主しゆ張ちようしたいわけですよね？

＞それ以外に考えられないじゃないですか

＞でも、モンスターの中には勝手に攻撃してくるアクティブタイプもいるわ。あなたがモニターから目を離しているときに、そういったモンスターの襲しゆう撃げきを受けて殺されてしまったって可能性もあるんじゃないですか？

＞それはそうですけど。だけど、あたしのレベルと装備はそんなに悪くありません。ソロ狩りだったから敵も弱めのところを選んだし、二十秒ぐらいあの辺のモンスターに殴られ続けたってそう簡かん単たんに死にません。それにさっきも言いましたけど、近距離で殴られたらエフェクトと効果音できっと気付いていたと思います

＞聞きたいことはそれだけよ

　皐月ちゃんはそうチャットし終えると、私に向き直って、

「何よ、ほとんど意味なかったじゃない！」

「そ、そんなこと私に言われても……。だ、大だい丈じよう夫ぶですよ、まだ裁判は始まったばかりじゃないですか」

「ふん、仕方ないわね、まあ最初からそんなに都合よくいくわけないか。でもこれからどうするの？　少なくともＰＫされたって事実は覆くつがえりそうにないわ」

「大丈夫です、まだ手はありますよ。次はどうやって被告人が犯人であるという結けつ論ろんに達したのか、その過か程ていを聞いて何か問題点を探さがしましょう」

「なるほど。やっぱりあんたそれなりに役に立つじゃない」

「きょ、恐きよう縮しゆくです……」




＞では次の原告側証しよう人にんとして、ナード☆さんを呼よびたいと思います

　証言場所に立ったのは、ナード☆という♂ドワーフだった。

　名前に☆マークを入れるとずいぶん痛いた々いたしい気がしないでもないんだけど、ヒゲを生やしたじいさんドワーフにそれをやられると不思議と突つっ込こむ気になれない。

＞さて、ナード☆さん。あなたは被告人と長い付き合いがありますね？

＞ええまあ。ギルドは違いますけど、ドワーフとホビットは生産で色々助け合いますからな

「……そうなんですか？」

「まあそうね。ドワーフは武ぶ器きの生産が得意で、ホビットは武器生産に必要な材料を調達するのに向いてるから、必然的にそうなるわ」

「はぁ、なるほど」

＞ではお尋たずねします。といっても大した質しつ問もんではありません。みなさま、被告人をご覧らんください

　と、モニターの中でフォクシーは私の隣となりで座すわるモーションをしているホビット・レーニソの方を向いた。

＞見ての通り、現げん在ざい被告人はスナイプ・ロングボウを装そう備びしていますね？

＞ええ、グラフィックを見る限かぎりではそのようです

＞あなたは被告人と長い付き合いがあるということですが、被告人はいつからあの武器を装備していたのでしょう？

＞一ヶ月ぐらい前からずっとあのままですよ。彼のＬＶも装備も、あれが最高ですから

＞結構です、質問はそれだけです。反対尋じん問もんをなさってくださいな

　フォクシーはあっさり尋問を打ち切った。

　皐月ちゃんが私の方を向く。

「どう思う？　一か尺ま八つ寸か」

「うーん。一見したところ大した意味のある質問には見えません。次の証人のための予備質問といったとこじゃないでしょうか。現時点では、反対尋問する理由もあんまり……」

「そうね、あたしも同感だわ」

　モニターの中の皐月ちゃんが一歩進み出て答える。

＞いーえ、特にありません




＞次の証人としまして、ドクタータカマツを証人として喚かん問もんいたしますわ

　証言場所に立ったのは、メガネとマントを装備したウィザードっぽい人間♂だった。

＞ドクタータカマツさん。あなたは〝ドクタータカマツのダメージ理論〟というホームページを運うん営えいしていますね？

＞ええ、おっしゃる通りです

　ま、またけったいな言葉が出てきた。たまらず私はまた皐月ちゃんに質問をする。

「ゆ、有名なんですか？　このタカマツって人」

「さあ？　あたしは知らないけど。そういうことはシャドウに聞いてみて。今ならＰＴパーテイ組んでるから、チャットしても他の人には見えないようにできるから」

「はあ」

　私は言われた通り、ＰＴチャットというものでシャドウさんに聞いてみた。

＞あの、シャドウさん。このタカマツって人はどんな人なんですか？

　裁さい判ばんが始まってから一言もしゃべってないのでひょっとしたら席を外してるのかもと思ったけど、シャドウさんはあっさりと答えた。

＞ゲームを作ったスタッフよりこのゲームに詳くわしいってウワサの男だ。こういうゲームは攻こう撃げき力りよくと防ぼう御ぎよ力りよくで受けるダメージが決まるんだが、このタカマツって男は、そのダメージ算出用の計算式を独どく自じに割わり出してホームページで発表したりしてるんだ

＞へ、へぇ

　なんだか分からないけど、とにかく凄すごそうだということは分かった。

　そんなことをやってる間にも裁判は続く。

＞ではまず、原告であり被害者であるスーさんの防御力とＨＰを確かく認にんしていただきたいのですが

＞はい

　と、タカマツはスーに少し近づいた。

「……何してるんですか？」

「パーティに勧かん誘ゆうしてるのよ。このゲーム、ＰＴパーテイを組めばメンバーのＨＰは分かるから」

「……はあ」

　今ひとつ何のためにそんなことをしてるのかが分からなかったが、まあ審しん理りを見てればその辺は次し第だいに明らかになるのだろう。

＞分かりました、彼女のＨＰは九六二でした。防御力の方は見た目の装そう備び品ひんと職しよく業ぎよう、ＬＶから推すい測そくして……三八四と思われます

　とりあえず、このタカマツさんは本当にゲームに詳しいんだなあということは分かった。

＞ドクタータカマツさん。先ほどの原告の証言によれば、彼女がＰＣモニターから目を離していたのは大体二十秒ほどだったということです。それを踏ふまえてお教えいただきたいのですが、このわずかな時間で被告人に被害者を殺害することは可か能のうでしょうか？

＞ええ、可能です。被告人が装備しているのは最高級の武ぶ器きであるスナイプ・ロングボウです。それにホビット・アーチャーのスキルであるストライクショットと通つう常じよう攻撃を二度組み合わせれば、充じゆう分ぶんに被害者を殺害することが可能と思います。素す早ばやさが高く、一発の攻撃力に特化しているホビットなら、殺害後に被害者に接せつ近きんして落とした装備品を盗ぬすんで逃にげ出すだけの時間も充分あったでしょう

　また知らない単語がたくさん……。

「あの、皐月ちゃん、いいですか？」

「あーはいはい。スナイプ・ロングボウっていうのはとっても強い武器で、ストライクショットってのはま、言ってみれば必殺技わざのことよ」

「ああ、なるほど。それでその組み合わせなら被告人が被害者を殺害することも可能、っていうのは本当なんですか？」

「間違ってはいないでしょうね。残念ながら」

　ようやく分かった。このドクタータカマツという人は、ゲーム専せん門もんの法医学者としてこの場に呼ばれたというわけだ。

＞ありがとうございました。質しつ問もんは以上です

＞よろしい。では被告側弁護人、反対尋問を

「ほら出番よ一尺八寸。何を質問したらいい？」

「そ、そうですね、法医学者が出てきたとしても私たちのやることは変わりません。彼の理論によれば確かに被告人が原告を殺害するのは可能だったのかもしれませんが、だからといって他ほかの人に被ひ害がい者しやを殺害することが不可能だったということにはなりません。よく分かりませんが、他にも強い武器やスキルはあるんですよね？」

「なるほど。他の組み合わせでも二十秒で被害者をＰＫするのは可能だったって言わせるのね？」

　私がそうですと頷うなずくと、皐月ちゃんはマウスを動かし操そう作さキャラを一歩前に進めさせた。

＞ではドクタータカマツさん、お尋たずねします。あなたは今、被告人のＬＶと装備なら二十秒足らずの間に被害者を殺害することは充分に可能であると証言しましたね？

＞はい

＞でも、それは被告人が原告を殺害したということが前提になってますよね？

＞……どういうことですか？

＞簡かん単たんなことです。つまり被告人の使える武器やスキル以外の組み合わせでも、二十秒以内に被害者を殺害する方法はあるんじゃないんですかってことですよ

＞それはもちろん不可能とは言いません。ようは一定時間以内に被害者を殺害しうるだけの攻こう撃げき力りよくがあればいいわけですからね。しかし被害者はそれなりにゲームをやりこんでいてＬＶも高い上に、装備もそれなりのものを身に付けています。その被害者を二十秒という短時間で、しかも遠えん距きよ離り攻撃に限かぎるという条じよう件けんの下もとで殺せる装備と攻撃スキルの組み合わせというものは……。私の知る限りではそうパッとは思いつきませんが















　うぐ。

「ちょっと一か尺ま八つ寸か、これじゃ逆ぎやく効こう果かよ。全然ダメじゃない！」

「そ、そう言われても……。仕方ありません、これが裁さい判ばんなんですから」

「あーもー、クソったれね」

　皐月ちゃんは山鹿先生みたいなことを言ってから、キーボードを叩たたいて『質問を終わります』と表ひよう示じさせた。




＞次の証しよう人にんはクラフティさんです

　次に証言場所に呼よばれたのは、エルフ♂だった。短たん剣けんと軽けい鎧がいを装備しているところを見ると職業は盗とう賊ぞくのようだ。

＞クラフティさん。あなたは先週の日曜日の午後九時ごろ、どこで何をしていましたか？

＞えーと、被害者のスーさんと同じです。俺おれもノルバレソ西でトカゲのソロ狩がりをしてました

＞では、あなたは同じ場所で狩りをしていた今回の事じ件けんの被害者、スーさんとも会いましたか？

＞はっきりとは覚えてないんですが、その時間、その場所にいたことは確たしかです。すれ違ちがったことぐらいあったとは思いますが

＞結けつ構こうですわ。では次に、あなたはその周辺で狩りをしていたとき、今回の事件の被告人であるレーニソ氏を見かけましたか？

＞ええ、一度だけチラっとですが確かに見かけました

＞間違いありませんか？

＞間違いないと思いますよ。なにしろレーニソというキャラは赤ネームになってましたから。ＰＫなんてそうはいませんからね、おまけに名前も個こ性せい的ですからまだ覚えてますよ

　ざわざわと傍ぼう聴ちよう席せきがざわついた。『おい、それじゃ決定的じゃん』『やっぱりＰＫやってたんじゃん』といった声が聞こえてくる。

　……本物の裁判ならともかく、チャットでざわつかれると非ひ常じように目め障ざわりで仕方がない。

＞静せい粛しゆくに！　傍聴人は私し語ごを……もとい、チャットを慎つつしみなさい。進行の妨ぼう害がいになります

　裁判長の注意が飛び、ようやく静かになる。

＞赤ネームになっていたのは間違いなくレーニソというホビットだったんですね？

＞はい、ホビットでした

＞ありがとう、これで質問を終わりますわ。反対尋じん問もんなさいな

　と、リアルの方の皐月ちゃんが私の方を向いて助言を求める。心得たとばかりに私は説明した。

「このクラフティって人が見たのが本当に被告人だったのか、もっと突つき詰つめるべきです」

「それは分かるんだけど、どうすりゃいいの？」

「ほら、さっきこの証人は〝チラッと見かけただけ〟と証言しましたよね？　そこを突くんです。どれだけ印象的なモノを見たのだとしても、それが一いつ瞬しゆんのことだったら有力な目撃証言とは言えなくなりますから」

「なるほど、その通りだわ」

＞じゃあいくつか確かく認にんさせてもらうわ

　皐月ちゃんが尋問を開始する。

＞クラフティさん。あなたは被告人らしきキャラを見たのはチラっとだけだと証言しましたよね？

＞ええ、確かに

＞そんな一瞬でどうしてそれが被告人だと断言できるんですか？

＞それはほら、赤ネームって印象深いじゃないですか。珍めずらしいし、高こう価かな所持品を分ぶん捕どる絶ぜつ好こうのチャンスでもありますし。その上、被告人の名前って短いじゃないですか、たった四文字ですし。だから覚えてたんですよ

＞なるほど。じゃあ一つ疑ぎ問もんなんだけど、あなたはすぐ近くを通ったその赤ネキャラを倒たおそうとはしなかったの？　高価な所持品を分捕る絶好のチャンスだったんでしょ？

＞あ、あのときは俺一人でしたから。ＰＴ組んでたら考えたけど、それにその、少し距離もあったし。追いかけて倒すのはちょっと無理が…

　その証言を聞き、私は皐月ちゃんを突つついた。

「ほら、またなんか変なこと言いましたよこの人。どれだけ距きよ離りがあったのかもっと突っ込こんで訊いてみてください」

「ええ、分かったわ」

　凄い速さでキーボードを打つ皐月ちゃん。

＞ちょっと待ってクラフティさん。今あなたは、距離があったと言いましたね？

＞え？　ええ、まあ

＞どれぐらいの距離だったの？

＞い、いや、そんなに離れてたわけじゃ……。名前はちゃんと見えましたし

＞それじゃ答えになってないわ。あたしはどれぐらいの距離があったのかを聞いてるの

＞ゆ、弓の攻撃も届とどかないぐらいの距離ですよ。追いかけて攻撃するにはちょっと無理があるでしょう？

＞それはそうね。でも弓も届かないような距離って結構あるわよ？　あんた、そんなに遠くからちょっと通りがかっただけの被ひ告こく人にんを、はっきりと識しき別べつできるの？

＞う……

　うーん、凄いなあこの子は。私がちょっと方ほう針しんを示しめしただけで、よくここまで反対尋問できるものだ。さすがにこの反対尋問は効きいただろう──と思ったのだけど。

＞い、いいや！　確かに少し距離はありましたけど名前はちゃんと表示されてましたからはっきりと覚えてます！　あれは被告人のレーニソという赤ネキャラでした！

　クラフティというキャラは、開き直るように答えた。

「うわ。ちょっと一か尺ま八つ寸か、コイツ逆ギレし始めたわよ？　ど、どうすればいいの？」

「こういうときはヘタに逆さからわず、受け流すのがいいんです」

　私は皐月ちゃんに最さい適てきと思われるメッセージを口で伝えた。皐月ちゃんは即そく座ざにその意図を理り解かいしてキーボードを叩たたく。

＞はいはいクラフティさん、あなたの主しゆ張ちようは分かりました。でも、被告人らしきキャラとすれ違ったとき、お互たがいの距離はかなりあった上に、あなたはチラっと見ただけなんですよね？　それは間違いのない事実なんですよね？

＞そ、それはまあ、そうですけど

＞聞きたいことはそれだけよ

　今のはまあまあ効果があったと思う。

　なにせネットゲームの裁さい判ばんだ、目もく撃げき証言こそが最高の証しよう拠ことなるはず。その最高の証拠にこうも疑問符ふを叩きつけることができたのだから、かなり有利になったに違いない。

　……と、このときは思っていたんだけど、それも次の証人が出てくるまでのことだった。




＞では次が原告側最後の証しよう人にんとなります。スライさんを喚かん問もんいたしますわ

　証言場所に進み出たのは、どうやら人間♂のアーチャーのようだった。

＞スライさん。あなたは先週の日曜日、どこで何をしていましたか？

＞ノルバレソ西で被害者のスーさんと同じように狩かりをしていました。ただ、僕ぼくはソロじゃなくて友人のウィザードとＰＴ組んでペア狩りでしたが

＞では被害者と会ったことはありまして？

＞ええ。彼女とは面識があるんで、一度すれ違ったときに挨あい拶さつをしたぐらいです

＞ではそこであなた方が何を見たのか証言してください

＞名前が赤くなったレーニソというホビットが、走り去るのを見たんです

＞質問は以上ですわ。反対尋じん問もんを

　フォクシーは私たちの方を向き、勝ち誇ほこるように言った。

　……いや、もちろんチャットだからそんな印象を受けただけなんだけど。でもその余よ裕ゆうっぷりが、危き険けん信号となって私の頭の中で鳴り響ひびく。

　でも皐月ちゃんはそんなことは露つゆ知しらず、恐おそれることなくキーボードを打ち始める。

＞じゃあ一つだけ質しつ問もんを。スライさん、あなたが見たのは本当に被告人だったと断だん言げんできるの？

＞できますとも。さっきの証人と違ちがって私は近距離ではっきりとレーニソという赤ネキャラを目撃してるんです。それに私はソロじゃなかったんです。もし私だけの証言で不足なら、そのとき一いつ緒しよにＰＴ組んでたガソダルフってウィザードがすぐそこにいますから彼に訊きけばいいですよ

　彼が振ふり返った先、傍ぼう聴ちよう人にんの中の一人に、確かにそんな名前のウィザードがいた。

　うう、ここまではっきり言われると反証は難むずかしい。ただでさえ目撃証言というのは一方的で反証しにくい部分もあるのだ。どうしようもない。

＞質問はそれだけよ

　皐月ちゃんは苦々しげにキーボードを叩いた。




　原告側最後の証人への尋問が終わり、審しん理りは一いつ旦たん休きゆう憩けいとなった。

　私たちは〝共同産業同どう盟めい〟のギルド長・皐月ちゃんこと紅、それから被告人のレーニソさんと、他た称しよう探たん偵ていのシャドウさんとＰＴを組んで作戦会議を開くことになった。

　何よりもまずレーニソさんに一つ確かく認にんしておきたいことがある。

＞レーニソさん。あの二人の目撃証人のことはご存ぞん知じですか？　何かこれまでに面識は？

＞いや、全然ないですだ

＞そうですか。となるとこれは怪あやしいですよ、レーニソさんがＰＫじゃなかったとしたら、必然的にあの二人の目撃者がウソをついてることになります。じゃあなんでレーニソさんにそんな濡ぬれ衣ぎぬを着せる必要があったのかって考えると…

＞あ、そっか。もっとも分かりやすい理由は、目撃者が真しん犯はん人にんだったってオチね

　山鹿先生もいつもそういう考え方をしている。性せい悪あく説せつ万ばん歳ざい。

＞そういうことです。あるいはあの証人がレーニソさんに何らかの恨うらみを抱いだいていて復ふく讐しゆうするためだけにウソの証言をしたとも考えられるんですけど、レーニソさんとあの二人に面識がないんだったらそのセンも考えにくいです。となると、被害者スーさんをＰＫした犯人が、たまたま近くを通りがかったレーニソさんを犯人に仕立て上げたって可か能のう性せいの方がありそうですよね

＞なるほど。でも、そうだとしたらどうしたらいいの？　あたしたちにあの二人の目撃者のうちどっちかが犯人かなんて証明できる？

＞それは……そうですね。今のままじゃ難しいかもしれません

　どうでもいいけど、皐月ちゃんとは隣となり合って座すわってるのにチャットで会話するのは何かヘンな感じだ。

　と、そこで紅ちゃんはさっきからずっと黙だまっているシャドウさんの方を向いた。

＞ねえシャドウ。赤ネになったレーニソを目撃したって言ってるクラフティとスライって証人のこと、何か知らない？

＞クラフティか。あいつは結けつ構こう有名な廃はい人じんだぞ。キャラのＬＶももう六五にもなってるらしい

　聞き慣なれない単語に、私はまた皐月ちゃんに訊たずねる。

「廃人、って何ですか？」

「そのまんまよ。朝から晩ばんまでひたすらネトゲばっかりやってて人生棒ぼうに振ふってる人のこと」

「そ、そうなんですか」

　すごい単語があったものだ。

　シャドウさんの解かい説せつは続いた。

＞ただ、プレイスタイルがかなり特とく殊しゆらしいな。ＰＴを組まず、ソロで一日中弱めの敵てきを倒たおし続けて経けい験けん値ちや金を稼かせいでるらしい

＞……なんで？　ソロで弱い敵倒すより、ＰＴ組んで強い敵倒した方が効こう率りついいのに

　それはもっともだ。私にも分かる。はぐれメ夕ルを一人で倒すのはあまりにも困こん難なんだ。

＞さあな、その辺は個人の嗜し好こうってヤツじゃないのか？　まあＰＴ組むにもメンバー集めたり拾ったアイテムの分配決めたりするのは結構煩わずらわしいからな。しかしこいつの場合はかなり常じよう軌きを逸いつしてると言えそうだな。目撃者の話によると本当に一日中、二十四時間近くソロ狩りを続けていることもあったらしい

＞……ちょっと。いくら廃人とはいえそれはやり過すぎじゃない？　死ぬわよ、リアルで

＞俺にそんなことを言われてもな。まあどんなプレイ方法をしようと個人の自由だろ？

＞だとしてもヘンよね……。ＰＴも組まずに延えん々えんソロ狩りでそんなに高いＬＶになれるなんて

＞……そんなにＬＶ上げって難しいんですか？

＞難しいなんてもんじゃないわ。ＬＶ五〇以い降こうソロで１ＬＶ上げるなら十時間は必要になるわよ

＞そ、そんなに……!?　じゃあＬＶ六五って凄すごいなんてもんじゃないんですね……

＞そうよ、まさしく廃人よ。ましてやソロでそこまで上げるなんて

「……あ！」

　そのとき、リアルの方の皐月ちゃんがはっとしたように顔を上げた。

「……そうよ、ソロでそこまで上げる方法なんてあれをやってるとしか考えられないわ。いやでも待ってよ、もしそうだったとすると……。

　そうよ！　一か尺ま八つ寸か、ひょっとしたら分かったかもしれないわ。クラフティってキャラがソロプレイを延々続けてる理由と、赤ネになった被告人を目もく撃げきしましたってウソの証しよう言げんをした理由が！」

「ほ、本当ですか？　それが分かればぐっとこの裁さい判ばんは楽になりますよ、一体どんな理由なんですか？」

「説明するのはいいけど、ネトゲに詳くわしくないあんたじゃきっと分からないわよ。それに、どっちにしろそれだけじゃ不足だわ。クラフティの目撃証言は説明がつくとしても、ペア狩りをしている最中に赤ネになったレーニソを見たっていうスライの証言の説明がつかないもの」

「あー。それもそうですねえ。どちらかというとあっちの証言の方が強力そうですし……」

「まあいいわ、とりあえずシャドウにスライについて聞いてみましょう」

　ゲームの中の皐月ちゃんが、『じゃあスライってキャラについて教えてよ』と質しつ問もんする。

＞スライか。リアルの職しよく業ぎようはどうやら普ふ通つうの学生らしいな。主に土日や平日の夜遅おそくにプレイしてる。普通に七人ぐらいでＰＴ組んで狩りをしてる普通のプレイヤーだな

　そんな情じよう報ほう、どうやって得たのだろう。本当に影かげ野のさんみたいだ。

＞へえ。でも事じ件けんのあったときは二人ＰＴだったんでしょ？　何でかしら？

＞そんなこと俺おれに分かるかよ。まあ一いつ緒しよにペア組んでたガソダルフってキャラとは長い付き合いらしいし、そういう気分だったんじゃないのか？　ただ、ガソダルフの方はあまりいい評ひよう判ばんじゃないな。過か去こにＰＫやった前科がある

＞へえ

　役に立つかは分からないけど、私はとりあえず相あい槌づちを打った。

＞ああそうだ、もう一つ面おも白しろい情報があるぜ。スライとＰＫされた原告のスーってキャラは知り合いだって証言で言ってただろ？

＞うん、そういえば言ってたわね

＞あれ、知り合いなんてレベルじゃなさそうだぜ。それも所しよ属ぞくしてるギルドこそ違ちがうがよくＰＴ組んだり、かなり仲はいいらしい

　それを聞いて私はいてもたってもいられず、キーを叩たたいた。

＞紅さん、これは使えます。ひょっとしたらスライって人はスーさんに偽ぎ証しようを頼たのまれたのかもしれませんよ？

＞確かに面白い情報だけど……。それでもレーニソの容よう疑ぎを晴らせる決定的な情報とは言えないんじゃない？

＞……うーん、それは確かに

＞そうだ、思い出した。そういえばもう一つスーに関する情報があってな

　またシャドウさんがフキダシを表示させる。

＞拝はい聴ちようしましょう。なになに？

＞いや、これは単なるウワサの域いきなんだがな。被害者のスーって、女のドワーフだろ？

＞ええ、そうだったわね

＞実はな……。あいつ、自分のことをネカマだってカミングアウトしたらしい

＞ぶっ

「ぶっ」

　皐月ちゃんがリアルとネットの両方で同時に吹ふき出した。器用なことをする子だ。

「ネカマ……ってなんですか？」

「男が女のキャラをやることよ。ネットのオカマ、略りやくしてネカマ」

　なるほど。つまり、動かしてるキャラは女だけど操そう作さしてるのは男ということか。

　それはかなり恐おそろしい。つまり、ゲームの中で「きゃー、いやん」とか黄色い歓かん声せいを上げている人が実は男だったりするというわけだ。

　一見すると今回の事じ件けんとは関係なさそうな情報だけど……。

　だけど、そのとき。

　私の頭の中で、ピーナッツが爆ばく発はつしたような感じがした。

「あ……」

　赤ネになったレーニソさんを目撃したという学生プレイヤーのスライさんと、自分のことをネカマだと宣せん言げんした被ひ害がい者しやであるスーさん。

　この二人の間には親交があるという。それらの情報を総そう合ごうすると、ある一つの仮か説せつが生まれてくる。

「どうかしたの、一か尺ま八つ寸か？」

「……皐月ちゃん。私、事件の真相分かっちゃったかもしれません」




　　　　◆




＞ではこれより被告側の証しよう人にん尋じん問もんを始める。被告側弁べん護ご人にん、最初の証人を呼びたまえ

＞はい。それじゃあ最初の証人として、クラフティさんを喚かん問もんします

　皐月ちゃんの要よう請せいに、間もなく廃はい人じんとウワサされるクラフティさんが呼び出される。

＞クラフティさん。ちょっと小耳に挟はさんだんですが、あなたはソロプレイが好きなんだそうですね？

＞別に好きというわけじゃありません。ただ、いつでも簡かん単たんにできますからソロプレイ中心でやってるのは確たしかですけど

＞ちなみに今、ＬＶおいくつですか？

＞六五ですけど

　法ほう廷ていがなんだかざわめいたように感じられた。やっぱり相当高いらしい。

＞ソロプレイ中心で六五まで上げるというのは相当大変じゃないんですか？

＞まあかなり時間つぎ込こんでますから

＞その通り、確かにあなたは長時間このゲームにログインしてるわ。それを裏うら付づける目撃者もいるしね。でもねクラフティさん。ゲームにはログインしてても、実じつ際さいにキャラを操作してるのはあなたじゃないんじゃないですか？

＞……どういうことですか？

＞単刀直入に言いましょう。クラフティさん、あなたはＢボＯツＴトをやってるんでしょう？

　今度こそ法廷がどよめいた。裁さい判ばん長ちようがチャットは控ひかえなさいと注意するほどに。

「さ、皐月ちゃん、ＢＯＴってなんですか？」

「自動でキャラを動かして狩かりをしてくれるプログラムよ。一度実行すれば操作しなくてもほっとくだけでモンスターを倒たおしてくれるの。経けい験けん値ちもお金も稼かせぎ放題だからこっそり使ってる卑ひ怯きよう者ものは少なくないって言われてるわ。でも、そんなのがあったらゲームバランスが崩くずれちゃうから、ゲーム規き約やくじゃ使用禁きん止しになってるのよ」

「そ、そんなのがあるんですか！」

　なるほど、確かにクラフティさんがそんなものを使っていたとするなら、赤ネになっていたレーニソさんを目撃したという証言の信しん憑ぴよう性せいは著いちじるしく薄うすれることになる。

　しかし──

＞とんでもありません！　俺はそんな卑怯なもの使ってませんよ！

　クラフティさんは即そく座ざに力強く否ひ定ていした。

　それはそうだろう。ゲーム規約に違反するような危き険けんなものをクラフティさんが使っていたとしても、絶ぜつ対たいに認みとめるはずがないだろう。

　でも私より山鹿先生と長い付き合いがあるせいか、皐月ちゃんは抜ぬけ目なかった。

＞残念だったわね、クラフティさん。あたしにはあなたがＢＯＴを使っていたと立証できる証人がいるのよ。さあエソゲルス、出番よ！

　傍聴席から一人のキャラが歩み出てくる。

＞さあクラフティさん。あのエソゲルスってキャラに見覚えはないかしら？

＞え？　いや、その……記き憶おくにありませんが

＞記憶にない!?　そんなことはありえないわ。あのエソゲルスってキャラはね、一週間前にノルバレソの西を通りがかったとき、モンスターの攻撃を受けて殺されちゃったのよ。だから彼はたまたま近くにいた人に生き返りの魔ま法ほうを使ってもらうよう何度もチャットでお願いしたの。でもその人は、一言も答えず無む視ししてひたすらモンスターを狩ってたんだって。そう、それがあなただったのよ！　まあ返事ができなかったのは無理もないことよね、ＢＯＴでプレイ中だったんだから

＞う……

「す、凄いです皐月ちゃん！　いつの間にそんなことまで調べ上げてたんですか!?」

「なに言ってんのよ、ハッタリに決まってるでしょ。本当にＢＯＴしてたんなら何言ったって向こうには反はん論ろんできないんだからやりたい放題よ」

　……さ、さすが。

＞さあクラフティさん。あなたはきっと〝農夫たちの集つどい〟のギルド員、あるいはギルド長のフォクシーからこう質しつ問もんされたんでしょう？　事じ件けん現げん場ばの近くにいたあなたなら、赤ネになったレーニソというキャラを目もく撃げきしたに違ちがいないはずですってね。あなたはＢＯＴをやっていることを感づかれたくないがために、仕方なくその通り目撃したとウソをついた。そうなんでしょう？

　そのときだった。とんでもないことが起こったのだ。これはもう言い逃のがれできないと思ったのだろう、

＞くっそおおお、覚えてろ！

　クラフティというキャラが、ぱっと消えたのである。途と端たんに大おお騒さわぎになる法廷。

「さ、皐月ちゃん、今のは……!?」

「ふん、馬ば脚きやくをあらわしたわね。ゲームを強きよう制せい終しゆう了りようしてログアウトしたのよ」

　なるほど。便利な世界だ。

「まあクラフティのことはもうどうでもいいわ。逃にげたってことは、こっちの言い分を認めたようなもんだし」

「そ、そうですね。後はもう一人の目撃者、スライさんの方だけです」




＞では被告側次の証人として、ドクタータカマツを喚かん問もんします

　ようやく混こん乱らんが静まった法廷で、次に皐月ちゃんが呼んだのはこのゲーム専せん門もんの法医学者ともいうべきタカマツさんだった。

＞ドクタータカマツ、一つ確認させてください。殺された被害者のＬＶと装そう備びから、二十秒という限かぎられた時間で殺害できるのは高いＬＶと装備を持つ被告人レーニソぐらいのものだ──というのがあなたの証言でしたよね？

＞ええ、そうです

＞そう、そこよ。あたしもあなたも、よく考えたらムチャクチャ簡かん単たんな見落としをしてたのよ

＞……は？　なんのことですか？

＞簡単よ。あたしたちは、被害者を殺害したのが単たん独どく犯はんだと思い込んでたってことよ

＞……は？

＞よく考えてみて。もし仮かりに被害者を殺害したＰＫが一人ではなく、複ふく数すういたとしたら、どうなるかしら？

＞ああああああ！　そ、そうか！　確かにそれは考えられますね。複数犯だったとしたら……それこそ七人がかりだったらＬＶも装備も関係なく一いつ瞬しゆんで殺されてしまいますよ

＞じゃあ仮に犯人が二人組みだったとしても、二十秒以内で被害者を殺せたであろう容よう疑ぎ者しやの幅はばは一気に増ふえることになりますね？

＞も、もちろんです

＞質問は以上よ

　ここまでは順調。さあ、問題は次の証人である。




＞被告側最後の証人として、スライさんを喚問するわ！

　一番の難なん関かんである。シャドウさんの話を聞いて、私はスライさんこそが犯人ではないかと思ったのだ。その動機に気付いたからだ。

　だけど、一つ問題がある。スライさんが犯人であるとする決定的な証しよう拠こがないのだ。それを皐月ちゃんがどこまで補おぎなえるかに、この裁さい判ばんの趨すう勢せいはかかっている。

＞スライさん。今までの証言はご覧らんになってましたよね？　もう一人の目撃者、クラフティさんはＢＯＴでプレイしていたため、ＰＫをした人物を目撃したという証言は信用に値あたいしません。そしてもう一つ、ドクタータカマツの新証言で、ペア狩がりをしていたというあなたにも充じゆう分ぶん犯行が可か能のうだったということが明らかになりました

＞ちょ、ちょっと待て！　なんだその言い方は！　それじゃまるで、僕ぼくが犯人だって言ってるみたいじゃないか！

＞みたい、じゃないんですよ。スライさん、あなたこそが被害者のスーさんを殺した真犯人なんでしょ!?

＞な、なんだって!?　何を言い出すかと思ったら、バカげてる！　デタラメもいいところだ！

＞残念だけどデタラメなんかじゃないわ。あなたが事件現場付近にいたのは認みとめるでしょう？　そしてペア狩りをしていたあなたたちには被害者を二十秒以内に殺すこともできた。そして何より、あなたは無実だったレーニソこそが犯人であるとウソをついたわ！　なぜそんなウソをついたのか？　それはあなたこそが真犯人だからよ！

＞い、異い議ぎを申し立てますわ！　被告は妄もう想そうをくっちゃべってるに過すぎません！

＞いいえ、妄想なんかじゃないわ。あたしたちはなぜ彼がスーさんを殺したのか、動機まで突つき止めたんだから！

＞な、なんだと……？　じゃあ聞かせてもらおうじゃないか、一体どんな動機があるって言うんだ？

＞では言いましょう。スライさん。あなた、被害者のスーさんと随ずい分ぶん仲がいいらしいわね？

＞……それが、何の関係がある？

＞あなたがスーさんと仲よくしてるのは、彼女が女の子キャラだったからじゃないの？

＞な、何をバカなことを！　仮にそうだったとしても、関係ないじゃないか、そんなこと！

＞いいえ、関係はあるわ。あなたは最近スーさんが自分はネカマだってカミングアウトしたのを聞いたんでしょ？　これまで女の子だと思って親しくしてたスーさんが男だと知って、あなたは怒いかり狂くるった。だから彼女をＰＫすることでその恨うらみを晴らそうとしたのよ！　そうなんでしょ!?

＞い、異議あり！　被告の妄想ですわ！　単なるたわごとです！

＞そ、そうだそうだ！　ウソだ、デタラメだ！　話をすり替かえるなよ、それで僕が犯人であるって証拠にはならないし、被告人のレーニソが無実だってことにもならないじゃないか！

＞そうね、確たしかにあなたの言うとおりよ。でも裁判をご破は算さんにさせるにはこれで充分よ

　と、紅ちゃんは裁判長の方に向き直った。

＞裁判長、そして陪ばい審しん員いんのみなさん。事じ態たいは明白です、少なくとも原告側には被告人が犯人だと合理的に説明できる証拠は何もありません！　よってあたしたち被告側は、直ちにこの裁判を打ち切ることを提てい案あんするわ！

　どよどよと法ほう廷ていは大混こん乱らんに陥おちいった。

〝共同産業同どう盟めい〟のギルド員が『そうだそうだ！　こんな裁判打ち切りだ！』と叫さけび、〝農夫たちの集つどい〟のメンバーは『議ぎ論ろんのすり替えだ！　裁判は続行だ！』と叫ぶ。

＞静せい粛しゆくに！　静粛にしなさい！　被告側弁べん護ご人にんに告げます、あなたにはまだ陪審員に訴うつたえかけることは許きよ可かされていません！　控ひかえなさい！

　裁判長がいくら叫ぼうともはやムダだった。

　すっかり混乱状じよう態たいに陥る法廷。

　だけど、そんなとき。

　激はげしい喧けん騒そうの中、ゆっくりと証言場所のスライさんに近づく一人のキャラがいたのだ。

＞ねえ、スライ。今の話、本当なの？

　殺された被害者・原告にして自称ネカマのスーさんだった。

＞……ふん、どうだってお前にゃ関係ないだろ。それこそ僕ぼくからも聞きたいよ。散々女の子ぶって人からアイテムねだってたくせに、実は男だったんだもんな、このネカマめ

　このときは、誰だれも予想だにしなかった。

　スライさんの発言が、この裁判を思いもよらぬ方向へ導みちびくことになろうとは。

＞そんな……。そんな言い方ひどいよクラフティ。いえ、いっくん！

＞!?　ちょ、ちょっと待て！　なぜお前が僕のリアルの呼び名を知ってるんだ!?

＞まだ分からないのいっくん！　あたしよ、幼おさな馴なじみのリエよ！

＞な、なんだって!?　ちょ、ちょっと待て、なんでリエがここに……!?

＞あなたがこのゲームにハマってるっていったから、あたしもこのゲーム始めたの！　あたしもあなたの好きなもので一いつ緒しよに楽しみたかったのよ！　それなのに……

＞ちょ、ちょっと待ってくれ！　じゃ、じゃあリエ、なんで君は自分のことをネカマだなんて言ったんだ!?

＞分からない!?　女キャラなんてやってると変な男キャラがどんどん言い寄よってくるの！　最近もストーカーじみたことされたから、仕方なく自分のことをネカマだって言ったのよ！

＞そっ……そうだったのか……！　すまないリエ。そんなことにも気付かず、僕は君を……そうだ、君を殺してしまったのは僕だったんだ！　ああ、僕はなんて取り返しのつかないことを！

＞ああ、いっくん！　でも安心して、すぐ生き返ったから！

＞そ、そうか……。リエ、今から君の家に行っていいかい？　直ちよく接せつ会って謝あやまりたいんだ

＞うん、分かった。じゃあ待ってるから！

　そして、その直後。

　ログアウトしたのか、パッと消える真しん犯はん人にんと被ひ害がい者しや。

　あまりの唐突な裁判の終わりに、私も皐月ちゃんも、いや、法廷にいた人全員が呆ぼう然ぜんとするしかなかった。




　　　　◆




「……で、その後はどうなったんだ？」

　多少は気になるのか、山鹿先生のそんな質問に学校帰りの皐月ちゃんが答える。

「一いち応おう、お騒さわがせしましたって真犯人と被害者があたしのところにお詫わびにきたわ。それでとりあえずは解かい決けつってところね」

　かなり脱だつ力りよく気味の結末ではあったけど、どうにか私の責せき務むも果たせたようで、とりあえずは一安心だった。

「それにしても、世の中は広いですねえ。あんな世界、あんな裁判があるとは思ってもみませんでした。山鹿先生、ひょっとしたら今後はネットゲームでの裁判も弁護士の仕事の一つになっていくかもしれませんよ！」















「うん、それあるある！」

「ねーよ！」











（はじめてのさいばん　～ねとげ編～　おわり）
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　私の名前は一か尺ま八つ寸か東鬼しのぎ。

　弁べん護ご士しのタマゴであり、現げん在ざいは司法修しゆう習しゆう生せいとして弁護士実じつ務むを経けい験けんするため、とある法ほう律りつ事務所に毎日足あし繁しげく通っている。

　事務所の名前は山やま鹿しか法律事務所。そしてそこの主あるじにして私の教きよう師しとなる弁護士の名を山鹿善ぜん行こう先生という。

　……まあ実じつ態たいはただの教師じゃなく、反面教師なんだけど。いやむしろ半面教師？

　さて、そんな先生が存そん在ざいするのは確たしかだけど、これから私がなんとなく思うこととは何の関係もありませんので忘わすれてください。




　ついこの間、「弁護士のゴミ」というテレビドラマをやっていた。

　ぶっちゃけると五ご味みという名前の弁護士が主人公だから弁護士のゴミというわけである。

　まあそっちのごみさんは本当に弁護士のゴミっぽい言動もするけど、なんだかんだで実は人情深い弁護士でもあるという設せつ定ていだ。

　しかし。

　世の中には冗じよう談だんではなく、正真正しよう銘めいの弁護士のゴミといわれても仕方がない人がいる。

　誰だれとは言わない。

　しかし。

　お金と趣しゆ味みのためという理由で、人の人生がかかった刑けい事じ弁護を引き受ける──弁護士の中にはそんな人がいるのは明白な事実なのだ。それこそはまさにゴミの中のゴミ、キング・オブ・ゴミ。

　誰とは言わない。

　とはいえ、それをすべて本人のせいにするというのはちょっと筋すじ違ちがいというか、酷こくではないかとも最近思うようになってきてしまった。そう、たとえば世の中には性せい善ぜん説せつというものがある。人は生まれながらにして（多分）善であり、悪になってしまうのはその人が生まれ育った環かん境きように問題があるんじゃないかな？　みたいな説のことだ。

　その説からいくと、その某ぼう先生も弁護士になったその日から弁護士のゴミだった──というわけではなく、何か人生観が変わるような良くないことを体験し、その結果今のように勝つためならなんでもやるぜーへいへいほー、みたいなことになっちゃったんだとも思えるのだ。

　だって私でさえ、ちょっと前までは弱者のために命を捧ささげる素す晴ばらしい弁護士になろうと決意してたけど、最近某先生に影えい響きようされたせいか「人生って詰つまるところ勝ち組と負け組しかないんじゃね？　じゃあ勝ち組の方がよくね？」みたいな考えを抱いだくようになってきたというかなんというか。

　そう、たとえばその某先生は面めん倒どうだからという理由で民事事じ件けんは取り扱あつかわず、手っ取り早くお金になり、しかも検けん察さつを言い負かすのが趣味という理由で刑事事件専せん門もんだと自じ称しようし、また実じつ践せんしている。

　よく考えるとこれは少しおかしい。相手を言い負かすという点においては刑事裁さい判ばんも民事裁判もそうそう違ちがいがあるとも思えない。……まあ現在の民事裁判の法ほう廷ていじゃあ、ほとんど書類のやりとりだけで終わっちゃうから、先生が好きになれないというのは分かるけど。

　まあそれは置いておくとしても、はっきりいって金が欲ほしいなら刑事より民事を扱った方がいいに決まってるはずなのだ。持ち込こまれる依い頼らいの数だって刑事よりは多いはずだし、多た額がくの賠ばい償しよう金きんを勝ち取れれば成功報ほう酬しゆうにだってありつける。まさに実力次し第だいでいくらでも稼かせげる分野。某先生にはぴったりのはずである。

　逆ぎやくに、日本では刑事事件のみを扱っていたのでは到とう底てい食えないとさえいわれているぐらいなのだ。そんな刑事を専門とする弁護士なんて──少なくとも私は一人しか知らない。

　とはいえ、民事訴そ訟しようは面めん倒どうで時間がかかるのは確かだし、それに刑事専門でも某先生みたいに冗談みたいに無む罪ざいを勝ち取り続けていれば、「いくらでもお金払はらいますから無罪にしてくだせえ」という金回りのいい依頼が絶たえることもないのかもしれない。

　でもとにかく、普ふ通つうの弁護士なら民事を捨すてて刑事のみに走るなんてことは考えない。何かきっかけがあったはずなのだ。民事を捨てて刑事のみに走ったきっかけが。いくら弁護士のゴミたる某先生であっても、民事訴訟を取り扱った経験の一つや二つはあるだろうし。

　ここから先は私のカンである。いや、ただのカンではない。そのゴミ先生をじっくりと観察した上でのカンなのだけど、恐おそらく山鹿先生は、あ、言っちゃった、違う、某ゴミ先生は、何か民事事件を取り扱い、そこで何か痛いたい目にあったからこそ、今のように刑事専門の弁護士になったのではないか。

　そんな気がしてならないのである。




　……などということを、私は涙なみだで雑ぞう巾きんを濡ぬらしながら考えていた。

「山鹿せんせぇ、お掃そう除じ終わりましたぁ」

「あっそ。じゃあ今日はもう帰っていいぞ」

「ううううう…………」

　またこれである。

　だが今日ばかりはハイそうですかと帰るわけにはいかなかった。

　今日はすでに金曜日。月曜から昨日まで、毎日毎日ひたすら掃除と買出しという名のパシリばっかりやらされていた私の精せい神しん状じよう況きようはもはや限げん界かいに来ていたのだ。毎度のことだけど。

「ちょっと待ってください先生！　もう我が慢まんの限界です！　お願いですから週に一回ぐらいは、弁べん護ご士し修しゆう習しゆうらしくなにかためになる経けい験けんをさせてください！」

　そしてこれも毎度のことながら、山鹿先生は本当にめんどくさそうにチッと舌した打うちした。

「またそれかよ、そろそろ来る頃ころじゃないかとは思っていたが……。おまえもいい加か減げん諦あきらめが悪いな、弁護士としてためになることなら毎日させてやってるだろうが。掃除も事じ務む所しよを維い持じするための立りつ派ぱな仕事なんだぞ。俺おれだってそういう地じ道みちな仕事をやってきたからこそ、今があるんだからな」

　ぴきっ。

「掃除が大切な仕事というのは分かります！　分かりますけどねえ、その掃除だけを一週間毎日延えん々えんやらされる私の気持ちが分かりますか!?　それに聞きますけど、掃除だけやってて事務所が維持できるんですか!?　ご飯が食べられるんですか!?　裁判で勝てるようになるんですか!?

　私がこの一週間、どんな思いでいたか分かりますか!?　来る日も来る日も朝起きては雑巾がけだけの日々！　もう最近じゃ朝布団ふとんの中で目を覚ますたび真っ先に思うんですよ、ああ、今日も一日また雑巾がけで終わっちゃうんだろうなあって！　私の人生って雑巾がけのためだけにあるのかなあ、なんて考えちゃう私の切ない気持ちが分かりますか!?　分かりますか!?」

「お、おい、一いつ尺しやく？　どうした、少し落ち着け」

「黙だまって聞いてください！　私昨日、同期のみんなと飲みに行ったんです！　他ほかの人たちはみんなちゃんと色んな経験を積んでるんですよ!?　裁判のお手伝いしたり、依い頼らい人にんとの相談を一いつ緒しよに聞いてあげたり！　果ては事務所の先生にご飯までおごってもらったりして！　ご飯までおごってもらったりして！　ご・は・ん・ま・で・おごってもらったりして!!　三回言いましたよ私！　三回も！　そんなうらやましい話ばかり延々聞かされて『一か尺ま八つ寸かさんはどんなこと教えてもらってるの？』なんて話を振ふられて、全然まともに答えられなくてブルー入っちゃった私の気持ちが分かりますか？　分かりますかっ、分・か・り・ま・す・か────────!?」

「ちょっ、ま、待て一尺。きょ、今日のおまえなんかおかしいぞ？」

「先生にだけはおかしいとか言われたくありません！　それに私の名前は一か尺ま八つ寸かです！」

「わ、分かった。分かったから落ち着け。ＯＫ、話す。依頼はないがなんかためになる話でもしてやるから、く、首を絞しめるのはやめれれれれれれれ」

「はっ!?　すっすすすすいません先生、つい興こう奮ふんしちゃって！　ああ、私ったらなんてことを！」

　私は慌あわてて頭を下げた。ここは真しん摯しに謝あやまっとかないと後で何されるか分かったもんじゃない。

　興奮するって恐おそろしい。よりにもよって、私が先生の首を絞めちゃうなんて。そんなことって本当にあるんだなあ。なんで世の中には殺人事件が絶たえないのか、ちょっとだけ分かった気がした。

「……あー、げほげほ。ったく、おまえの本ほん性しようを一瞬だけでも垣かい間ま見みた気がするぜ」

「すいませんすいませんすいませんっ。でも良かった、これで今日は久ひさしぶりに弁護修習らしいことをしていただけるわけですねっ！　弁護士に二言はないですよねっ！　でも安心してください、もしウソだったりしても弁護士会に苦く情じよう申し立てたりなんて絶対しませんからっ！　からっ！」

　育て方間違ったかな、と山鹿先生が呟つぶやくのが聞こえた。

　そう言われるのはなんか色々と不本意ではあるけれど、多分自じ業ごう自じ得とくだと思う。

「あーくそ。で、何が聞きたいんだ、今日は」

「そうですね、実は前から聞きたかった話があるんです。

　たとえば……先生が弁護士になって最初に体験した民事の依頼のお話とか」

　先生の眉まゆが、ぴくりと動いた。

「……おい一尺。俺が刑けい事じ専せん門もんだってことは知ってるはずだ。それなのになんで民事の体験談なんざ聞きたがる？」

「ほら、一言も否ひ定ていしないってことは、あるってことですよね？　民事の依頼を引き受けたことも」

「……この野や郎ろう。減へらず口ばっかりうまくなりやがって」

「それだけ先生の教え方が素す晴ばらしいってことですよ！」

　先生が私を睨み付ける。

　でも私だってそういつもいつも怖こわがってもいられないし、また掃除だけの日々に戻もどるぐらいならと、不ふ退たい転てんの決意で先生の目を睨み返す。

　しばし無言の睨みあいが続いたが、やがて不毛なことに気付いたのだろう、とうとう先生の方が諦あきらめた。

「ふん、とうとう睨みつけるだけじゃ引っ込まなくなったか。まあいいだろう、そんなに聞きたきゃ話してやるよ。だがな、それでおまえが絶望することになっても知らんからな」

　やっぱりあるんだ。先生が刑事専門を志こころざすことになったきっかけの、民事の依頼が。

「ええ、構かまいません。是ぜ非ひ聞かせてください」

「ふん。少し長い話になる。お茶の一杯ぱいでも入れて来い」

「分かりました」

　そういうお茶くみなら私としても全然構かまわない。




　そして、先生は私が持ってきた緑茶をすすりながら、ゆっくりとたかり始めた。

　……違う。騙かたり始めた。

　……違った。語り始めただ。ほら、変なクセがついてしまった。

「さてと。この話をするなら、まず俺の師し匠しようのことを教えておかなきゃならんだろうな。……いや、本当は師匠だなんて呼よびたくもねーんだがな、ま、便べん宜ぎ上な便宜上」

「先生、師匠なんていたんですか!?」

「そこは驚おどろくところか？　弁べん護ご士しは一人で一人前になれるような職しよくじゃない、俺だって独どく力りよくでここまでやってきたと言うほどうぬぼれちゃいないさ」

「…………うそぉ？」

「……………………何か言ったか？」

「いっ、いえいえいえいえ！　何も言ってません！　気のせいですよ！」

　先生に睨みつけられ、大慌てで手を振る。

　そういえばこの事じ務む所しよも誰だれかからタダ同然で借りてると言っていたような覚えがある。

　考えてみればありえない話ではない。今でこそ山鹿先生の名は知れ渡わたっているが、ちょっと前まではただの青あお二に才さい弁護士に過すぎなかったのだ。その先生がなんの助力もなく一人で事務所を構えるなんてことは、まあ常じよう識しき的に考えて不ふ可か能のうだろう。師匠がいるというのは当然だと思う。

　ただ、山鹿先生に限かぎっては師匠がいると考えるにはどうにも納なつ得とくできない疑ぎ問もんがあるのだ。すなわち、その師匠さんは、なぜこの山鹿先生のダメ弁護士っぷりを注意しようとしないのか──という疑問である。

　まっとうな弁護士が山鹿先生のような弟で子しを持ったとしたら、普ふ通つうは注意するだろう。もうちょっとまともに依い頼らいを引き受けろとか、もうちょっとやさしく司し法ほう修しゆう習しゆう生せいに接せつしなさいとか、たまには後輩に焼肉ぐらいおごってあげなさいとか、名前をちゃんと呼んであげなさい、とかとか。

　しかし山鹿先生が誰だれかから注意されているところなど見たことがない。思い当たる人といえば地元弁護士会副会長の竹たけ田ださんぐらいだろうけど、二人の仲の悪さっぷりからみてもあの人が師匠ってことだけはないだろう。

　あるいはひょっとしてカエルの親はカエルということで、やっぱり師匠の方もダメ弁護士だったりするのだろうか？　それなら山鹿先生を注意しないのは頷うなずけるけど……。

　もしくはその師匠さんは現在の山鹿先生の動向を知らないところにいる、とか。

「あの、ちょっと失礼なことをお伺うかがいしますが、その師匠さんはまだご存ぞん命めいなんですか？」

「そうだな。そろそろくたばってもおかしくなさそうな歳としではあるが……。残念だがまだそんな吉きつ報ぽうは来てねえな」

　弟子とも思えぬ発言である。なんだかカエルの親はカエル説が有力になってきた。

「じゃあ今はどちらにご在住なんですか？」

「一ひと稼かせぎしてくるってアメリカに渡ってそれっきりだ」

「アメリカに、出稼ぎ……？　アメリカの裁さい判ばんの凄すごさは知ってますけど、日本から出向いた弁護士に大きな依頼が来るとは思えないんですけど。それ出稼ぎになるんですか？」

「ああ、アメリカの弁護士資し格かくさえ持ってりゃな。あっちじゃ弁護士がなんて呼ばれてるか知ってるか？　アンビュランス・チェイサーだ」

「ア……アンビュランス・チェイサー？」

　日本語直ちよく訳やくで『救急車の追っかけ』？　わけが分からない。

「なんですか、それ？」

「アメリカで交通事じ故こが起きて、被ひ害がい者しやが救急車で運ばれるとするだろ？　すると弁護士は救急車を追っかけて、病院で被害者にこう言うのさ。『あなたに適てき切せつな損そん害がい賠ばい償しようが支し払はらわれるよう相手方の保ほ険けん会社と交こう渉しようしてあげます。もちろんあなたからは１セントも頂いただくつもりはありません。その代わり、成功報ほう酬しゆうとして支払われる額がくの三割わりをいただきます。これは規き則そくにのっとった正当な報酬です』ってな。被害者も保険金が満額出るなら文もん句くはないし、保険会社も弁護士が出てくりゃ仕方がない、事をややこしくするのはゴメンってことで、満額の保険金を支払わざるを得ない。かくしてアメリカの弁護士アンビユランス・チエイサーは一日の仕事で数万ドルの報酬を上げられるって寸すん法ぽうさ」

　さ、さすがアメリカ。ちょっとうらやましい──とか思ってしまったのは私のせいじゃない、山鹿先生のせいです。

「……先生のお師匠さんはそのためにアメリカに？」

「ああ。アメリカは移い民みんの国だからな。黄色人種の弁護士ってのも白人以外の依頼人には結構需じゆ要ようがあるらしい」

　なるほど、よくわかった。カエルの親はカエルだったというわけだ。

　それにしても、その師匠さんは日米の弁護士資格を持ってるということになる。カエルというよりむしろタカの親はタカといったところか。

　まあそんな師匠がいたから、山鹿先生もこんなんなっちゃったんだろうけど。

「それで、そのお師匠さんのお名前はなんていうんですか？」

「豪ごう徳とく寺じ雄ゆう大だいだ。ふざけた名前の弁護士だろ？」

　名前のことを先生が言いますか先生が。それに先生の知り合いで豪徳寺雄大って名前ならよっぽど普通だと思う。

「とにかく、弁護士になりたての頃、俺はこの事じ務む所しよの前身、豪徳寺法ほう律りつ事務所に勤つとめてたってわけだ」

　そして先生は語り始めたのだ。

　世にも恐おそろしい体験談を──。




　　　　◆




　豪徳寺雄大は齢よわい七十歳さいを超こえている。

　その人ひと柄がらを表現するのは簡かん単たんだ。食えないジジイ。その一言で済すむ。あ、クソを付けるのを忘わすれていた。

　業ごう突つく張ばりで品性のカケラもないお下げ劣れつ野や郎ろうで、そろそろ歳でくたばるか引いん退たいした方が世のためだと思うのだが、残念ながら弁べん護ご士しに定年なんて便利なものもなく、また悪人に限かぎって長生きするらしく、当分現げん世せに居い座すわるつもりらしい。まさに歩く放ほう射しや性せい老ろう廃はい物ぶつ、一いつ刻こくも早い埋うめ立て場の建設が望まれる。

　そして、弁護士資格を得たばかりの俺は、その豪徳寺の経けい営えいする豪徳寺法律事務所に勤めていた。




「いい加か減げんにしやがれこのクソジジイ！」

　その日、とうとう我が慢まんできなくなった俺は、豪徳寺に向かって怒ど鳴なりつけた。

　だが豪徳寺はいつも通りデスクの上で新聞を読みながら、俺の方を見ようともせず、

「あん？　どうした馬うま鹿しか？」

「俺の名前は山鹿だっつってんだろ!!」

「分かった分かった馬うま鹿しか。とにかく怒おこりっぽいのはいかんぞ。カルシウム不足か、それとも生理でもきたのか？」

「黙だまれジジイ！　この一週間、来る日も来る日も雑ぞう巾きん掃そう除じとハタキ掛がけ、俺は資し格かくを持ったれっきとした弁護士なんだぞ！　どこぞの世界に弁護士に掃除しかさせねー法律事務所があるってんだ！」

「やれやれ。若わか造ぞうは好き嫌きらいが激はげしくていかんな。いいか、事務所を維い持じするのも弁護士のれっきとした仕事だ。仕事を区別して軽けい視しするようなことは許ゆるさんぞ」

「うるせえっ、理り屈くつはもうたくさんだ！　掃そう除じなんざダ○キンかメイドでも雇やとうなりしてやらせりゃいいだろ！　何が悲しくて弁護士資格持つ人間がやらなきゃなんねーんだ!?　弁護士には弁護士にしかできない仕事があるだろーが！」

「バカモノ、人の権けん利りを重んじるべき弁護士がなんということをほざく。弁護士だから掃除なんてやる必要はない？　バカタレが、そういう特とつ権けん意い識しきを持つから、世の中には腐くさった弁護士や国会議員があふれるのだ。弁護士だからこそ掃除を、普通の人がやるべきことをやるべきなのだ」

「くっ……。なんでもかんでも理屈っぽく答えやがって……！」

「じゃかましいわ。不満なら今すぐ出て行っても構かまわんのだぞ。もっとも、貴き様さまのような問題児の若造を雇ってくれる法律事務所が他ほかにあればの話だがな。イソベンさせてやって給料が出るだけでもありがたいと思え」

「ちくしょう、なんでもかんでも足元見やがって……！」

　悔くやしいがその点を突かれるとどうしようもない。

　自分で事務所を開設できるほどの資本力も人脈もない弁護士は、他の法律事務所に雇ってもらうしかない。これが居い候そうろう弁護士、業界用語でイソベンと言われている。非ひ常じように肩かた身みが狭せまいのが特とく徴ちよう。















　ちなみに、豪徳寺のようなクソッタレな弁護士のことはこう呼ぶ。クソベン。今俺おれが考えた。汚きたねーけどお似に合あいだ。

「ふーむ。とはいえ、確かにこう新人に掃除ばかりさせておっては弁護士協会に覚えが悪いかもしれんな」

　と、豪徳寺はようやく読んでいた新聞をおろし、形だけでも俺と話し合う態たい勢せいをとった。

「お、そうだろそうだろ？　やっぱり新人だからこそ、仕事の一つもさせなきゃまずいだろ。俺だって弁護士会にパワーハラスメントだ、なんてチクるのは嫌いやだしな」

「ふむ。そういえば一週間前に一件民事を引き受けてもらいたいという電話があってな。今日の午後に依い頼らい人にんが来ることになっとるんだが、あいにくわしは出かける予定を入れてしまってな。この案件、おまえやってみるか？」

「やる！　やってやる！　やらせろ！　何が何でも！」

　この際さい、掃そう除じ以外ならなんでもよかった。依頼の内ない容ようすら聞かず即そく答とうする。

「そうか。いいだろう、そこまで言うならやってみるがいい。その代わりだ。おまえは自分から志し願がんしたんだからな。どんな依頼であろうと手を抜くことは許さんぞ。弱音を吐はいて放ほうり出すこともだ。分かってるな？」

「言われるまでもない。どんな依頼だろうと、俺の実力をもってすれば二日と待たずに解決してみせるぜ」

「ほざいたな若造め。まあ好きにやってみるがいいさ」

　と、クソベンはニヤリと笑った。




　それから豪徳寺は出かける準じゆん備びを始めたが、出て行く直前になって思い出したように変なことを言い始めた。

「そうだ。貴様が本ほん格かく的に依頼を受ける前に、弁べん護ご士しの先せん輩ぱいとしておまえに一つ魔ま法ほうの呪じゆ文もんを教えといてやろう」

「……なんだよ、呪文って。まさか『なせばなる』なんて小学校の道徳みたいなこと言うんじゃねえだろうな」

「そんなわけがあるか。いいか、呪文とはこうだ。地じ獄ごくに落ちろ」

「……はあ？」

「弁護士の仕事はおまえが思っている以上に厄やつ介かいだ。書類仕事の厄介さについて今いま更さらどうこう言うつもりはないが、それより恐ろしいのは依頼人どもだ。あいつらは恐ろしいぞ。事実は小説より奇きなりというがまさしくその通りだ、本当に予想もつかん馬ば鹿か馬ば鹿かしい依頼を本気で持ってくる。そしておまえは弁護士として働く以上、あらゆる相談事に誠せい意いを持って対たい応おうせねばならん。それがどんな馬鹿げた相談事だったとしてもだ。ときには本当に面めん倒どうくさくてやってられなくなることもあるだろうが、おまえに逃にげることは許ゆるされん。弁護士だからな。そんなとき、心の中でこの呪文を呟つぶやけ。地獄に落ちろとな。そうすれば、ヤケになってもう何でもやる気になれる」

　そんなことを言い残し、豪徳寺は出かけて行った。二度と帰ってこなくていいぞ。




　冷静になって考えれば──

　おかしいことにはすぐ気付けたはずだった。

　一週間も前にあった依頼というのと、電話と、一週間続けさせられた掃除。

　俺を怒おこらせるためとしか思えないクソジジイの言動。

　そして何より、都合よくその日に来ることになっていた依頼人。しかも依頼人が来ることは一週間も前に分かっていたにもかかわらず、豪徳寺のジジイは出かける予定を入れてしまったという。

　この抜ぬけ目のないジジイがそんな単たん純じゆんなミスをするわけがない。

　そう。俺が一も二もなく引き受けることを含ふくめて、すべての展てん開かいがあのクソッタレ弁護士の筋すじ書がき通りだったのだろう。

　だが情なさけないことに、一週間もの期間を雑ぞう巾きん掛がけだけで過ごした俺には冷静さが欠けつ如じよしており、そんなことに気付く余よ裕ゆうなどなかったのだ。

　そして午後二時。その客はやってきた。







　その男はやたら若わかかった。

　歳としの頃ころなら二は十た歳ち前後。俺と比くらべては気の毒だが、やたらと整った顔立ちをしている。それもホストとかジャニーズ系けいと言われるようなちゃらちゃらした顔つきではなく、なんというかまるで若わか武む者しやのように目線するどくガタイのしっかりした男だった。

　ただ、一つだけ奇き妙みようなことがあった。

　なぜかフライドポテトが入ってるらしい大きな紙かみ袋ぶくろを持ち、もりもりと食べていたのだ。

「初めまして、弁護士の山鹿善行と申します」

　弁護士が最初に客と出会ったら必ずしなければならないこと──名めい刺しを渡わたす。

「これはどうも。もぐもぐ。えーと、先生が僕ぼくの依頼を請うけてくれる……んですか？」

「ええ、そうです」

「えーとその、先生お一人だけで？」

「……ええ、そうですが何か？」

　途と端たんにその男はどこか不安そうにした。何が言いたいんだこの若造。

「あのー、ずいぶんとお若い方と見受けられますが……。その、大だい丈じよう夫ぶですよね？　もぐもぐ」

　ぴきっ。

　なんだこの人をなめきったような態たい度どは。なにか？　俺のような青あお二に才さい弁護士では不足ってことか？　若いっていえばてめえの方がもっと若造だろうが。いい度ど胸きようだこの野や郎ろう、人前でフライドポテト食いながら話すわけのわからん若造になめられてたまるか、首を洗あらって表に出やがれ！

　……と怒ど鳴なりつけたいところを堪こらえる。

　落ち着け、落ち着くんだ俺。弁護士稼か業ぎようは接せつ客きやく業ぎようなんだ、これぐらいのことでキレていては仕事にならん。

「ご、ご安心ください。これでも私は最難なん関かんと言われる司法試験をパスした身です。少なくとも、弁護士と名乗れるほどの法律的な知ち識しきは充じゆう分ぶんにあるつもりですから」

「はあ、そりゃそうですよね。失礼しました。僕ぼくはこういうものです」

「どうも。…………はあ？」

　差し出された名刺を受け取った俺は、思わず首を傾かしげてしまった。




　　　間ま矢や花か詞し村振しん興こう委い員いん　経屁兵野塀




　……読めねえ。

「え……と、これは…………なんとお呼びしたらいいんでしょうか？」

「あ、そうですよね、すいません。いえ、よく聞かれますから気にしないでください。僕の名前は経へ屁へ兵へい野の塀へいと申します。もぐもぐ」

「へ……へへへいのへい？」

　……もう名前考えるときに何かイヤなことがあったんだろうな、こいつの先せん祖ぞと名付け親は。あるいは怪あやしい占うらない師しにでも騙だまされたとか。

「あ、あの。こんなことお尋たずねするのも失礼かとは存ぞんじますが。これ、どこまでが苗みよう字じでどこからが名前なんでしょう？」

「あー、なんでか分かりませんがそれもよく聞かれるんですよね。『へへへい』までが苗字です。もぐもぐ。でも経屁兵なんて言い辛づらいでしょうから、どうぞ野塀と呼んでくださって構かまいませんよ。もぐもぐ」

「はあ、そりゃどうも」

『へへへいの・へい』じゃなくて『へへへい・のへい』か。よく分かった。バカ野郎。

「で、では──野塀さん。今日はどういったご用よう件けんなんでしょうか？」

「はい。ええと、それにはまず僕が住んでいる間矢花詞村のことからお話ししなければなりません。もぐもぐ。僕の住んでる村は首しゆ都と圏けんにあるにもかかわらず、これといった産業も観光資し源げんもなく、また交通の便もあまりよくないことから長い間過か疎そにあえいでおりました。もぐもぐ」

「はあ」

「そこで三〇年前、村おこしのために何か村の名物を作ろうという話になりまして、たくさんの村民が知ち恵えを絞しぼり、名物となる食べ物の開発を始めたのです。僕の父もその一人でした。ところが無理をし過すぎたのでしょう、父は先ごろ体調を崩くずし、今や病びよう床しようの身となってしまいました。もぐもぐ。

　ですが僕は父の跡あとを継ついで開発を続け、そして三〇年もの歳さい月げつを経へて、我わが間矢花詞村の特産品である侯こう爵しやくポテトを使った最高のフライドポテト、その名も『元がん祖そまやかしポテト』の開発に成功したんです！　もぐもぐもぐもぐもぐ！」

「…………」

　食う前に無くなりそうな名前だなおい。

　しかも親子二代、三〇年かけて作ったのがフライドポテトって。まあ三〇年前なら斬ざん新しんな食べ物だったのかもしれんが。というか三〇年も開発する余地があるのか、あれは。

「これは本当に素す晴ばらしいフライドポテトなんです、もうそんじょそこらのファーストフードなど敵てきですらありません！　もぐもぐ！　我が村特産の侯爵ポテトを『おいしい鶏とりのから揚あげの作り方』を参考にした二分三十秒二度揚げ製せい法ほうにより、外はさっくり中はほっくりとしたフライドポテトに仕上げ！　さらに博はか多たの塩とポルトガル産岩塩を円周率からヒントを得た三・一四：一という割合で混合し、振り掛けるのです！　これによって侯爵ポテト本来の風味を活いかした素晴らしいフライドポテトを完成させることができたんです！　もちろん特とつ許きよ申しん請せい済みです！　もぐもぐ！」

　すげえ。鶏のから揚げとか円周率って絶対関係ないだろそれ。

　ってか特許ってそんなの申請できるのか。いやまあ「宇う宙ちゆうを製造する方法」って特許が本気で登録されるぐらいだから余よ裕ゆうなのかもしれないが。

　しかし博多の塩とポルトガル産岩塩ってどう違いがあるのだろうか。しかも三・一四：一って、差が分かるのか？

「論ろんより証しよう拠こといいます。どうぞ、つまんでみてください」

　野塀は持っていた紙かみ袋ぶくろを差し出した。

　やっぱりというか、中にはフライドポテトがぎっしり詰まっている。

「はあ、じゃあちょっといただきます」

　流れ的に食べなきゃいけないんだろうなこれは。まあ毒が入ってることはないだろうし。

「…………もぐもぐ」

　率そつ直ちよくに言うと、マ○ドナルドとファーストキ○チンのポテトを足して二で割ったような味だった。ロ○テリアとウ○ンディーズのポテトを足して二で割ったような味とも言う。

「どうです!?　素晴らしい味でしょう!?」

「……はあ。ええ。まあ」

「そうでしょうそうでしょう！　私はもう二十四時間こればっかり食べてますけどね、もぐもぐ、これさえあればもうご飯なんていりませんよ」

　そりゃ腹はらも空すくわけねえよな。

「……野塀さん。あなたの親おや御ごさんは体を壊こわされたということでしたが、それってひょっとして油と塩分の取りすぎが原げん因いんでは？」

「へえ！　よく分かりましたね、さすが弁べん護ご士しさんだ！」

　地じ獄ごくに落ちろよおまえ。

「え、ええと。とにかく経緯いきさつは分かりました。それで一体、私は何をしてさしあげればよろしいんで？」

「あ、そうでした。一番肝かん心じんなこともお話しせずに食べてる場合じゃありませんね」

　野塀はようやくポテトを食べるのをやめ、紙袋を置いた。最初からそうしろ。

「とにかく我が経屁兵家は村の顔となる名物の開発に成功し、近いうちに大々的に売り出す用意を整えたんです。ところがです。最近、我々の調理法をパクって同じフライドポテトを売り出そうとするとんでもないヤツが近所に現あらわれたんです！　そう、羅ら裸ら覧らん蘭らんという悪女が！」

「…………」

　もうノーコメントで。

「あの、ひょっとしてあなたのご近所にるるるんるんとかほほほいのほいって名前の人はいませんか？」

「あははは！　何の冗じよう談だんですかそれは。そんなふざけた名前の人、僕の近所はおろか日本中探さがしたっているわけないと思いますが」

　殴なぐっていいかこいつ。いやむしろ俺を殴ってくれ。正当防ぼう衛えいで堂々と殴り返してやる。

「え、ええと。ではその、どんな感じでパクられた……というか、模も倣ほうされたんでしょう？」

「ええ。元祖まやかしポテト最大の特とく徴ちようは、博多の塩とポルトガル産岩塩を三・一四：一の割合で混合することにあるんです。ところが蘭のヤツもこれをマネして『本家まやかしポテト・類るい似じ品ひんにご注意ください』なんてふざけた模倣品を作って売り出そうとしてるんです。しかも何度盗とう作さくを指し摘てきしてもしらばっくれますし、逆に僕の方こそパクってるなんて言い出す有様で」

「はあ、なるほど。とにかくようするに、特とく殊しゆな製法で作られたフライドポテトをマネして販売しようとする不ふ届とどきな輩やからがいるから、なんとか阻そ止しして欲ほしいと、そういうことですね？」

「ええ、そうです！　どうかよろしくお願いします！」

　このときにはすでに。

　俺は豪徳寺と交かわした絶ぜつ対たいこの依い頼らいをやり遂とげてやるという約束を、さっそく後こう悔かいするようになっていた。







　こうして翌よく日じつ。俺おれは山の中にあるという間矢花詞村までわざわざ赴おもむき、野塀の案内で羅裸覧蘭とかいう女に直ちよく接せつ話を聞きに行くハメに陥おちいったのであった。

「あそこが蘭が住んでる家ですよ！　もぐもぐ」

　そこは村の中にある土産みやげ物もの屋やだった。古ふる臭くさい店ではあったが、現在はまやかしポテトを売り出そうとする準じゆん備びなのか改装中のようだった。

　そして、このとき。

「あっ！　アンタ野塀じゃない！　何しにきたのよこのスパイ！　もぐもぐ！」

　俺たちはほんのちょっと店の前に姿すがたを現しただけであるにもかかわらず、まるで運命のフライドポテトで繫つながれているかのように、中からその女が出てきたのである。

　その女は、羅裸覧蘭とかいう奇き妙みよう奇き天て烈れつな名前とは正反対に、これでもかというほどに美しい女であった。

　綺き麗れいな髪かみに整った顔立ち。以下略りやく。野塀が若わか武む者しやならこの女はさしづめ大和やまと撫子なでしこか。

　唯ゆい一いつ欠点があるとすれば──そのけったいな名前と、もぐもぐとポテトを食べ続けていることぐらいか。野塀といい、あんな油とデンプンのカタマリを食いまくっててよくこいつら太らねーよな。ひょっとしたらそのまやかしポテトってすごい発明なのかもしれん。

「な、なんだと!?　スパイはおまえの方だろうが！　いやスパイじゃない、泥どろ棒ぼうだったなおまえは！　この泥棒っ、泥棒っ、泥棒女！　もぐもぐ！」

「うるさい！　元々あたしのアイデアを盗ぬすんだのはアンタの方じゃない！　アンタこそ泥棒よっ、この泥棒男！　もぐもぐ！」

「誰だれが泥棒だ!?　円えん周しゆう率りつを参考に岩塩の比率を決めるって俺のアイデアを盗んだのはおまえの方だろう！」

「何言ってんのよ！　それを先に言い出したのはあたしの方じゃない！　大体ね、あたしはあんたみたいな円周率イコール三・一四なんて時代遅おくれな公式は使ってないわ！　円周率は『およそ三』で計算するのが文部省お墨すみ付つきの最新理論なのよ、そしてその『およそ三』というやや曖あい昧まいな混合比率こそが真のまやかしポテトを作るんだから！」

　結論。バカばっかりだ。

「こっ、この女……！　そんな大きな態たい度どでいられるのも今のうちだからな！　こちらに控ひかえるお方をどなたと心得る！　弁護士だぞ弁護士！」

「ふんっ、論争じゃかなわないと分かって今度は弁護士を立ててきたわけね!?　卑ひ怯きような男ねまったく！」

「うるさい、あばずれ女に正せい義ぎを叩たたき込こむための当然の方法だ！　さあ山鹿先生！　この女に引いん導どうを渡わたしてやってください！」

　いや、そこで俺に振ふられても結けつ構こう困こまるんだけどな。

　だがそのとき。突然女が笑い出した。

「あっはっは！　なによ、アンタバカじゃないの野塀！　弁護士を用意してるのがアンタだけだとどうして思うわけ!?」

「な、なんだと……!?」

「私だってもう弁護士に相談ぐらいしてるのよ！　さあ先生、お願いします！」

　後ろの店を振り返って叫さけぶ蘭。

　そして、店の奥おくからその男は現れた。

「どーれぃ」

　用よう心じん棒ぼうかよ。

　のっそりと現れたのは、背せ広びろにネクタイ、そして弁護士バッジを付けたまごうことなき弁護士であった。

　ただし──どうもハーフなのか、髪かみの毛がちょっと茶色っぽいし、鼻が高いし目の色もなんか青みがかってる。何より体たい格かくが日本人離ばなれしている。プロレスラーかと見まがうほどの巨きよ漢かんだ。

　その男は弁護士バッジを付けた俺を見つけると、のっそりと歩み寄ってきた。

　俺でさえもちょっと怖こわいぐらいに威い圧あつ感かんがある。

「あなたが野塀氏の弁護士ですか？」

　口調は丁てい寧ねいなのだがその体格と目つきのおかげで妙みような迫はく力りよく満点である。

「あ、ああ、そうだが」

　俺が答えると、その弁護士はまるでガンをつけるようにくいっと顔を近づけてきたので、思わず身構えてしまった。本当に用心棒なのかこいつは。法ほう律りつじゃなくて実務ケンカでカタをつける気じゃあるまいな。

　だが、その口から出た言葉はまるで違ったものだった。

「あの。依頼人の前じゃまともにお話できそうにありませんし、ちょっと喫きつ茶さ店てんでも行きませんか？」




　今思えば油ゆ断だんはあったのかもしれない。

　なにせどこかおかしい連中二人との会話を聞いた後での、弁護士との会話である。

　確かにその弁護士の風ふう貌ぼうはとても弁護士には見えなかったが、俺と同じように司法試験に受かったことは確かなのだ。今度こそ理知的な、理性的な会話が行えると信じて疑うたがわなかった俺を誰が非ひ難なんできようか。いやできまい。

　俺とその弁護士は、村に一軒けんしかないという喫茶店に入った。

「ご挨あい拶さつが遅おくれました。初めまして。私、羅裸覧さんの弁べん護ご士しを務つとめておりますヴェンゴ四し太た郎ろうと申します」

「……か、変わった苗みよう字じですね」

「ええ、父がイタリア系けいなものでして。でも弁護士稼か業ぎようをやる分にはわりと便利な名前なんですよ。ヴェンゴ四太郎が、弁護したろうか？　なんちゃって、わはははは」

「……あ、っははｈっはは」

　笑わなきゃいけないんだろうな、ここは。

「それにしてもあなたがあの山鹿弁護士ですか、おウワサはかねがね伺うかがってますよ。最年少の弁護士がウチの弁護士会に入ったって。いやあ、そのお歳としで素晴らしいものです。ウチの息子むすこなんかもう二は十た歳ちになるのに毎日部屋に閉とじこもってひたすら人形の綿わたを抜ぬき取りながらス○ランカーをプレイし続けてるんです。いや困こまったものです、わははははは」

「……あ、っははｈっはは」

　笑っていいんだろうか、ここは。

「おっとっと、こんな世間話ばかりしててもいけませんな」

「え、ええ、そうですよ。そろそろ本題に入りましょう」

「とはいえ、どうしましょーかねー、この件けん。正直申し上げて私も困ってるんですよ。あなたも大体の事じ情じようはご存ぞん知じでしょう？　塩の比率の特許を取ったとか取られたとか。そりゃまあウチの事じ務む所しよも台所事情が厳きびしいですからこの件も引き受けざるを得なかったんですがね、調べてみるとどうも私の依い頼らい人にんもあなたの依頼人も特許を出したのが同じ日らしいんですよね。かといって、そんな特許の盗とう作さくなんて絶ぜつ対たい証しよう明めいできるわけもありませんし。着手金はもらいましたけど、正直もう投げ出したい気分ですよ」

「ええ、私も同感です。そうですよね、正直言ってあの二人にはついていけませんよ。どっかおかしいですよね、あの二人」

　よかった。さすがに弁護士だけあってこのヴェンゴ氏はまともな感覚を持ってるようだ。なお、俺は洒落しやれを言ったつもりはない。

「そうですかそうですか、さすが山鹿弁護士、同意していただけますか。もう私も黙だまってられません。一言いわせていただきましょう。塩の割合？　揚あげ方？　そんなのどうだっていいですよね！　肝かん心じんなのはそんなことじゃないんです！　あの二人が真っ先に検けん討とうしなければならないことは何か!?　塩だの揚げ方だのはどうでもいいんです！　一番重要なことは──」

　ヴェンゴ氏はドンと机つくえを叩たたいた。




「なんでケチャップが付いてないかってことですよ！」




「………………は？」

「フライドポテトにはケチャップ、これこそ最強なんです！　そもそもフライドポテトなんざデンプンと油と塩のカタマリのようなもんですよ！　そんなもん食ってたらすぐに味覚なんざマヒしてしまいます！　そこでケチャップですよ！　我わがイタリアのトマトを使ったケチャップのほのかな酸さん味みと甘あまさ、それがあってようやく塩っ辛からいだけのポテトの味がまろやかになり、それこそいくらでも食べられるようになるんです！　それにポテトの先にちょっとだけケチャップつけて『ほら、マッチ』なんて一発芸もできますしっ！」

「…………」

「にもかかわらず私の依頼人もあなたの依頼人も、やれ塩の配分がどうしたとか、そんなことばかり！　なぜもっと大事なことに気付かないんでしょう！」

　俺が間ま違ちがっていた。

　どいつもこいつもバカばっかりだ。

　今ようやく分かった。俺の依頼人もどうかしてる、その相手もどうかしてる、さらにその相手の弁べん護ご士しもどうかしてる。

　まともなのは俺だけだったのだ。しかし多分、この場に必要とされているのはまともな思考ではないのだろう。

　もっと何か、普ふ通つうに考えてもどうかしてるとしか思えないイカれた思考に基もとづいた解決案こそが必要なのだ。

「……ヴェンゴ弁護士。一つあの二人を和解させる手しゆ段だんを思いついたんですが、やってみてくれませんか？」

「へ？　そりゃ本当に和解させられるんでしたら私が拒こばむ理由なんてありませんけど……。なぜ私が？　あなたではできないんですか？」

「え、ええ、まあ。ほら、私とあなたとでは貫かん禄ろくが違いすぎます。こういうのは先せん達だつのあなたにやって頂いただいた方が効こう果か的と思いまして」

　あまりにも馬ば鹿か馬ば鹿かしいので到とう底ていやってらんねーってところが本ほん音ねなのだが、もちろん内ない緒しよである。

「むほっ。そこまで言っていただけるのであれば私も協力せざるを得ませんが。しかし、一体何をすればいいんでしょう？」

「なに、大したことじゃありません。私の依頼人もあなたの依頼人も、フライドポテトを心底愛してるって点では一いつ致ちしてますからそれを利用しようって話です。日本には大おお岡おか裁さばきってモノがありましてね──」







　その後、俺たちはその場に依頼人二人を呼びつけた。

「山鹿先生。どうなったんですか、話はついたんですか？」

「そうですよヴェンゴ先生。早くこの男に言ってやってください、こいつのフライドポテトは発売禁止になったって」

「なにをっ!?　禁止になるのはおまえの方に決まってるだろうが！」

「なによっ!?　だって最初にパクったのは──」

「まあまあ、落ち着いてください二人とも」

　と、ヴェンゴ弁護士がその巨きよ体たいを二人の間に割り込ませる。

「実はですね。私も山鹿弁護士と話し合いをしたんですが、その結果、この件けんは簡かん単たんに解決するようなものではないと結けつ論ろんせざるを得なくなりまして。とはいえ、まともに裁さい判ばんでもやろうものならそれこそ何年もかかってしまいます。いくらなんでも、お二人ともそれはイヤでしょう？」

「そりゃそうですよ」と、野塀。「村おこしをかけて三〇年を費ついやしてるんですからね、早く売り出さないともう村が持ちません」

「ですよね？　そこで、私と山鹿弁護士が話し合った末の提てい案あんをお話しします。まずここに空の袋ふくろを用意しました。そこにお二人がお持ちのポテトを入れ、混まぜます。その中から山鹿弁護士に一本のポテトを選び出してもらい、そのポテトをお二人が左右から同時に引っ張るんです。そして相手より多くのポテトを千切り取ることができた者を勝者として、負けた方はすべてを諦あきらめるということでどうでしょう？」

　普通に考えたらどうかしてるとしか思えない提案である。

　だが、誰よりもフライドポテトを愛するこの二人は、しばし逡しゆん巡じゆんした後、頷うなずいたのだ。

「分かりました。確かに手っ取り早い方法ですしね、やりましょう」

「あたしも文句はないわ。今まであたしたちはポテトに人生を懸かけて来たんだし、そのポテトに運命を託たくすのも一いつ興きようよ」

　そこまで言われれば引き千切られるポテトも本ほん望もうだろう。

　というか弁べん護ご士しを巻まき込む前にそれぐらいやっててくれ。お願いだから。

「ご同意いただけたということですね。では早さつ速そく準じゆん備びを」

　ヴェンゴ弁護士の用意した袋に、二人が持っている元がん祖そと本家のポテトが注がれる。

　そしてヴェンゴ弁護士がシャッフルした後、俺はそこから一本のポテトを抜き出した。

　そのポテトは、まるでポテト代表として選び出されたかのように、素す晴ばらしく長く見事な黄金色をした最良のフライドポテトであった。

「ではお二人とも。ポテトの両方をそれぞれつまんでください。待った無し、用意はいいですね？　では……はっけよーい、のこった！」

　ヴェンゴ弁護士のふざけた掛け声と共に、そのバトルが始まる。

　……はずだった。

　いくら極ごく上じようとはいえポテトはポテト、左右から引っ張り合えばすぐ千切れてしまう。

　……はずだった。

　ところがである。

　そのポテトは、一向に千切れる気配を見せなかったのだ。

　それもそのはず、俺おれたちの依頼人二人に引っ張り合おうとする意志がまったくなかったためである。

　二人はほんのちょっと力を入れれば勝利できるにもかかわらず、まるで子こ供どもを引っ張り合えと命令された親のごとく、額ひたいに逡巡の汗あせを浮うかべながら戸と惑まどったように動かない。

　それどころか、二人は口々に叫さけび始めた。

「ああっ、こんな残ざん酷こくなこと僕ぼくにはとてもできません！　精せい魂こん込こめて作った子供同然のポテトを、こんな風に取り合うなんて！」

「わ、私にも無理です！　こんな素晴らしい形をしたポテトは見たことがないわ！　それを、指で千切るなんて！」

　嚙かみ千切るのはいいくせに。

「……よろしい。ではそこまで！」

　ここでヴェンゴ弁護士が止めに入る。

「勝負はこれまでとしましょう。フライドポテトを愛する二人の気持ち、しかと見み届とどけさせていただきました。残念ながら勝負こそつきませんでしたが、これで一つ明らかとなったことがあります。それは、不幸にも道は違たがえたものの、お二人がフライドポテトを思う心に偽いつわりはないということです。となればこんなくだらないことで争わず、お二人が手を携たずさえてより一いつ層そうおいしいフライドポテトを作ることこそが重要なのではありませんかな」

　ヴェンゴ弁護士の超ちよう無む責せき任にんなまとめ。

　だが、フライドポテトへの愛という共通する何かを持っている二人にとっては、それは心に染しみ入る名言であったらしい。

「……忘わすれてたよ。蘭、この弁護士さんの言う通りだ。俺たちがこんなことで争っても、フライドポテトたちが不幸になるだけじゃないか！」

「……そうね。このフライドポテトをたくさんの人に食べてもらうことこそが、あたしたちの望みだったはずよ！」

「そうだよ、蘭。実は……君にはずっと前から言いたかったことがあるんだ。不幸にも僕たちは家の都合で反目しあっていた。でも、僕はずっと前から君のことが──」

「ああなんてこと！　野塀、実はあたしも前からずっとあなたのことが──」

「ああ、蘭っ！」

「ああ、野塀っ！」

「……………」

　俺は心の底から願った。

　どいつもこいつも地じ獄ごくに落ちろ。有う無むを言わさず地獄に落ちろ。丹たん精せい込こめて地獄に落ちろ。







「はっはっはっはっ！　それはまた随ずい分ぶんな目に遭あったな！」

　翌よく週しゆう。

　俺の報ほう告こくを聞いたクソベンジジイは、容よう赦しやなく笑いこけやがった。殴なぐりてえ。

「しかしこれで貴き様さまも身に染しみて分かっただろう。ヘタな依い頼らいを引き受けるより、掃そう除じしてるだけで金がもらえる身分というものがどれだけ素す晴ばらしいかをな」

「うるせえ、そんなたわごとに騙だまされてたまるか。今回はたまたま依頼人がヘンだっただけだ」

「さて、それはどうかな。言っておくが今回の件けんは解かい決けつできる余よ地ちがあっただけマシなのだぞ？」

「……どういう意味だ？　なんだよ、解決できる余地がないって」

「いいだろう。貴き様さまを更さらなる絶望に叩たたき落とすためにも話してやるとしよう。あれは五年ほど前だったかな。五十代半ばぐらいの独どく身しんの女じよ性せいが仕事を依頼しにきたことがあった。なんでも近所の住人から嫌いやがらせを受けて精せい神しん的てきなダメージを負ったので損そん害がい賠ばい償しようを請せい求きゆうしたいという依頼でな」















「なんだよ。そんなのよくありそうな話じゃねえか」

「まあ聞け。わしも最初は貴様と同じように思っておったわ。ところが嫌がらせの内ない容ようを聞いてみたところ、どうも奇き妙みようなのだ。知らぬ間に砂さ糖とうの置き場所が変わっていたとか、本に挟はさんでいたはずのしおりがいつの間にか抜ぬけていたとかな。それだけじゃない、その女に言わせると近所の住人がことあるごとに自分の陰かげ口ぐちを叩たたいているというのだが、調べてみるとそんな様子はまったくなかったのだ」

「……なるほど。オチは読めてきたぞ」

「おまえの想そう像ぞう通どおりだろうな。そうだ、結局わしもこう結けつ論ろんせざるを得なかった。すべてはその女の妄もう想そうだとな。その女が住んでいた地ち域いきというのがわりと新しい住じゆう宅たく地ちでな、周りに住んでるのは若わかい家族連ればかりだったのだ。五十代半ばにして独どく身しんで一人暮ぐらしだったその女にしてみれば、居い心地ごこちが悪かったのだろうな。一度疑ぎ心しん暗あん鬼きになればあとはまっさかさまよ。とうとうどんな些さ細さいな思い違いであっても近所の住人の嫌がらせだと思い込むようになってしまったというわけだ」

　そしてとうとう、近所の住人が何か話してるのを見るだけで自分の悪口を囁ささやかれていると思うようになってしまった──ってとこだろう。

　なるほど、ありそうな話だ。そりゃ確かに依い頼らい人にんの望む形で解決する余地なんぞありゃしない。

「……で、あんたはそれを一体どうやって処しよ理りしたんだ？」

「処理もクソもあるか。わしにできることと言えば、うちの事じ務む所しよじゃお力になれそうにありませんと申し訳わけなさそうに着手金を返へん還かんすることだけだ。その後、女は今に至いたるまであちこちの法ほう律りつ事務所を回っておったようだが、もちろんそんな依頼を引き受ける弁べん護ご士しなんぞおらん。それでも女は弁護士を探し続け、今では県内でその女と会ったことのない弁護士はモグリだと言われとるらしいぞ」

「…………」

「分かったか。おまえがどのような妄もう想そうを抱いだいておったかは知らぬが、くだらぬ依頼にくだらぬ書類仕事、それが弁護士の本業だ。簡かん単たんに金になるような依頼、正せい義ぎ心しんに駆かられるような依頼などほんの一ひと握にぎりに過すぎん。そして貴様のような後ろ盾だてもない駆け出し弁護士は、どんな仕事であろうと選えり好みすることもできんというわけだ」

「……ふ、ふん。だからどうした。弁護士だってピンキリだ、ようは俺が依頼を選り好みできるようになるだけの実じつ績せきを作ればいいってことだろ」

「おお、それはその通りだとも。敏びん腕わんと呼ばれる弁護士連中なら放ほうっておいても腐くさるほど依頼が転がってくるからな。そうなれば依頼は受けずとも有料相談をやるだけで金は集まるし、百個依頼があれば一つぐらいは興きよう味みを惹ひかれる事案もあるだろうからな。だがそれには一つばかり重要な問題があるぞ。根本的なことだがおまえ、どうやって敏腕と呼ばれるだけの弁護士になるつもりだ？」

「そんなの大したことじゃない。民事訴そ訟しようの三つ四つも引き受けて、そのすべてに勝訴すればいいだけの話だろ？」

「おお、まったくその通りだ。だがそれには一つばかり問題がある。民事裁さい判ばんというモノは最高裁までまともにやるとそれだけで二十年近くかかるからな。しかもその間、一つの依頼にかかりきりになっていたのでは到とう底てい生活できん。片かた手て間まに片かたっ端ぱしから依頼を受けることになるだろう。あと二十年、いや半分の十年でもいい。貴き様さま、生活のために今回のような依頼を受け続けられる自信はあるのか？」

「……うくっ」

　悔くやしいがそれはぞっとする未来図だった。

　あんなバカげた依頼を、今後十年もやっていけというのか。それは確かに拷ごう問もん以外の何ものでもない。

「はっはっは。少しは応こたえたようだな。まあそうしょげるものではない。一年やそこらで偉えらくなれる手しゆ段だんがないわけではないのだからな」

「あ、あるのか!?　そんな都合のいい方法が!?」

「あるぞ、無む謀ぼうな道だがな。貴様も刑けい事じ裁判の制せい度どが大きく変わっていることは知っているな？」

「今年弁護士になった俺おれが知らんわけがないだろう。迅じん速そく化かだとかいって、陪ばい審しん制せいだとか予よ備び審しん問もんだとかが取り入れられるってあれだろ？」

「そうだ。では刑事裁判で被ひ告こく人にんが有ゆう罪ざい判はん決けつを受ける割わり合あいが何％か知っておるか？」

「ンなこと耳にタコができるぐらい聞かせられたぜ。日本の有罪率りつは毎年九九％以上、ガキでも知ってるぜ、そんなこと」

「その通りだ。刑事裁判で弁護士が検けん察さつに勝つことは難むずかしい。だが、これを逆に見ればチャンスだとも思えんか？」

「逆？」

　俺はこのジジイが言わんとしていることを即そく座ざに理解した。

「……そうか。つまり、刑事裁判で俺が一％の奇き跡せきを演えんじて無罪を勝ち取れば、それだけで充分な実績になるってことだな」

「そうだ。民事裁判は言ってみれば弁護士と弁護士の争いだ、二度三度勝訴が取れればそりゃまあ立りつ派ぱな戦績にはなるだろうが、だからといってとりたてて優ゆう秀しゆうな弁護士とは言えまい。期間も十年やそこらはザラだしな。

　しかしだ。新しい制度で行われる刑事裁判なら、うまくやれば一週間やそこらで解決できるし、もし有罪率九九％と言われる刑事裁判で、たった二度や三度でいい、立て続けに無罪を勝ち取ってみろ。奇跡の弁護士の誕たん生じようだ、いくらでも金は積むから無罪にしてくれという依頼が日本中から殺さつ到とうするだろうよ。おまえは偉えらそうに椅い子すにふんぞり返りながらそれを選り好みできるという寸すん法ぽうだ」

「……いいな。それ」

「そうだろう？　とはいえ、現実はそう都合よくいくものでもないがな。有罪率九九％なんてデタラメな数字が出てくるにはそれなりに根こん拠きよがある。検察はそれこそ一〇〇％有罪になる事件しか起訴せん。普ふ通つうの優ゆう秀しゆうな刑事弁護士にできることといえば、無罪を勝ち取ることではなく不ふ起き訴そに持ち込むことだからな。もしその検察の鉄てつ壁ぺきの論理を打ち崩くずすなら、それこそ証拠の捏ねつ造ぞうぐらいはやる気でなければならん」

　俺はニヤリと笑った。

「口の利きき方には気をつけるんだなジジイ。依い頼らい人にんの権けん利りを守るために弁護士が取る手段のことを捏造だなんていうのは感心できねーな」

　豪徳寺は、少しだけ黙だまり込こみ、思案するように目をつぶった。

　そして、ポツリとこう言ったのだ。

「ふむ。貴様なら案外やれるかもしれんな」




　　　　◆


















「なるほど、そんなことがあったんですか。それで山鹿先生は刑事専せん門もんに……？」

「ま、そんなところだ」

　なるほど。確たしかにイヤな依い頼らいではある。最初に引き受けた依頼がそんなのとあっては、先生が民事に絶ぜつ望ぼうしたのも分からないではない。

　つまり、豪徳寺先生が山鹿先生に刑事事じ件けんを勧すすめたとき。

　それが悪あく魔まの誕生した瞬しゆん間かんだったというわけである。

　頷うなずける話ではある。でも、私にはまだ何かひっかかるものがあった。

　山鹿先生はまだ何か隠かくしているのではないか。あるいはウソを交えていたのではないか──と。

　確かに、今日聞いた民事のお話というのはくだらなかった。こんな依頼ばっかりなら弁護士として生きていく気力も萎なえそうなものだ。

　それは分かる。

　それでも、山鹿先生は過か程ていはどうあれその依頼をわずか一日で終えてしまったのである。お金が楽に稼かせげたという点では、こんなに手っ取り早い依頼もないだろう。

　つまり、こんな事件だけで民事が嫌いやになったとは思えないのだ。

　まだ何か他ほかに、本当に絶望するような民事の依頼をやったことがあるのではないのか──と思うのは、単なる邪じや推すいなのかもしれないけど。

　真実を明らかにするには、この本を三〇一ページ目まで読み進めなければならないのだった。





（詐欺師の生まれた日　おわり）
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　その日、山やま鹿しか法ほう律りつ事じ務む所しよには私と影かげ野のさん、そして妙みようにそわそわしてるというか、どこか嬉うれしそうにも見える山鹿先生の三人しかいなかった。

　後に私は有う象ぞう無む象ぞうの神と仏ほとけと精せい霊れいに感かん謝しやすることになる。その日に限かぎって、たまたま皐さ月つきちゃんがいなかった幸運を──。




　　　　◆




　思えば、最初から奇き妙みようなことばかりではあったような気がする。

　山鹿先生が朝からどうもそわそわしているように見えたのも、すべて前ぜん兆ちようだったのかもしれない。




　それは、私が買いに行かされたホカ弁べんを先生と影野さんとの三人でわびしくパクついているときのことだった。

「なあ一いつ尺しやく、ちょっと聞けよ」

「……私の名前は一か尺ま八つ寸かですが、なんですか？」

　山鹿先生の方から話を振ふるというのはわりと珍めずらしいことだった。食べ終わった弁当箱を片かた付づけながら山鹿先生に尋たずねる。恐おそらく、さっきからそわそわしていたことと何か関係があるんだろう。

「実はな。俺おれ、予知能のう力りよくが身についたらしいんだ」

　──とうとうイっちゃったんだこの人……！

　最初、私が抱いだいた感想はそんな感じだった。だってそうだろう、第一なんの脈みやく絡らくもないし、そもそもそんなものがこの世に実在するとは思えない。

　でも世の中には口にしていいことと悪いことがある。もし先生イっちゃったんですねなどと言えば、先生は私をバラバラにして殺した挙あげ句く、あのときはイっちゃってましたと精せい神しん錯さく乱らんを主しゆ張ちようして無む罪ざいを勝ち取るに違いない。

　私が何と対たい応おうすればいいのか困こまっていると、

「へえ、それは凄いな。どんな予知ができるようになったんだ？」

　そう尋ねたのは影野さんだった。

　尊そん敬けいする。影野さんの口調はいつもとまったく変わっていなかった。もしこのとき私が何か言葉を口にしていたら、動どう揺ようのあまり絶ぜつ対たいに上ずっていただろうに。

「いいだろう、見せてやる。たとえばだ。今俺がテレビをつけるとする。いいか、画面に映うつるのは絶対洗せん剤ざいのＣＭだぞ」

　山鹿先生はテレビのリモコンを手に取り、

「ほら、見てろよ」

　電でん源げんを入れた。ぱしゃっとテレビが映る。

　最初に映ったのは、ライオンの着ぐるみが真っ白なお皿を持って白鳥のワルツを踊おどっているというかなりどうかしている画面であった。

　でも間ま違ちがいない。それは洗剤のＣＭであった。

「どうだ？　すげえだろ？」

「え、ええまあ、すごいですね……」

　私はなんというかこう、ちょっと不幸があった気の毒な人を見るように、やや伏ふし目めがちになりながらとってつけたような感かん嘆たんの言葉を口にした。

　……山鹿法律事務所は基き本ほん的に毎日が暇ひまでやることといえば掃そう除じぐらいしかなく、意味もなくテレビがつけっぱなしになってたりする。

　そしてＣＭというものはスポンサーがテレビ局に金を払って流してもらうものであり、どの番組でどのＣＭが流れるのかもわりと決まっている。

　ようするに毎日毎日同じ番組をぼけーっと見てれば、いつどのＣＭが流れるのかもなんとなく覚えてしまうというわけだ。ましてやお昼の名物、某ぼうサイコロトークの番組なんて、代表的なスポンサーは一社だけなのだから……！

「な、すげえだろ。昨日から試ためしてるんだが、ずっとこの調子だ。これは俺が弁べん護ご士しとして善ぜん行こうを積んできたことを認みとめて神がお与あたえになった力に違いない」

　善行が善行だって、プギャー！

　……って、ここは笑うところじゃない。

　私は思った。

　裁さい判ばんのときにはたとえ心身ともに正せい常じような証しよう人にんであっても正気を疑うたがうような人が、なぜ自分のこととなると客観的に見ることができなくなるのだろうかと。最近あまりに暇だったものだから、とうとう平和ボケしてしまったのだろうか。

「でも山鹿。ＣＭが何か分かるってだけじゃ、なんの役にも立たないんじゃねえのか？」

　やはり先生との付き合いが長いせいだろう、未いまだまったく呆あきれる様子すら見せずにそんなことを平気な顔して尋ねることのできる影野さんは正直凄すごいと思う。まあ内心ではバカにしてるのかもしれないけど。

「そりゃそうだな。でも神がお与えになった力だぞ、こんな程てい度どで終わるかよ。よし、じゃあもう一つ予知をしてやろう。いいか、これから五秒後にインターフォンが鳴る。そしてオイシイ依い頼らいを持った客がやってくるぞ」

「はあ。そ、それは凄いですね」

　私の返事にあまり熱が入らなかった理由は察してもらいたい。

　ってか、それは予知じゃなくて願望とかそういう類たぐいのものだと思う。

　まあこれでもし本当に依頼人がやってきたのであれば私だってびっくりするけど、世の中そう都合よくはできていないだろう。

　一秒。二秒。三秒──。

　玄げん関かんのインターフォンに通じている受話器に三組の視し線せんが集中する。

　時間的には短いけれど、やけに重たい沈ちん黙もくの場が形成される。

　とりあえず私は必死で考えていた。この後で山鹿先生をどうフォローすべきかを。だってフォローせざるを得ないだろう、自分に予知能力などないことに気付いた山鹿先生のとばっちりを喰くらってまたパシリ仕事を押おし付けられるのはゴメンである。

　そして、とうとう五秒が経けい過かした。

　インターフォンは鳴らなかった。

　まあ当然の結果と言うべきだろう。この世に予知能力などあるわけもないのだから。

　私はとりあえず「今日は調子が悪かったんじゃないですか」などとごく真っ当なフォローをしようと、渋しぶい顔をしつつある山鹿先生の方を振ふり返ろうとした。




　そのときであった。




　依頼人はやってきたのだ。

　ただし、インターフォンなど鳴らさずに、いきなりドアを開けて事じ務む所しよの中へと入ってきたのだ。




　五、六歳さいぐらいの、ぷにぷにとした可愛かわいらしい女の子が。




　幼よう稚ち園えんの帰りなのだろうか、紺こん色いろのジャケットにチェック地のジャンパースカートという制せい服ふくらしき服ふく装そうをしている。髪かみはおかっぱ、目はクリクリと輝かがやいており、山鹿法律事務所には不ふ釣つり合あいな、本当にあどけないという表ひよう現げんの似に合あう可愛らしい女の子だった。

「ほ、ほら、来たじゃないか、依頼人」

　山鹿先生のとってつけたようなお言葉は、誰だれがどうみても言い訳わけに類するものであったと思う。

　それを受けてなおも平然としている影野さんが言った。

「そうか？　おかしいじゃないか、確たしか予知の内ない容ようはおまえにとってオイシイ依頼を持ってくる客ってことじゃなかったっけか？　あれじゃどうみても迷まい子ごが迷まよい込こんできたって感じだが」

「ふ、ふん。人を見た目で判はん断だんするな。あれの親は金持ちかもしれんだろう」

　山鹿先生にとってオイシイ依頼というのは、やっぱりそういう基き準じゆんらしい。こんな人を昔は尊そん敬けいしていたなどと思うと、思わず過か去こに戻もどって自分を殴なぐりたくなる。

　大人たちがそんな低次元な会話をしていることなど露つゆ知しらず。

　その女の子は、とてとてとイ○ラちゃんのように私たちに近寄った。あの独どく特とくな効こう果か音おんが聞こえてきそうだ。

　ここは私が応対しなければなるまい。目つきも性せい格かくも悪い山鹿先生や影野さんにいきなり話しかけられたら、この子のトラウマにでもなりかねない。

　私は膝ひざを曲げて視し線せんを低くすると、できるかぎり柔にゆう和わな表情を浮うかべてその女の子に話しかけた。

「え、ええと、お嬢じようちゃん、どうしたの？　何かご用ですか？」

　この事務所に来てからというもの、怒おこるか泣くか呆あきれるかぐらいしかなかったので、こういう笑え顔がおを作るのはちょっと辛つらい。ああ、そもそもそんな思いを抱いだいてしまう自分がイヤ。

　ところがである。その子はそんな私の心こころ遣づかいを無む視しするかのように、山鹿先生の方へと近寄った。

　そして先生を指差し、嬉うれしそうにとんでもないことを口にしたのだ。

「おとーさん」







　　　　　時が止まった。







　比ひ喩ゆでもなんでもない。この日この時この場所で、間違いなく山鹿法律事務所の時間は凍こおりついたのだ。私も山鹿先生も影野さんも、正真正しよう銘めいまばたきもせず、呼こ吸きゆうしていたかさえあやふやなほどに、完全に静止していた。きょとんとしている女の子だけが例外だった。

　そのことを裏うら付づけるように、後に影野さんはこう話した。

『あ……ありのままを話すぜ。ソファに座すわってたらいつの間にか五分後の未来世界にいたんだ。何を言ってるか分からねーと思うが俺も何をされたか分からなかった。頭がどうにかなりそうだった……。タイムリープだとか相そう対たい性せい理り論ろんだとかそんなチャチなもんじゃあ断じてねえ、もっと恐おそろしいものの片へん鱗りんを味わったぜ……』




「あれぇ？　みんなどうしたの？」

　私たちが再び時間を取り戻すことができたのは、その舌した足たらずな女の子の声がきっかけだった。

　我われに返った私は、まず先生に詰つめ寄った。

「せ、先生！　これは一体どういうことですか!?　まさかこの子、先生の……!?」















「ち、違う！　そんなわけがあるか！」

　別に山鹿善行という個こ人じんに子こ供どもがいようが私的にはまったくどうでもいい。しかし私はこの人を先生と仰あおぎ、教えを請こわなければならない立場になってしまっている。その先生に隠かくし子が──なんて醜しゆう聞ぶんはちょっと遠えん慮りよしたい。私まで変な目で見られてしまう。

　ここで山鹿先生が女の子の前でひざまずいた。うん、子供と話すときは同じ高さの目線にあわせるべきである。先生にそんな心遣いができるとは意外である。

「なあ。俺がその、おまえのオトーサンってのは一体どういうことなんだ？」

「う～ん？　知らないけど、おかーさんがここにいる一番偉えらそうな人をおとーさんって言えって」

　事じ態たいは火を見るよりも明らかであった。

　つまりこういうことである。山鹿先生のご落らく胤いんが、母親の指し示じでここへ来たと。

　つまりこういうことである。山鹿先生は鬼き畜ちくのロクデナシ。

　しかも何よりも恐ろしいことは、当の山鹿先生が何一つとして否ひ定ていの言葉を口にせず、それどころか痛いたいところを突つかれたと言わんばかりに、青白い顔をして額ひたいには冷や汗あせを浮うかべているということだろう。

　つまりこういうことである。山鹿先生には思い当たる点があるということ。

「な、なあ。おまえ、歳としいくつだ？」

　女の子はぱっと手の平を開いた。

「いつつ～」

「なんだ、五歳さいですかぁ」それを聞いて私は少しほっとした。「よく考えたら山鹿先生ってまだ二十ちょっとですしねえ。まさかそんな若わかいときに子供なんて、」

「……計算合うな」

「合うんですか!?」

　最低だこの弁べん護ご士し！

「一体五年前に何してたんです、あなたって人は！」

「いや、だってなあ。十五、六の男なんて穴あながあったら入りたい年とし頃ごろだろ」

「……微び妙みように用法違ってるような気がしますが子供の前なので触ふれるのはやめときます」

　そして先生は再ふたたび女の子に向き直り、

「なあ。おまえの母さんの良よし子こ、元気でやってるのか？」

「おかーさんよしこじゃないよ。よしみだよ」

「……ちっ、誘ゆう導どう尋じん問もんにも引っかからんか」

「子供相手になにしてんですか!?」

　こ、これはいよいよまずい。隠し子が発覚して弁護士免めん許きよが剝はく奪だつされたという事例は聞いたことがないけど、まさかこれが最初の事例になったりしないだろうか。そんなことになったら、山鹿先生に師し事じしている私の立場はどうなるの……？

　いや、ちょっと待って。今はそんなことを考えるべきじゃないだろう。話からするとこの子は父親のいないすっごく不ふ憫びんな境きよう遇ぐうにあったのかもしれないのだ。私は大人なのだ、自分のことは自分でなんとかできるが、この子はそうはいかない。となれば今は私よりこの子のことを心配するのが真っ当な人間というものだろう。

　ああそれなのに私ったら。段だん々だん自分がイヤな人間になっていくのがよく分かる。ああ、大人って。大人って。

　と、そのときのことである。

「……おい山鹿。また一人客が来たみたいだぞ」

　影野さんの言葉に、私たちは玄げん関かんを振り返った。

　またインターフォンをすっ飛ばして入ってきたのは、妙みよう齢れいの綺き麗れいな女じよ性せい。

「あ。おかーさん！」

　女の子が嬉うれしそうに駆かけ寄よると、その女性はやさしく女の子を抱だき上げた。

　なんという心の温あたたまる美しい光景だろう。ただ一つ、私の横で山鹿先生が魂たましいの抜ぬけたような顔をしてさえいなければ。

　女の子を抱いた女性がこちらへと近づいてくる。

　本当に綺麗な女性だった。年齢は二十代後半ぐらいだと思うけど、ひょっとしたら化け粧しようで誤ご魔ま化かしてるだけで三十超こえてるのかもしれない──なんてひねた考え方をしてしまうのは全部山鹿先生のせいである。

　とにかく、子供を一人産んだためだろうか、母性的な美しさを備そなえた大人の女性という感じだった。

「久ひさしぶりね、善行クン」

「……とりあえず、クンはやめろ」

　やっぱりというか、先生と顔見知りらしい。

「ごめんなさい。そうよね、あなたはもう子供じゃないものね。言い直すわ、久しぶりね、山鹿弁護士先生」

「……おまえたち、すまんが少し席を外してくれ」

　山鹿先生が私と影野さんに向かって言う。

　仕方ない、今回ばかりは状じよう況きようが状況である。部外者がいては都合が悪い話であることは一目瞭りよう然ぜんだ。

「分かった。今回だけは素す直なおに従したがってやるよ」

　同じ事を考えたのだろう、影野さんも素直に頷うなずき、隣りん室しつへと移い動どうする。私としても今回ばかりはこの場にいたくない。なんというか、修しゆ羅ら場ばに巻まき込こまれかねない。

　しかし、この場にいるのはイヤであっても、ここでこれからどのような会話が展てん開かいされるのかについてはひっじょーに興きよう味みがある。

　幸いなことに、このオンボロの法ほう律りつ事じ務む所しよには一つ欠点がある。

　ドアが薄うすいのだ。

　というわけで──私と影野さんは、隣室に入るなりすぐさまぴたっとドアに耳をくっつけるのであった。ヤジウマ根こん性じようなどではない、物見高いと言って欲ほしい。

「……久しぶりだな、佳よし美み」

「あら、年上の名前を呼よび捨すてはないでしょう。もう他人なんだし、苗みよう字じで呼んでもらえないかしら？」

　おっと、序じよ盤ばんから先せん制せいパンチだ。

「……分かった。で、守もり山やまさん、今日はどのようなご用ようで？」

　絞しぼり出したと表現するのが妥だ当とうな山鹿先生の声が聞こえる。すごい。ここまで先生を劣れつ勢せいに立たせるなんて。よっぽど山鹿先生には負い目があるのだろう。

「そうね、まず紹しよう介かいするわ。この子には智とも代よって名付けたの。ほら智代、挨あい拶さつは？」

「はーい。えっとね、こんにちは。智代です。五さいです」

「よくできました。偉えらいねー智代は」

「えへへ～」

　……などと和なごむような会話とは裏うら腹はらに、山鹿先生の機き嫌げんは悪くなる一方であった。

「自じ己こ紹介なんざどうでもいい。俺おれは何の用かと聞いてるんだ」

「ちょっと、子供の前なのよ。言葉遣いには気をつけてもらいたいんだけど」

「……今日のご用よう件けんはいかがなもんでしょうか？」

　うわ。今日の山鹿先生、鬼き畜ちくでダメ人間な上に卑ひ屈くつである。

「あら、分からないのかしら？　あのときはあなたも高校生だったから仕方ないけど、今やあなたは有名な弁護士よ。この子の父親としての義ぎ務むぐらい果たせるんじゃないかと思って」

　また事務所の時間が止まった──ような気がした。

　え、ええええ？　ようするにそれはつまり……養育費の請せい求きゆうってことですか？　凄すごい。まさか山鹿先生が身をもって子供の認にん知ちという民事の実じつ態たいを見せてくれるなんて……！

「せっかく子供の顔を見せにきてもらって恐きよう縮しゆくだが──」

　なぜだろう。ここで山鹿先生の声に急に自信が戻もどったような感じがあった。

「あいにくと、俺に果たすべき義務なんてないと思うんだがな」

「あら、どうしてかしら？　心当たりがないとは言わせないわよ？」

「そ、そうだとしてもだ。その子供は、少なくとも俺の子じゃない。ちゃんと他ほかに父親がいるはずだ」

「あら……」

　意外そうな顔をする女性。

「いつから気付いてたの？」

「そのガキがさっき入ってきたその瞬しゆん間かんからさ。まあ少し冷静になって考えれば一目瞭然だ。生まれて初めて父親に会えたにしては、そのガキの喜び方は少しばかり冷めすぎてたからな。どうみても芝しば居いだった」

　ウソだ。今のは一〇〇％ウソである。

　山鹿先生の本ほん性しようを散々思い知らされた私には分かる。女の子が「おとーさん」と口にしたそのときから、山鹿先生はマジでびびっていた。冷静さを取り戻した今になってようやく芝居だと気付いたのかもしれないけど、さっきは間違いなく動どう揺ようしてた。

　あの反はん応のうから察するに、今後二、三件ぐらい余よ罪ざいがでてきても私は驚おどろかないだろう。

「それに、おまえにはあのときからちゃんとした旦だん那ながいただろう」

　……スラっととんでもないことを言う。

　えっと、それはつまり。

　人ひと妻づまに手を出したのかあの人は！

　呆あきれた。呆れ果てた。以前から外げ道どう、鬼畜とは思っていたけど、もはやそんなレベルじゃない。ヒトデナシだ。ケモノにも劣おとる。やっぱり私、もうちょっと真ま面じ目めに身の振ふり方とか考えた方がいいのかもしれない。

「そう。分かっちゃったなら仕方ないわね。そうよ、この子にはちゃんとした父親がいるわ」

　あんたもあんただ！

　ってことは何!?　夫がいながら山鹿先生と、その、やっちゃったってこと!?

　旦那さんが単身赴ふ任にんか何かで欲よつ求きゆう不満だったんだろうか……。恐おそるべし今の世の中。私はあらためて皐月ちゃんが今日いないことを感かん謝しやした。

「父親がちゃんといるのか、そいつは何よりだ。で？　ここへ来た本当の用向きはなんだ？　まさか俺を脅おどかすためだけに来たわけでもないだろうに」

「脅かす、ね……。当たらずといえども遠からずよ。実はね、あなたにお願いしたいことがあるの」

「なんだ、依い頼らいか。そりゃ金さえ払はらってくれるなら、俺としても普ふ通つうに対応はさせてもらうがな」

「確かに依頼には違いないんだけど。でもきっとあなたはタダで引き受けてくれるはずよ」

「……ふざけるな。そんな道理がどこにある？」

「あら、いいのかしら？　そんなこと言って」ここでその女性は声を小さくして、「あなたが不ふ倫りんしたってこと、バラしちゃうわよ？」

「っ!?」

　声にならない山鹿先生の悲鳴が聞こえた。

　ドアの隙すき間まから覗のぞき込こむと、先生の額からどっと汗あせが流れ出しているのが見えた。あんなに青い顔をしている山鹿先生なんて記き憶おくにない。

　なんということだろう。天と地がひっくり返っても平然としてそうなあの山鹿先生を動揺させるに至いたったのは、弁べん護ご士し資し格かくの剝はく奪だつ権けんを握にぎる弁護士会でも、国家権けん力りよくを持つ警けい察さつでも検けん察さつでもなかった。たった一人の子持ちの女性だったのだ。母は強しというべきなのか、それとも女は怖こわいということなのだろうか。ああ、私もあれぐらい簡かん単たんに山鹿先生をいなすことができれば……！

「そ、そんなことしてみろ。俺だけじゃなくておまえの家族だってとんでもないことになるぞ」

「あら、そうかしら？　片かたや全国に名を知られた名だたる無敗の弁護士で、片や単なるサラリーマンの妻よ。どっちが大きなダメージを受けるかなんてこの子にだって分かるわ。ねー、智代？」

「ね～？」

　絶ぜつ対たいに意味は分かってないのだろう。しかし雰ふん囲い気きでなんとなく分かるのか、母親に抱だかれた智代ちゃんは、嬉うれしそうに相あい槌づちを打った。

「わ……分かった。とりあえず事じ情じようを話してみろ」

　日ひ和よった！　日和ったよあの人……！

　先生がこんなに簡単に日和ったとこなんて初めて見た気がする……。

「実はね、この子の父親のことなの」

「……つまり、おまえのダンナのことだな？」

「あら、当たり前じゃない。他に誰だれがいると思ってるの？」

「……いや、いい、続けてくれ」

　さすがに山鹿先生もずいぶんと疑うたぐり深くなってるらしい。

「それでね、私の旦だん那なさん……峰みね人ひとさんって言うんだけど。どうも最近、賭かけ事にハマってるらしいのよ」

　……なんだか突とつ然ぜん生々しい話になってきた。美人の奥おくさんと可愛かわいい娘むすめさんを放ほうってバクチ？　それはかなり色々と問題があるような。少なくとも山鹿先生をからかってる場合じゃないと思うんだけど。

「ハマってるらしい？　確定じゃないのか？」

「それが分からないのよ。ほら、智代ももうすぐ小学生でしょ？　だから峰人さんのお小こ遣づかいも減へらしたし、そんなにお金があるはずないんだけど……。でも最近は会社が休みになる度たびにしょっちゅうどこかに出かけてるし、それなのにサイフには大金が入ってたりするのよ。だからギャンブルでもしてるとしか思えなくて」

「別にギャンブルじゃなくても金なんて稼かせげるだろ。強ごう盗とうか何かってこともあるぜ？」

「それはないわ。あの人にそんな度ど胸きようも甲か斐い性しようもないもの」

　うわ。何気にきっついこと言ってるよあの奥さん。

「ああそうかい。まあいい、賭と博ばくねえ。いまどきまさか丁ちよう半はんバクチ……ってことはないだろうしな。それともパチンコか？」

「それが分からないのよ。私に尾び行こうなんてできないし。ただ、一つだけ思い当たることがあるの。峰人さんがそういう不ふ審しんな行動を取るようになったきっかけがあるのよ。ねえ、アンクル牧場って知ってる？」

「ま、聞いたことぐらいはあるな」

　知ってる。ファザー牧場やＫＯ牧場と並ならんで首しゆ都と圏けんじゃわりと有名なあの牧場だろう。牧場と言っても食肉用の家畜を飼かっているわけではなく、動物との触ふれ合いを売りにしたテーマパークみたいなところだ。私もテレビＣＭを何度か見たことがある。

「その牧場がどうしたんだ？」

「二ふた月つきほど前のことなんだけど。私たち、家族でそこへ行ったのよ。それからなの、会社が休みになる度に峰人さんが出かけるようになったの」

「ふーん、牧場でねえ。そこで何か変なことでもあったのか？」

「ええ。そのとき、この子をトイレに連れて行くんで峰人さんと別行動を取ったときがあったの。すぐにまた合流したんだけど、そのとき峰人さんが牧場で行われてたアトラクションにやけに熱心に注目してたのよ」

「ふーん。なんだそのアトラクションって」

「仔こ豚ぶたレースよ」

「こ、仔豚レース？」

「うん、すっごくかわいいんだよ！　仔豚さんねえ、ぶひぶひ一生懸けん命めい走るの！　でもときどき変なとこ走ったり、穴あな掘ほり始める豚さんもいるんだけど」

　智代ちゃんが子供らしい反応を返す。

「つまり、そのレースを見たのがきっかけで、競馬とかに目覚めたとかそんなところか？」

「ええ、だと思うんだけど……。一度、峰人さんのポケットに馬券みたいなのが入ってたこともあるし」

「なるほど。で？　話は分かったが、それで一体俺に何をして欲ほしいんだ？」

「分からない？　ダンナを連れ戻して欲しいの。もうバクチなんてやる気にもならないように、一発お灸きゆうをすえて欲しいのよ。あなたそういうの得意そうだし」

　なるほど、納なつ得とく。他の弁護士ならいざしらず、脅おどすとか嫌いやがらせするとか、そういうのが得意な山鹿先生である。どっかその辺の生活相談所へ駆かけ込むよりは、よっぽど効果があるかもしれない。

「……分かった、引き受けよう」

　珍めずらしい。山鹿先生がこんなに快かい諾だくするなんて。不ふ倫りんをネタに脅されちゃあ仕方ないのかもしれないけど。

　まあせっかくの休日に娘も可愛かわいがらずに家を空けるような父親はどうかしている。ここは是ぜ非ひ山鹿先生の手しゆ腕わんに注目しよう。

「そう。ありがとう、助かるわ」

「ただし、条じよう件けんがある」

「あら、何かしら？」

「これっきりだ。昔のよしみでタダで仕事してやるのは今回だけだ。次からは金取るからな」

「ありがとう。ええ、分かってるわ。もうこんなことを頼たのむのはこれっきりよ。私はダンナさえしっかりしてくれればそれでいいんだし」




　……といったところで話はまとまり、その後、守山さん親子は帰っていった。

「さて、影野」

　そして私と影野さんが隣りん室しつから戻もどってくるなり、山鹿先生はぶっきらぼうに言った。

「話は聞いてたんだろ？　タダ働きで気は進まんが、少し手伝え」

「ああ、いいだろう。不倫をやってた弁護士に雇やとわれてた──なんてことがバレたら、俺も世せ間けん体ていが悪いからな」

　影野さんの言葉からピシピシとトゲが飛び出し、先生は顔をしかめた。

「と、とにかくだ。その峰人とかいうヤツを尾び行こうして、どこの賭と場ばに出入りしてるか調べてきてくれ」

「安心しろ、その心配はない」

「……何？　どういうことだ？」

「アンクル牧場へ行ったときからおかしくなったって言ってただろ？　ポケットに馬券らしきものが入ってたとか」

「そういえば言ってましたね。なんでも仔豚レースを熱心に見入ってたとか。何か関係があるんですか？」

「ああ、ある。つまりな、アンクル牧場の地下にあるんだよ。裏競馬場がな。いや、馬じゃないから裏競けい豚とん場だな」




　三度、時が止まった。




　……ような気がした。

　大だい丈じよう夫ぶ、確たしかに山鹿先生に子こ供どもがいるって聞かされたときほどのインパクトはない。仔豚レースで賭と博ばくをやってるなんて、驚おどろかされた──というより開いた口が塞ふさがらないってレベルの話だし。

「……そ、それってレースになるのか？　ってか誰だよ、そんなもんを賭博の対象にしたのは」

「さあ、知るかそんなこと。とにかく仔こ豚ぶたの愛らしさと何が起こるかわからない意外性が一部の好こう事ず家かにウケてるらしい」

「……あ、そう」

　すごい。父さん母さん、関東はすごいところです。まさか仔豚レースで賭博が行われてるなんて。

「まあそういうことなら話は早い。で、どうやったら参加できるんだ、それには」

「ああ。入り口は売店の一つらしい。そこの店員に合言葉を言えば連れて行ってくれるって話だ」

　……どこまでいっても狂くるってる。

　でも、これはまずいことになってきたと思う。話を聞いた限かぎり、その仔豚レースというのは非ひ合法のようだ。そして非合法の賭博というのは非常に犯はん罪ざい性せいが高い。刑法一八五条、賭博をしたものは罰ばつする。食事なんかの『一時の娯ご楽らくに供きようする物を賭かけたにとどまる場合』は例外だけど、それ以外なら金銭を賭ければ問答無用で賭博罪が適てき用ようされる。それほど賭博とは危き険けんなモノなのだ。あんなに可愛い娘さんがいるのに、その父親が賭博罪で逮たい捕ほなんてことになれば不ふ憫びんすぎる。

　まあ賭博罪の場合、主しゆ催さい者しやは必ず捕つかまるけど、客の方はわりとお目こぼしをもらえることもあるらしい。けれど、罪には変わりないのだ。点数を稼かせぎたがっている警けい官かんが一人いればそれでお終しまいなのだから──。




　　　　◆




　かくして、次の日曜日のこと。

　私と山鹿先生は、その仔豚レースが開かれているというアンクル牧場に向かった。

「……で、なんでおまえが付いてきてるんだ、一いつ尺しやく」

「私の名前は一か尺ま八つ寸かです。いいじゃないですか別に。興きよう味みがあるんですよ、どうやったら賭博にハマった人を救すくい出せるかなんて。最近また掃そう除じばっかりの日が続いてるんですから、これぐらい見せてください」

「ふん。まあいい、邪じや魔まさえしないなら好きにしろ」

「はいはい、分かってます」

　私は最近、人生というのは夢ゆめや理想だけでどうにかなるものではないということを日々実感している。理り不ふ尽じんなことのなんと多いことか。

　山鹿先生の教えはそういう理不尽な場面に遭そう遇ぐうしたときに役に立ったりする。雑ぞう巾きんがけだけで毎日を無む駄だに浪ろう費ひしている分、こういうところではしっかりと勉強をしておかなければならない。

「……ところで先生。一つお伺うかがいしたいんですが」

「ああ？　なんだよ」

「その手に提さげてらっしゃるスーパーの袋ふくろは一体なんなんですか？」

「これか？」

　そういって先生は中身を一つ取り出してみせた。一見したところタマネギのようなそれは──。

「見りゃ分かるだろう。ニンニクだ」

「はあ。確かにニンニクですね。って、そうじゃなくって、そのニンニクで一体何をするつもりなんですか」

「……説明するのもめんどくせえな。おまえは黙だまって付いてくればいいんだよ、そのうち分かる」

「はあ」

　……まあそう言われるんじゃないかとは思ってたけど。




　かくしてアンクル牧場に着いた私たちは、まず仔豚のレース場というのに向かった。

　それにしてものどかなものである。

　どこまで行っても見み渡わたす限かぎりの草原。

　あっちで牛がモーと鳴き、こっちでアヒルがガアガアガア。

　来ているお客さんは例外なく家族連れかカップルで、酔よって暴あばれる中年男もぎゃあぎゃあ騒さわぐ女子高生もいない。都会と某ぼう弁べん護ご士しの影えい響きようで荒すさみきった私の心を癒いやしてくれそうな光景だ。

　私たちも他の人たちから見れば若わかいカップルがデートしてるように見えなくもないだろうけど、それは私にとっては心外である。というか屈くつ辱じよくですらある。恥はずかしながら私は山鹿先生に憧あこがれを抱いだいていた時期はあったけれど、実物に会ってからはただの一度も、一ミクロンたりとも恋れん愛あい感情など抱いたことはないのだから。

　そして、そんなのどかな牧場の一角にそれはあった。

　仔豚のレース場である。

　柵さくに囲まれただけの小さなレース場だ。一周二十メートルぐらいじゃないだろうか。

　そこに仔豚と子こ供どもたちが一いつ緒しよに入って、それぞれ担たん当とうする仔豚をなんとか走らせようとおしりを叩たたいたり手を叩いたりしながら悪戦苦く闘とうしている。しかし仔豚の方には付き合う義ぎ理りもないのか、あらぬ方向へと走り出したり、穴あなを掘ほり出したりひっくり返ったりと、まったく子供たちの思い通りになろうとせず、そんな光景をレース場の外で親が笑いながら見守っている。

「へ、平和な光景ですねえ。本当にこんなところで非ひ合法な賭と博ばくなんて行われてるんでしょうか」

「ま、人間なんてなんでもかんでも賭博の対象にしちまうからな、あっても不思議じゃないだろうよ。ほら、あれだろ？　影野が言ってた売店ってヤツは」

　山鹿先生が指差した先にあるのは、大きなソフトクリームの看かん板ばんが置いてある小さな売店だった。ソフトクリームやポップコーン、ソフトドリンクなどを販はん売ばいしている遊園地なんかでよく見かける売店である。

　影野さんの話によると、あれがその地下競豚場の入り口になっているらしい。かなりウソくさいけど。

「おい一尺。おまえちょっと例の合言葉言ってきてみろ」

「えっ!?　なんで私が言わなくちゃいけないんですか！　それに私の名前は──」

「やかましい。あんなくだらない合言葉、俺おれが言えるわけないだろう」

「だったらなおさらそんなこと私に押おし付けないでくださいよ！　嫌いやなことを人に押し付けるのはやめましょうって校長先生に教わりませんでしたか!?」

「あいにくだな、俺の校長先生はこう言ったよ、他人の嫌がることをすすんでやりなさいってな」

「……あの先生、それ間ま違ちがいなく意味を曲きよつ解かいしてます……」

「ええいゴチャゴチャ言うな。俺は頼たのんでるんじゃない、命令してるんだ。おまえ、自分に拒きよ否ひ権けんないことぐらいそろそろ悟さとれよ。それともこれから毎日ずっと掃そう除じだけで過すごしたいか？　あン？」

「ううううう……」

　結局こうなるのね……。

　仕方なく私は泣きながら売店に近づいた。

「ぃらっしゃい！　なんにしやすか？」

　八や百お屋やの兄ちゃんばりに若い店員が声をかけてくる。

　うーん、本当にあんな合言葉を口にしなければならないのか。これで何かの間違いだったとしたら赤っ恥ぱじである。

　まあこの店員さんならノリでごまかせそうだし、迷まよっていても仕方がない。私は意を決して語りかけた。

「あの。チャ、チャーシューと焼き豚の違いって何でしょう？」

　ピキーンと、店員の目が光ったような気がした。

「そうですね。カツレツとトンカツみたいなもんじゃないでしょうか」

「で、でもカツレツって言うとなんかカツ丼どんには向いてない気がしません？」

「……ご案内します。どうぞこちらへ」

　しょーもない。誰だれなの、こんな合言葉作った人。まあ仔豚レースを賭かけ事にしようとしてる人たちの考えることなんて理解できるわけもないけど。ってか、このネタ本当だったのね……。

　店員の案内で、私たちは店の裏うら口ぐちに回った。店員さんがぎぎっとドアを開ける。

　すると一体どういう構こう造ぞうなのだろう、そこには店への通路ではなく、地下への階かい段だんがあったのだ。

「さ、どうぞお入りください」

「ああ」

　うながされ、堂々と入っていく山鹿先生。この状じよう況きようでも堂々としていられるのは一種の才能なのかもしれない。恐おそる恐おそる私も続く。




　そこでは不思議な光景が展てん開かいされていた。

　まず最初に聞こえてきたのは、やや甲かん高だかいアナウンサーの声であった。

『ようやくここでナリタブタリアンが先頭に立った！　ナリタブタリアン先頭で第四コーナーをカーブする！　あと四〇〇センチか！

　もはや遮さえぎるものは何もない！　独どく走そう態たい勢せいに入ったかナリタブタリアン！　おっとトントロルドルフが襲おそい掛かかってくる！　外からトントロルドルフ！　外からトントロルドルフ！　さあナリタブタリアン逃にげる逃げる！　外からトントロルドルフ！　トントロルドルフかわしたか！　トントロルドルフかわしたか！　内からトウショウロース！　内からトウショウロース！　あ～トントロルドルフ先頭に立った！』

　……トントロルドルフはともかく、トウショウロースはおいしそうだなあ。この分だとディープスペアリブとかいるんだろうか。

　いやいや違ちがう、突つっ込こむのはそこじゃない。

　まず目に入ったのは人の群むれである。一喜一いち憂ゆうの悲鳴を上げる大の男たち。

　彼らの中心にあるのは──レース場であった。そう、あの地上にあった仔豚のレース場そっくりの。

　ただし、一つだけ例外があって。

　駆かけ回る仔豚を誘ゆう導どうしているのは子供たちではなく、小さなウサギのぬいぐるみであった。棒ぼうの先につけられた小さなウサギを、仔豚たちが追いかけているのだ。ドッグレースさながらの光景である。仔豚に小動物を追いかける習しゆう性せいがあるというのは聞いたことがない。これも調教の成果なのだろうか。

『ナリタブタリアンは三冠を逃のがしました！　勝ったのはトントロルドルフ、トントロルドルフです！　あ～という悲鳴が上がっております！　復ふつ活かつを遂とげましたトントロルドルフ、一番人気をねじ伏ふせました！』

　その瞬しゆん間かん、馬券──もとい豚券の紙ふぶきがレース場の周囲に舞まった。

「うお────!!　きた！　十二倍が来たぞおおおおおおおお！」

「あああああああもう！　何やってんだよナリタブタリアン、あの根こん性じようなしめ！」

　まさしく、こんなとこまでやってきて何をやってるんだろうこの人たちは。

「ってか、本当にこんなとこで仔豚のレースなんてやってたんですね……」

「ま、オヤジ層そうにアピールするにはいい企き画かくだろ」

　山鹿先生の返答は素そっ気ない。

　影野さんから聞いた話によるとこうである。

　もともとこの牧場は経けい営えい難なんだった。

　お客を呼よぼうと四苦八苦、子供向けの企き画かくをいくつも用意してみたものの、なかなかうまくいかない。

　そこで彼らは考えを変えた。子供の歓かん心しんを買おうとするのではなく、財さい布ふの持ち主──すなわち父親の方を懐かい柔じゆうしようとしたのだ。

　そして大人を懐柔するのに一番手っ取り早い企画は何か？　ギャンブルである。そこでこの地下競けい豚とん場じようを開いたのだという。

　企画は見事に当たり、たくさんの親子連れが訪おとずれるようになった。そして母親に子供を任せ、父親は別行動するフリをしてここへやってくるという筋すじ書がきである。

　まあ目の付け所は分からなくはないんだけど……。なんでそれで賭と博ばくにするかなあ。

「さーて、じゃあ探さがしてみるとするか」

　山鹿先生がポケットから一枚まいの写真を取り出した。判はん別べつ用にと、あの奥おくさんからもらった旦だん那なさんの写真である。

　髪かみは短め背せは高め、どちらかというと瘦やせ気味で、実じつ際さいの年ねん齢れいは四十に近いということだけどもうちょっと若く見える。

「あ、先生。ひょっとしてあれじゃないですか？」

　結構人が多いので苦労はしたけれど、しょせんは地下の限られた空間である。どうにかそれらしい人を見つけて私は指差した。

　豚券を見ながら嬉うれしそうな顔をしている。どうやらさっきのレースで勝ったらしい。

「ふむ、どうやら間違いないみたいだな。本当にいたんだな」

　山鹿先生は写真と実物を見み比くらべて頷うなずくと、彼に近ちか寄よって話しかけた。

「なあ。あんた、守山峰人だな？」

「ん？」

　いぶかしげに私たちを振ふり返る。

「そうだけど、あんたたちは？」

「失礼、俺は弁護士の山鹿善行ってもんだ。実はあんたの奥さんにとある依頼をされてな」

「べ、弁護士!?　家内の依頼!?　そ、そりゃ一体どういうことですか!?」

　不ふ吉きつなキーワードを二つも告げられたからだろう。さすがに驚おどろきを隠かくせない様子だった。

　山鹿先生は語った。守山さんの奥さんに、何かの賭博にハマっているらしい旦那を正道に引き戻すよう依頼されたことを。

　でも守山さんはその説明を聞いた途と端たんに、逆ぎやくに平静さを取り戻したようだった。

「なんだ。何かと思えばそんなことですか。じゃあ私には何も指図される義ぎ務むはありませんよ。だってそうでしょう、いくら家内といえど休日に私が何をしようと文もん句くは言えないはずですから」

「ちょ、ちょっと待ってください！」私はこらえきれず口を挟はさんだ。「あなたには奥さんも可愛かわいい娘むすめさんもいるんでしょう!?　そのお二人を放ほうってギャンブルなんかにうつつを抜ぬかしているとなれば、これは問題ですよ！」

「私は二は十た歳ちを超こえたれっきとした大人ですよ。その私がギャンブルをやろうが何の問題もないでしょう。そもそも私はここでは全然損そんしてないんです。ここのパドックは特とく殊しゆでしてね、競馬と違って出走馬……じゃない、出走豚に直ちよく接せつ触さわって状じよう態たいを調べることができるんですよ。だから獣じゆう医い学がつ科かを卒業した私には楽勝です、こんなレース」

「で……でも！　これは競馬じゃないんです、非ひ合法な賭博なんです！　とってもいけないことなんです！　もしこのことが警察にバレれば、あなた逮たい捕ほされちゃうんですよ!?」

「それはバレたらの話でしょう？　バレるわけないじゃないですか。どこの警察が気付くんですか、仔こ豚ぶたレース場の地下に競豚場があるなんて。お話はそれだけですか？　じゃあ私はもう行きますよ。次のパドックが始まるもんでね」

「ああそうかい。邪じや魔ましたな」

　ここで山鹿先生はあっさりと引き下がってしまった。悠ゆう然ぜんと立ち去る守山さん。

「ど、どうしますか先生。これは一ひと筋すじ縄なわじゃいきそうにありませんよ……？」

「なあに、ギャンブルにハマってるって話を聞いたときからこの程てい度どのことは予想してたさ」

「え……」

　さ、さすが山鹿先生。じゃあ当然、対たい策さくもできてるってことなのだろうか。

「とりあえず一度地上へ出るぞ」

「え。外へですか？　一体何しに……？」

「別に大したことじゃない。地下だと携けい帯たいが繫つながらないからな」

「はあ」

　相変わらず、この人の考えていることは読めない。とりあえず黙だまって従したがうしかなかった。




　……しかし地上へ出た先生がどこに携帯をかけたのかを知ったときには、私もかなりの衝しよう撃げきを受けることとなる。

「あーもしもし、警察か？」

「えええええええ!?」

　な、なぜに警察!?

「俺は弁べん護ご士しの山鹿ってもんだが。……ああそうだよ、その山鹿だ。……ああ分かった分かった、分かったからそういきりたつな、俺は別にケンカするために電話したわけじゃない。非合法な賭と博ばくをやってるところを見つけちまったから一いち応おう教えてやろうと思ってさ。今駆かけ込めば大おお勢ぜいを現げん行こう犯はん逮捕できる。いい得点稼かせぎになると思うぜ？」

「ええええええええええええええ!?」

　密みつ告こく!?　い、今そんなことをしたら守山さんの旦那さんは……！




　……電話が終わってから、私は先生を問い詰めた。

「せ、先生！　どういうことですか、いきなり密告だなんて！　もし今警察が駆け込んできたりしたら、智代ちゃんのお父さんが賭博罪で逮捕されちゃいますよ!?」

「いいじゃねえか。ギャンブルってのは一度ハマると滅めつ多たなことじゃ抜け出せない。いっぺん逮捕されるぐらい痛いたい目に遭あわないとどうしようもねーんだよ」

「それは分からなくもないですけどっ……！　でもあの人一児の父親なんですよ!?　父親が前科持ちなんて、お子さんがかわいそうじゃないですか！」

「まあそういきりたつな。俺だって鬼おにじゃない、その辺は考こう慮りよしてやるさ。とにかくおまえは勝手に付いてきた立場なんだ、あとは黙って見ていろ」

「は、はあ……」

　もうこうなっては私に口を出すことはできない。後は先生の言う『考慮』とやらにすがる他ほかないだろう。




　それから私たちはまた地下の競豚場へと向かった。

「おい一尺。俺はいっぺんそのパドックとやらを見に行ってくる。おまえはその辺にいろ」

「……はあ」

　もうわけが分からない。先生がパドックを見て一体何になるというのだろう。まさか先生まで賭かけに参加するつもりじゃ……？

　いや、さすがにそれはないか。何しろさっき警察に密告したばかりなのだから。

　ええいもう、私だけが心配してるのもなんだかバカらしい。山鹿先生いわく、毒喰くらわば皿まで。こうなったら最後まで腰こしを据すえて見み届とどけてみよう。

　──とか思ってたら、パドックという名の仔豚とのふれあい広場から戻ってきた山鹿先生には、また変化があったのだ。

「……あれ？　先生、さっきまでニンニクを入れた袋を持ってましたよね？　どうしたんですか？」

「いや別に。仔豚にくれてやったのさ」

「はあ？」

　先生の意図がまったく分からずに首を傾かしげていた、そのとき。

　次のレースが始まったらしく、またアナウンスが場内に響ひびき渡わたった。

『さあ各豚ぶたゲートインしました。今、一いつ斉せいにスタートを切りました……が、おっとここで思わぬ大アクシデントだ、なんと穴あな掘ほりであります！　イナリブー、豚の本能に勝てなかったか！　イナリブー穴を掘り始めました、場内騒そう然ぜんとしております！　そこにトリュフはないぞイナリブー！　代わって飛び出したのは７番ミソカツブルボン！』

「ああああああああああ!?　そんなバカな、何してんだよイナリブー！」

　悲鳴を上げたのは守山さんであった。ほら、やっぱりギャンブルなんて儲もうかるもんじゃないのだ。

『さあミソカツブルボン独走態勢に入った！　どっからでもなんでも来いという感じかミソカツブルボン！　カツドンシャワーが襲おそい掛かかってくる！　外からカツドンシャワー！　黄色い帽ぼう子しはトウカイピッグオー！　さあミソカツブルボン逃げる逃げる！　外からカツドンシャワー！　カツドンシャワーかわしたか！　カツドンシャワーかわしたか！　内からトウカイピッグ！　あ～カツドンシャワー先頭に立った！　ミソカツブルボンは二連勝ならず～！　カツドンシャワーです！　カツドンシャワーです～！』

　再ふたたび場内を歓かん声せいと悲鳴が満たし、紙ふぶきが舞まう。

　だけど、そのときである。

　恐おそれていたことが起こったのだ。

「警けい察さつだ!!　オラオラ、動くなおまえらあああああ！」

　山鹿先生の密告が効果を発はつ揮きしたのだろう。怒ど号ごうと共に乱らん入にゆうしてくる制せい服ふく警官の群むれ。

「やべえ、サツだ！　逃げろ！」

「待てコラ、逃げるな！　全員賭と博ばくおよび賭博開かい帳ちようの罪つみで逮たい捕ほする──っ！」

　たちまち場内はレースのとき以上に騒然となった。

　逃げ回る客、取り押おさえる警官。

「あわわわわ！　ど、どうするんですか先生！」

「落ち着け。俺おれたちには関係のないことだ」

「って、そんなこと言ったって！」

　無む論ろん、こんな状況で警察が私たちだけにお目こぼしをくれるわけがない。

　やがて警官の一人が私たちを見つけ、

「さあ、おまえらもこっちへ来い、逮捕だ逮捕！」

　だけど、その警官の顔はすぐに驚きよう愕がくに歪ゆがむことになる。

「ああ!?　おまえは!?」

　さすが司法界では有名人の山鹿先生である。歩み寄ってきた警官のおじさんは先生のことを一目見るなり表ひよう情じようを変えた。

「俺のことを知ってるのか？」

「し、知ってる。山鹿弁護士だろう。今回の件けんを通つう報ほうしたと聞いてたが……」

「話は早いな。そういうことだ、今回の件を密みつ告こくしたのは俺だよ。おかげでいい得点稼かせぎになっただろ？　あんたもまさかそんな功労者を逮たい捕ほするなんて言い出すつもりはないだろうな？」

「う、ああ、くそっ、分かった、今回のところは見み逃のがしてやる！　さあ、とっとと出て行け！」

「そいつはどーも」

　ふう。ちょっと安心。私も司し法ほう修しゆう習しゆう生せいの身なんだし、賭博罪で現行犯逮捕されるのは遠えん慮りよしたい。

「でも先生、どうするんですか。ほらさっきの警官、今度は守山さんを捕つかまえてますよ」

「なに、本番はこれからだ」

　そういって山鹿先生は未いまだ混こん乱らん収まらぬ場内を歩き始めた。

「くそ、離はなせよ！　俺は賭博なんてしてねえ、たまたまここにいただけなんだ！」

「そうだそうだ！　国家権けん力りよくの横おう暴ぼうだ、訴うつたえてやる！」

「やかましいっ、そんなことは警察署しよで言え！」

　先生はそんな人たちを横目に、守山さんのところへ向かった。

「か、勘かん弁べんしてくれ！　逮捕されたなんてことがバレたら、家内に殺される！」

「ダメだダメだ、犯罪は犯罪だからな。ほら、さっさと来い」

　さっきの威い勢せいはどこへやら、守山さんも必死に頭を下げるがおまわりさんの方も容よう赦しやがない。

「悪いがちょっと待ってもらおうか」

　と、割わって入ったのは山鹿先生である。

「ん？　なんだ、またあんたか。とっとと出て行けと行ったはずだろが」

「あいにくそういうわけにもいかねーんだよ。実は俺はそいつの奥さんにそいつの面めん倒どうを見るよう頼たのまれてるんでね。弁護士として見逃すわけにはいかなくてな」

「べ、弁護士さん……！」

　感動したようにキラキラした目で先生を見る守山さん。まあ今の彼にとって山鹿先生は救いの神以外の何者でもないわけだけど、それにしてもゲンキンなものである。

「ああそうか。しかしこいつは馬券まで所持してたからなあ、間違いなく賭博罪の現行犯なんだよ。釈しやく放ほうするわけにはいかないな」

「いや、残念だが賭博罪は成立しない」

「なんだと？」

　……え？　何を言い出すんだろう、先生は。

「どういうことだ。こいつらが違い法ほうな賭博をやってたことは明らかだろうが」

　今回ばかりは警官の言うことに私も同意する。

「いや、違ちがうな。ちょっとこっちへ来い。証しよう明めいしてやる」

　すると山鹿先生は、なぜかレース場の方へと向かった。中には十匹ぴき近くの仔こ豚ぶたたちがたむろしている。

「いいか、ちょっとこいつの口こう臭しゆうをかいでみろ」

　わけがわからない。先生は一匹の仔豚を取り上げてそんなことを言ったのだ。

「はあ？　なんだそれは。なぜそんなことをしなくちゃならんのだ？」

「いいからかげよ、ほら」

　強ごう引いんに言われ、やむなく仔豚の口に鼻を近づけるおまわりさん。

　途と端たんにその顔がしかめられる。

「うわ、なんだこりゃ！　なんかニンニク臭くさいぞこの仔豚!?」

「そういうことだ。かいでみりゃ分かるが、ニンニクの臭においがするのはこの仔豚だけさ。分かるか？　つまりここの主しゆ催さい者しやは、仔豚の中で一頭だけエサにニンニクを混まぜてたのさ。その栄養効こう果かを利用して勝敗を左右してた。つまり、こいつはすべてイカサマだったってことさ」

　な、なるほど。確たしかに古代より、運動選手は運動の直前にニンニクを食べるとか食べないとか……。そうか、先生が持参していたニンニクはすべてこのために……？















「……よし、おまえの言いたいことは分かった。だが……それがどうしたというんだ？　そんなことと賭博罪は関係ないだろう」

「あれ、分からないのか？　いいか、賭博ってのはギャンブル性せいがあって初めて成り立つ。一方だけが勝つような賭博は賭博とは言わない、詐さ欺ぎだ。だからここにいた客は詐欺行こう為いに加か担たんさせられた被ひ害がい者しやになるってわけだ。よって賭博罪は成立しない」

「なっ──」

　なっ──なんてヘリクツ！　しかもニンニクって、それ全部先生が仕組んだことじゃない！

　おまわりさんが呆あきれている。無理もない。私も呆れている。

　先生はそんなおまわりさんの肩かたに手を回し、まるでワイロでも渡わたすように小声で呟つぶやいた。

「今大声で俺がそのことを言えば、そこらじゅうの客が同じ言い訳わけをするようになるぜ？　そうなるとあんたらも面めん倒どうだろ？　交こう換かん条じよう件けんだ、他の客は煮にるなり焼くなり好きにしろ。だがそこの守山って男だけは今すぐ解かい放ほうしてもらおうか」

「う……」

「悪い取引じゃないと思うがな。非合法の賭と場ばを摘てき発はつできただけでも手て柄がらにはなっただろ？　これ以上はあんまり欲よく張ばってもロクな目に遭あわんぜ？」

「くそっ、分かった、好きにしろ！」




　　　　◆




　……以上が今回の事じ件けんの顚てん末まつであった。

　こうして、山鹿先生への依い頼らいは完かん遂すいされたのである。

　あやうく逮たい捕ほされるところだった守山さんも、この出来事にはさすがに懲こりて「もうギャンブルなんてしません」と約束して家路についたのだった。今ごろは娘むすめさんと奥おくさんにこってり絞しぼられていることだろう。

　それにしても、鬼おになのは山鹿先生である。あの人のやり方は参考にはなるかもしれないけど、マネをしてはいけない。

　今回の事件で、果たしてどれだけの人が犠ぎ牲せいになったことか。まあ誰だれもが実じつ際さいに賭と博ばく罪ざいという罪つみを犯おかしていたことには違いないし、大多数は逮捕はされても反省してるという理由で不起訴処分になるんだろうけど……。

　でもそれはそれとして、今回の事件を通じて私は一つの決意をした。

　もし借り物競争で『曲がったもの』と書かれた紙を拾ったら、私は躊ちゆう躇ちよすることなくこのロクデナシ弁護士を持っていくことにしようと──。





（過去のアヤマチ～おとうさんといっしょ～おわり）







※本編はフィクションであり、実在する牧場とは一いつ切さい関係がありません。
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「小こ森もりさん！　小森さん!?　いるんでしょう、返事してください！」

　山やま田だのおっちゃんがドンドンと激はげしくドアを叩たたく。しかし一向に返事はない。

「おっかしいな。カギはかかってるし、出かけた様よう子すもない。オーナーが寝ね坊ぼうなんてことはないだろうしなあ」

「ひょっとして何かあったんじゃない？　窓まど開けっ放しにして寝ちゃったとか」

　そう素そ朴ぼくな疑ぎ問もんを口にしたのは、山田のおっちゃんの姪めいであたしの友人でもある山田凜りん。何しろここは真冬の山の中にあるペンションなのだ。万が一窓なんて開けて寝た日には凍とう死ししたっておかしくない。

「けっ、そんなことあるかよ。あの人はオーナーなんだぜ、何年ここに住んでると思ってんだ？」

「だとしたら何で起きてこないのかしら？　ねえ、やっぱり病気か何かじゃないの？　あの人結けつ構こう歳とし食ってたし」

　このペンションの泊とまり客であるヒステリィ・磯いそ山やまさんがどこか不安そうに言った。名前の通り彼女は日につ系けいハーフで、国こく籍せきはフランスだ。結構若わかいはずなのだが濃こい化け粧しようのせいでかえって歳を取ってるように見えてしまう不運な女じよ性せいである。

「あれれー？」

　と、そのときであった。

「ねえねえ。ドアの隙すき間まから赤い液えき体たいが流れてきてるよー？」

　ドアの下にへばりついていた太た郎ろう君が妙みようなことを言い出す。彼の名は鈴すず木き太郎、ひねりもへったくれもないまるで偽ぎ名めいではないかと疑うたがいたくなる名前の持ち主で、このペンションの従じゆう業ぎよう員いんだ。メガネに蝶ちようネクタイという妙な格かつ好こうをした青年である。いや、青年というのは少し語ご弊へいがあるというべきだろう。というのも彼は体は大人だけど精せい神しん年ねん齢れいが極きよく端たんに低いという奇き妙みような特性の持ち主だからだ。なんでも昔、悪の組そ織しきに誘ゆう拐かいされたのがその原げん因いんらしい。彼がそこで生き抜ぬくには無む邪じや気きな子こ供どもを演えんじ続けるしかなく、その防ぼう衛えい本ほん能のうともいうべき演えん技ぎが体に染しみついてしまった結果、体は大人になった今でもやっぱ子供っぽいフリしてた方が色々得じゃね？　みたいな安楽な考えから逃のがれることができず、今のように妙に子供っぽい言動を繰くり返している。おまけにかなりの恥はずかしがりやで、重要なことは他人の口を借りなければ言えないとかなんとか。

　この人里離はなれたペンションで働いているのも、元々は社会復ふつ帰きのためのリハビリだとオーナーの小森さんが言っていた。

「ちょっと、ダメよ太郎君、みんなの邪じや魔ましちゃ」

　面めん倒どう見みのいい凜が太郎君を引き離そうとする。だけど、その顔はすぐに蒼そう白はくになった。

「あれ？　ねえ叔お父じさん！　こ、これひょっとして血じゃないの？」

「なんだと!?」

　山田のおっちゃんがドアの傍そばにかがみこんだ。確たしかにほんの一ひと筋すじ、赤い血のようなものが流れ出ている。

　おっちゃんはその赤い水に指をひたすと、躊ちゆう躇ちよすることなく口元へ持っていった。

「ぺろり。……間ま違ちがいない、こりゃあ血だぞ」

「た、大変だ！　山田さん、これはドアをこじ開けてでも入った方がいいですよ！」

　このペンションでコックをしているという大男の蝶ちよう里り擦する男おさんが慌あわてたように言った。彼は立場上、当然オーナーの小森さんとは親しい関係にある。心配するのも当然だろう。

「うーん、しょうがねえなあ、じゃあちょっと強ごう引いんに入ってみるか。蝶里さん、手を貸かしてください、体当たりしましょう」

「はい、分かりました！」

「行きますよ、せーのっ！」

　ドスンという鈍にぶい音を立て、山田のおっちゃんと蝶里さんがショルダータックルをかます。一度目ではドアは大きく震ふるえただけだったが、二度三度と繰り返すうちにその震えは大きくなり、そして四度目でとうとうドアの蝶ちよう番つがいが弾はじけとんだ。勢いきおい余あまって山田のおっちゃんがたたらを踏ふむ。

「おっとっと。……ああっ!?　なんてことだ！」

　おっちゃんが叫さけんだ。あたしたちも釣つられるように部屋を覗のぞきこみ、そして一様に息を吞のむこととなる。

　床ゆか一面に広がる、大きな血の海。その真ん中に、このペンション「シェプール」のオーナー小森さんが変わり果てた姿すがたで倒たおれていたのだ。

　左ひだり胸むねに大きなナイフを突つき立てられた姿で──。

　これが、世にも恐おそろしい雪山ペンション密みつ室しつ殺さつ人じん事じ件けんの幕まく開あけだったのである。




　　　　◆




『ご覧らんのみなさまに申し上げます。この物語はフィクションです。実在するいかなる個こ人じん、団だん体たいとも一いつ切さい関係ありません。繰り返し申し上げます、この物語はフィクションです──』




　　　　◆




　さて、ここらで一いつ旦たんことのあらましをまとめておこうと思う。

　まず、あたしの名前は殺さつ気き伊い予よ子こという。ちょっぴり毛もう沢たく東とうとレーニンが大好きな天下の女子中学生だ。ちなみに嫌きらいなのは文ぶん革かくの話題を持ち出すヤツである。

　事の起こりは三日前、冬休みの真っ最中のことだった。

　どこにも遊びに行く予定のなかったあたしと友人の山田凜は、スキー旅行へ行く計画を立てようとしたのだ。

　しかしそこは中学生の悲しさ、子供だけで泊りがけの旅行などそう簡かん単たんにできるものではない。お金もないし子供だけを泊とめてくれる宿しゆく泊はく施し設せつだってそうはない。

　だが持つべき者は友である。そもそも山田家は昔探たん偵ていをやっていたとかで、その人脈だけは広い。というわけで、そのツテを頼たよって凜の知り合いである小森さんという人がオーナーを務つとめているこの人里離れたペンション「シェプール」にやってきたというわけである。さっき心しん臓ぞうを刺さされた死体となって発見されたあの人だ。

　山田のおっちゃんこと山田凍こご朗ろうは、あたしたちの引いん率そつ役である。何しろこのシェプールには車がないとやってこれない。そこで凜の叔父であり、しょっちゅう暇ひまそうにしている彼に案内を頼んだというわけである。なんでも元警けい察さつ官かんで今は燻くん製せい食品の批ひ評ひよう家かだかソムリエをやってるとかで、人呼よんで〝ケムリの凍朗〟という異い名みようで呼ばれているとかいないとか。さっきみたいに人の血であろうと躊躇せず舐なめるのもそのせいだったのかもしれない。

　殺された小森さんの他ほか、この日シェプールにいたのは山田のおっちゃん、あたしと友人の山田凜を含ふくめて六人。

　一人はこのペンションでコックをしているという蝶ちよう里り擦する男おさん。コックという言葉よりも、山やま奥おくに住む男というイメージで見るのが正しい大きなガタイをした若わかい男である。

　同じくペンションの従じゆう業ぎよう員いん鈴木太郎君。さっきも言ったが体はすでに大人だが子こ供どものフリをする習しゆう慣かんが染み付いてしまった青年である。

　そして最後の一人は、あたしたちと同じ宿泊客のヒステリィ・磯山さん。どこかのボランティア団体に所しよ属ぞくし、鈴木太郎君をこのペンションに紹しよう介かいした人で、今回は休きゆう暇かと太郎君の様子見を兼かねてやってきたという。

　後から何度も思ったものだ。なぜもっと早くこの前ぜん兆ちように気付くことができなかったのかと。

　シェプールという、いかにも殺人事件が起こりそうな名前のペンション。

　雪山の中でおまけに外は吹雪ふぶきとなれば出歩くこともできない。いわゆる陸の孤こ島とうである。

　そしてそこに偶ぐう然ぜん集まった、お互たがい面めん識しきのないあたしたち。

　殺人事件が起こることは、もはや必然と言うべきだったのだ……！




　　　　◆




「お、オーナー！」

「ダメだ蝶里さん！　触ふれてはいけない！　残念だが小森さんはもう死んでる！　現げん場ばを荒あらしちゃいけない！」

「くっ……」

　山田のおじさんは部屋に飛び込こもうとする蝶里さんを押さえると、あたしたちを振り返った。

「いいですか、みんなも入らないで！　こうみえても私は一いち応おう元警察官です、任まかせていただきたい」

　そういっておじさんは部屋に入った。血に触れないように注意しながら、まず小森さんの首筋に手を触れる。

「だめだ、脈がない、こりゃあ間違いなく死んでるな。しかもかなり冷たくなっている。死後時間が経たってるって証しよう拠こだ。この出血の多さから見ても、心臓を損そん傷しようしたことによる失血死ってセンが濃のう厚こうだな」

　次におじさんは部屋の中を見回した。

「窓まどもちゃんと閉しまってる……。それにこの部屋にはカギもちゃんとかかってたしな。こりゃ自殺かな？」

「そ、そんな！　オーナーは自殺するような人じゃありません！」コックの蝶里さんが叫さけぶ。「確かにペンションの経営にはいつも頭を抱かかえてましたけど……。そんなのこれまでもずっとそうでしたし、少なくともお客さんを残して自殺するような無む責せき任にんな人じゃありませんよ！」

「あんたはそう思うんだろうがなあ。見ろよ、この部屋を。窓とドアしか侵しん入にゆう路ろはないが、全部ちゃんとカギがかかっている。窓が割わられたような形けい跡せきもまったくない。これで自殺以外にどう考えられるってんだ？」

「いや、それはどうかなぁ？」

「あ、太郎!?　またおまえこんなとこに！」

　いつの間に忍しのび込んだのだろう。おじさんの傍そばで死体を観察している太郎君の姿がそこにあった。

「ねえ、自殺っていうのは無理があるんじゃない？　自殺ならわざわざ心臓なんか刺さなくても、手首でも切ればいいんだしさ。それにこの部屋を見てみなよ」

　言われてあたしたちは部屋を見回した。死体にばかり注目がいっていたせいだろうか、一体なぜ今まで気がつかなかったんだろう、部屋の中はまるで暴ぼう風ふう雨うでも吹ふき荒れたように本が散らばり、時計は落ち、スタンドは倒れ、ゴミが散さん乱らんしている。

「ほら、ずいぶん散らかってるでしょ？　これってきっと、小森さんが犯はん人にんと争った跡あとだと思うよ？」

「うーん。確かに、言われてみれば……」

「ちょ、ちょっと待ってよ！」と、口を挟はさんだのは凜だった。「それってつまり、このペンションのどこかに、小森さんを殺した犯人が潜ひそんでいるってこと!?」

「そういえば私、昨日ニュースで見たわよ……」思い出したようにヒステリィ・磯山さんも口を開く。「この近くの刑けい務む所しよから死し刑けい囚しゆうが脱だつ獄ごくしたって……」

「な、なんてタイムリー!?」思わずあたしも叫んでしまった。「そういえばあたしも見たわ！　イギリスでリトビネソコを殺したＫＧＢのスパイが最近入国したってニュースを！」

「でも、どっちにしろ外部犯の可か能のう性せいは低いと思うよ？」

　また太郎君がしたり顔で言った。

「どういうことだ、太郎？」

「だって外は吹雪ふぶきでここは人里離はなれた山の中なんだよ？　死刑囚がここまでやってくることだって無理だし、たとえ辿たどりつけたとしても、この狭せまいペンションの中に隠かくれてるなんて無理だよ」

「そんなことはないんじゃないかしら。このペンションにも地下室とか用具入れとか、目の届とどかないところは色々あるじゃない？」

　ヒステリィ・磯山さんが尋たずねたけど、太郎君は動じなかった。

「こんなに寒い雪の中にあるペンションだよ？　暖だん房ぼうの効かないところに潜ひそみ続けてたら凍死しちゃうよ。かといって、暖房の効いてる範はん囲いだったら誰だれかの目につくだろうしね」

「ちょ、ちょっと待ってよ太郎君……」凜が不安げに言った。「それひょっとして、小森さんを殺した犯人は……」

「うん！　この中の誰かだってことだね！」




　空気が、凍りついた。




　当たり前だ、こうやって会話している中の誰かが殺人犯だなんて想そう像ぞうしたくもない。

「ちょ、ちょっと太郎君？」凜が叱しかりつけるように言った。「そういう不ふ吉きつなことは思ってても言っちゃダメよ！」

「ごめんなさーい。でもさあ、外から人が来れないんだったら中の人がやったって考えるのが一番普通じゃなーい？」

　引っ叩ぱたいてやりたくなる。そういうことは分かってても確かく信しんがない限かぎり口に出すものではない。子供のフリをするのは個こ人じんの勝手だが、せめて空気は読めと思う。

「そ、そうだ！」磯山さんが思い出したように手を叩いた。「みんな、こんなことしてる場合じゃないじゃないわよ、早く警察に通つう報ほうしないと……！」

「無む駄だだよそんなこと！」と、またもや太郎君が叫んだ。「だって外は吹雪でここは人里離れた山さん荘そうなんだよ？　電話線だって切れてるに違ちがいないし、警察なんて呼べるわけないよ！」

「そ、そうなの？」

　あたしは試ためしに携けい帯たいを取り出してみたが、やっぱりというか圏けん外がいである。まあそれは予想できたことだ、こんな山やま奥おくだし。一方、ヒステリィ・磯山さんが廊ろう下かに備そなえ付けられていた受話器を手にとってダイヤルを回していたが、やはり太郎君の言う通り繫つながらなかったのだろう、力なく首を振ふって受話器を下ろした。

「参ったな……。じゃあ車で町まで行って、警察を呼んでくるしかないか」

　山田のおっちゃんが顎あごに手を当てて考えこむ。

「それはやめておいた方がいいですよ。この吹雪ふぶきの中で車を走らせるなんて自じ殺さつ行こう為いです」コックの蝶里さんが地元の人らしいもっともなことを言った。「大だい丈じよう夫ぶですよ、この吹雪も明日には止やむはずです。電気は自家発電でなんとかなりますし、食料だってこういうときのために豊ほう富ふに用意してあります。今日さえ乗り切れれば……」

　今日さえ乗り切れれば──。

　その言葉に、あたしたちはわずかながら安あん堵どした。

　だが、次なる恐きよう怖ふはすぐ近くまで迫せまっていたのである。




「あれれぇー？　こんなところに怪あやしい粉が落ちてるよー？」




　またヤツである。太郎君が、机つくえの上を指差しながらそんなことを言い始めたのだ。

　机の上には一枚まいの薬やく包ほう紙し。その上には太郎君の言う通り青色をした、いかにも怪しい粉末が。

「またおまえか！　ったく事件現げん場ばを荒あらすんじゃないっ、どけ！」

「あいたっ!?」

　太郎君に拳こぶしを振ふり下ろす山田のおっちゃん。

「ったくもー、ウロチョロしやがって。しかしなんだ、この粉は……」

　と、山田さんは指で粉を少しさわると、また躊ちゆう躇ちよなく口元へと持っていく。

「ぺろり。む、この頭にピリッとくる酸味……。こっ、これは青せい酸さんカリ──ぐぼはぁっ!?」

　口からケチャップのような真っ赤な血を吐はいてブッ倒れる山田のおっちゃん。

「叔父さん!?　ああっ、なんだか叔父さんの口からアーモンドの匂においが！」

「バ──ロ──────────！」

　太郎君の悲鳴が響ひびき渡わたった。




　これが、世にも恐ろしい雪山ペンション連続殺人事件の幕まく開あけだったのである。




　　　　◆




　舞ぶ台たいは切り替かわり、みんな今は居い間まに集まっている。

　外は猛もう吹雪ふぶきでびゅうびゅうといかにも寒そうな風の音が聞こえてくるが、さすがにこんな場所に造られたペンションである。防ぼう寒かん対たい策さくは完かん璧ぺきなのか寒さを覚えることはなかった。

　事の起こりは今け朝さのことである。

　まあ話自体は決して複ふく雑ざつではない。朝になってもオーナーの小森さんが起きてこなかった。それだけの話だ。

　元々少ない人数できりもりしているペンションである。オーナーの小森さんの手がなければ、食事の準じゆん備びだけでも色々と不都合が生じる。

　不ふ審しんに思ったコックの蝶里さんが小森さんの部屋を訪おとずれドアをノックしたが、ドアは内側からカギがかけられていたにもかかわらず、返事がない。

　そしてどうしたものかと蝶里さんがまごまごしているところをあたしたちが見つけ、事情を聞きだし、さっきのようなことになったという次し第だいである。

「まさか、叔お父じさんまで殺されるなんて……！」

　ソファに身を落ち着けた友人の凜が、絞しぼり出すような声で言った。

「凜……」

　そんな凜を慰なぐさめるべく、あたしはその肩かたに手を載のせる。

　凜と山田のおっちゃんがそんなに親しくしていたという話は聞いたことがない。しかしあんなおっちゃんでも凜にとって親類であることには違いないのだろう、すっかり意気消しよう沈ちんしていた。

「ホントはね……叔父さんって、その行くところいつもいつも殺人事件を巻まき起こすって悪いクセがあったのよ。私でさえひょっとして叔父さんって呼こ吸きゆうする生きた死神なんじゃないかって思ったことは数知れないし、正直叔父さんさえ死ねば世界はもう少し平和になるんじゃないかと思ったことも一度や二度じゃないわ。何より、いつも事件に巻き込まれる私からするとたまったもんじゃないし！　けど、それでも残念なことに叔父には違いないのよ。でもね、これで遺い産さんでも残してくれればいいけど、姪めいだと相続権けんなんてないのよ!?　あんな死に方するなんていい気味よ！」

「……あ、そう」

　やっぱり凜の悲しみは尋じん常じようではないようだ。少し動転しているらしい。

「でも──」と、ヒステリィ・磯山さんが切り出した。「山田さんが死んだのって、落ちてた粉をなめたせいでしょ？　あれってどうみても殺人じゃなくて事じ故ことか自殺の類たぐいなんじゃないかなーって思うんだけど」

「そんなわけないでしょう、何言ってるんですか磯山さん！　あれは好奇心旺おう盛せいだけど自じ制せい心しんがちょっと足りない叔父さんの性せい格かくを知っていた犯はん人にんが仕し掛かけた罠わなですよ！　そうとしか考えられません！」

　ワナワナと握にぎり拳を震ふるわせる凜。

「そ、それにしても、分からないわよねえ」

　みんなの凜を見る視し線せんに奇き妙みようなものが混まざり始めたので、あたしは空気を変えるためにそう切り出した。

「オーナーの小森さんが自殺じゃないとしたら、一体どうやって殺されたのかしら？　小森さんの部屋の窓は全部閉しまってたし、ドアにもカギがかかってたじゃない。いわゆる密みつ室しつ殺人っていうんでしょ、これ」

「うーん、確かにそうよね」磯山さんが首を傾かしげる。「蝶里さん、ひょっとして合カギとかあるんじゃないの？」

「いえ……。聞いたことないですよ、そんなの」

「え、そうなの？　客の中にもカギ無くしちゃう人とかいない？」

「ええ、時々そういうお客さんもいるんですけど……。そういうときはいつもドアをこじ開けて入ってたんですよ。さっきも体当たりしたら結けつ構こう簡かん単たんに開いたでしょう？　結構もろくできてるんです、ここのドア。オーナーは日曜大工とか得意でしたから、修しゆう理りは自前ですぐできましたし」

「何よそれ。あーもう、また振り出しに戻もどっちゃったじゃない！」

　あたしがため息混まじりに頭を抱かかえた、そのときのことである。




「バーロー、そんなの簡単だよ！」




　またガキンチョであった。

「そんなの簡単って……太郎君、なんでそんなこと分かるの？」

「あのね凜ねえちゃん、犯人はきっと糸を使ったんだよ。犯人はまず小森さんの部屋を訪たずねたんだ。用事なんて何でもいいよ、向こうはこのペンションのオーナーなんだからね。従じゆう業ぎよう員いんだろうが客だろうが小森さんは普ふ通つうに部屋に入れてくれたはずだよ。そして小森さんをナイフで殺害して、何食わぬ顔で部屋を出る。そのときに糸で作った輪っかをカギに引っ掛けて部屋を出てから強く引っ張ぱったんだよ！　そうしたらカギが回ってガチャンといくでしょう？　その後で強く糸を引っ張れば、糸は千切れて回かい収しゆうできるって寸すん法ぽうさ！　詳くわしくはその辺の推すい理り小説か推理ドラマか推理マンガでも見ればすぐ分かるよ、しょっちゅう使われてる方法だからね！」

　なんて身も蓋ふたもない……！

　あたしはそう思ったけど、口にはしなかった。

「ちょ、ちょっと待って太郎君」と、凜が思案げに尋たずねた。「もし太郎君の言う通りだとすると、犯人は小森さんと知り合いだったってことになるわよね……？」

「そうだよ。だからやっぱりここにいる誰かが犯人なのさっ」

　なのさっ──じゃないわよ。またその話を持ち出すかこのクソガキは。

「結局話は全部振り出しに戻っちゃったってわけね……」と、ヒステリィ・磯山さん。「これはもうやっぱり、明日の朝までみんなここにいて、吹雪ふぶきが収おさまるのを待ってから町に戻るってのが一番みたいね」

「そんなことないよ！　僕ぼくたちにできることはまだあるさ」

「できることって……どーゆーことよ？」

　あたしは尋ねたが、太郎君は答える代わりにヒステリィ・磯山さんに向き直った。

「ねえ、事じ件けんがあったとき磯山さんはどこにいたの？」

「え？　どこにいたかって……ああ、アリバイを証しよう明めいしろってことね」

　なるほど。あたしたちにもできることというのは、つまり自分たちの手で犯人を探さがしだすということか。至し極ごく真っ当にして単たん純じゆんなことであるが、ちょっと感心した。子こ供どものフリに慣なれているだけあって目の付け所がシンプルなのだろう。

「でもそれはまずいわね、私は朝までずっと部屋にいたからアリバイなんてないわ」

「あれれー？　変だねえ、僕は事件があったときどこにいたのかって尋ねたんだよー？　なんで磯山さんは事件が何時に起きたのか知ってるのかなあ？」

「え……」

　磯山さんの表情が凍こおりついた。思わずあたしたちの視線が集中する。

「ちょ、ちょっと待ってよ！　でもそれを言ったらみんなそうでしょう？　小森さんがいつ殺されたかなんて知らないけど、昨夜から朝まで私はずっと一人で自分の部屋にいたわ、アリバイなんてないって答えるしかないじゃない！」

「そ、そうだよ。別にそれは磯山さんが犯人ってことを示しめす証拠にはならないんじゃないか。僕だって同じだ、朝までずっと一人で部屋にいたし」

　蝶里擦男さんも弁べん護ごするように言った。その言葉で凍りつきかけていた場の雰ふん囲い気きがどうにか融ゆう解かいする。

　凜も頷うなずきながら、

「そうよねえ。みんなさっきまで寝てたわけだし、アリバイなんてある方がおかしいわ」

「でもそういうことなら、あたしたちは大だい丈じよう夫ぶじゃない？　だってあたしたちは二人部屋だったし」

「あれれー、そんなことないと思うよ？　ほら、確かく実じつに小森さんを殺すつもりなら一人よりも二人がかりの方が確実じゃない？」

　空気読めよこのクソガキ……！

　でも確かにその通りだ、一人より二人がかりの方が確実に決まってる。あたしたちのような女手ならばなおさらだ。

　つまり、結けつ論ろんは一つ。この場にいる全員に、やっぱり犯はん人にんの可か能のう性せいがあるということである。

　かくして──またもやなんとも言えないどんよりとした雰囲気が辺りに漂ただよいだすことになったのである。空気を読まないガキのせいで。

「ダメだ、こんな風にお互たがいを疑うたがっててもしょうがない！」

　突とつ然ぜん、決心したように蝶里さんが立ち上がった。

「え、何？　何かするの？」

　あたしが尋ねると、蝶里さんは力強く頷うなずいてみせた。

「朝からあんなことがあったもんだから、みんな少しイラついてるんだよ。ここはコックの出番だね。さすがにあんな死体を見た後じゃ食事する気にはなれないかもしれないけど、おいしいお茶と甘あまいお菓か子しぐらい腹はらに入れれば少しは気分もマシになるはずさ」

　それは人の猜さい疑ぎ心しんをかきたてるばかりのどっかの誰だれかさんの言葉よりも、百万倍ぐらいは建けん設せつ的な提てい案あんであった。

　確かに、朝からあんな騒さわぎがあったおかげで何も腹に入れていない。お腹なかもすいてるし空気が乾かん燥そうしているせいか喉のども渇かわいている。

「みなさん、コーヒーでいいですか？」

「あ、僕ココアがいいー」

　遠えん慮りよなく注文を出す太郎君。もう黙だまれおまえは。というか従じゆう業ぎよう員いんだろ。

「あ、じゃあ私も手伝いますよ。何かしてないとヒステリーでも起こしそうですから」

　と、ヒステリィ・磯山さんも蝶里さんに続いて台所へと向かった。




　間もなく、居い間まのテーブルに五つのカップとクッキーや果くだ物ものなどの軽くつまめるお菓子の載のったお皿が運ばれてきた。

　コーヒーの香こうばしい香かおりが辺りに漂いだし、あたしたちのお腹は思い出したようにきゅうきゅうと音を立て始める。

「って、あれ？　コーヒーが三つとココアが一つ……で、もう一つのこれ何？　白さ湯ゆみたいだけど」

「あ、それ私のです。紅こう茶ちや派はなんですよ」

　ヒステリィ・磯山さんはそういうと白湯にティーバッグを沈しずませた。白湯の中に飴あめ色いろの紅茶の成分がにじみだす。うーん、そうか。紅茶というのもあったのか。あたしもそっちの方が良かったかもしれない。あたしはあまりコーヒーが好きではないのだ。カフェインのせいか、飲んだらいつも手が震ふるえるし。

　かといってせっかく用意してもらったコーヒーを返すのも申し訳わけがない。仕方なく──というとなんかワガママっぽいが、とにかく細かいことは忘わすれてガムシロとミルクをコーヒーに注ぎ込こむ。

「あ、おいしい」

「あ、ほんと」

　あたしは凜と同時に同じ感想を抱いだくことになった。なんとも深みとコクのある、これまでに飲んだことのないコーヒーだった。

「オーナーの小森さんってコーヒーには結構うるさい人でしてね。それも確か世界で最高と言われてるコーヒーらしいんですよ」

「へえ、そうなんだ」

　言って、あたしは二口目を口に含ふくんだ。

「なんでも、ネコのフンを原料にしてるんだそうで」

「ぶーっ!?」

「ちょ、伊予子!?　汚きたないじゃない！」

　思わず吹ふき出してしまったコーヒーを凜がナプキンで拭ふく。

「ご、ごめんごめん。それにしても蝶里さん、冗じよう談だんにしちゃ面おも白しろくないわよそれ。特に食事中にするのはどうかと思うんだけど」

「あら、そんなことないわよ」と答えたのは磯山さんであった。「知らないの？　世界最高のコーヒーって、本当にネコの排はい泄せつ物ぶつから作られるのよ？　ネコが食べたマメが、胃の中でおいしくなるんだって」

「え。マ、マジで？」

「ええ、マジよ」

　磯山さんは大人の余よ裕ゆうのような笑みを浮うかべながら、紅茶に砂さ糖とうを入れた。

　その表ひよう情じようからはからかっているのか本気なのかをうかがい知ることはできない。おまけに当の磯山さんがコーヒーじゃなくて紅茶を選んでいるのだ。これはネコのフンであることを嫌きらって紅茶にしたと解かい釈しやくすべきなのだろうか？

　あたしと凜は、思わず顔を見合わせてからあらためて手元のコーヒーを見た。

「確かにおいしいんだけど……」

「……ねえ？」

　正直、これがネコのフンのだし汁じるだと考えると引く。

　などとあたしたちが真しん剣けんな顔をしてコーヒーを見つめていた、そのときのことであった。




　がしゃーん。どばっ。からんからんからん。




　床ゆかに落ちたカップが砕くだけ、中の紅茶が飛び散り、スプーンが転がった。

「うぐっ！」

　突とつ然ぜん、磯山さんがカップを取り落としたのだ。

「ど、どうしたんですか磯山さん！」

　慌あわてて凜が声をかける。

「う……くっ………くけ」

「くけ？」

「くけけけけけけけけけけけけ」

　磯山さんは喉のどを押おさえ背せ中なかを反らせ、狂くるったような哄こう笑しようを口からほとばしらせていた。

　そのあまりの異い常じようさに呆あつ気けに取られ、思わず固まるあたしたち。

　その間も磯山さんの様よう子すは次し第だいにおかしくなり──

　ばったり。

　体を弓のように反らし、そのままの姿し勢せいで白目を剝むいてぶっ倒たおれたのだ。

「い……磯山さん？　じょ、冗じよう談だんでしょう？」

　蝶里さんが恐おそる恐る倒れた磯山さんに近づくと、その体を助け起こそうとした。だけど磯山さんの体にはこれっぽっちも力がこもっていないことは明白だった。そう、まるで人形のように。

　蝶里さんの表情が磯山さんと同じように蒼そう白はくになった。

「ま、まさか……」

　首の辺りにそっと手を置く。

「ウソだろ……？　みゃ、脈がない。呼こ吸きゆうも……してない」

　その言葉の意味するところは、一つしかない。

「い、磯山さあああああああん!?」

　凜の悲鳴が、響ひびき渡わたった。




　　　　◆




「ま、まさか……。磯山さんまであんなことになるなんて」

　さすがの凜もこんな事じ態たいは応こたえたのだろう。すっかりしょげかえってしまっている。

　ヒステリィ・磯山さんの遺い体たいは蝶里さんが客室へ置いてきた。さすがに死体と同じ部屋にいつまでもいるわけにはいかない。

「どうやら、誰かが毒でも入れたようね」と、あたしは言ってみた。「お湯かカップか、何に入ってたかは分からないけど……」

「そ、そんなはずはないですよ！」と蝶里さんが激はげしく否ひ定ていした。「だってお湯はみんな同じものですし、カップだって誰がどれを使うかなんて分かりません。ティーバッグを使ったのは磯山さんだけでしたけど、あのティーバッグは新品で密みつ封ぷうされてたのを開封したばかりなんですよ？　毒なんて入れようがないですよ！」

「うーん、そっか……」

　あたしは首をひねった。

　少なくとも、誰かが意図的に磯山さんだけを殺そうとしたと考えるには不ふ可か解かいなことが多い。

「なぜ磯山さんは殺されたのかしら……」と凜が首を傾かしげる。「犯はん人にんが磯山さんに恨うらみを持っていて、何らかの方法で磯山さんにだけ毒を飲ませたとか？　あるいは、無差別だったのかしら？　カップに一つだけ毒を塗ぬっておいて、誰でもいいから一人だけ殺そうとしたとか……」

「うーん、どうだろう」と、蝶里さん。「本当に無差別に僕たちを殺すつもりなら、水に毒でも流せば全員とっくに死んでいるしなあ。一人ずつ殺す意味が分からないですよ」

「うーん、それもそうよね」

「それにしてもなんだかこんな話をしていると、お茶にしようと言い出した僕が一番怪あやしく思えてくるんですけど」

「そ、そんなことないわよ！」

　凜は明るくそう言ったけど、その口調が若じやつ干かんひきつっていることにあたしは気付いていた。こんな状じよう況きようである。もはや誰が犯人であってもおかしくはないのだ。

　だけど、そんなあたしたちの疑ぎ問もんを払ふつ拭しよくするように。

「いや、そうとは限かぎらないよ？」

　また太郎君だった。その手には、何かの紙かみ袋ぶくろが握にぎられている。

「ほら、これを見て。台所にあったのを僕が見つけたんだよ」

「何なの、それ？」

　凜が太郎君から紙袋を受け取ると、中を見た。あたしも横から覗のぞき込むと、中に砂糖のような粉がたくさん入っているのが見えた。

「これ……砂糖？」

「違ちがうよ。裏うらの成分表ひよう示じを見てみて」

「え？」

　凜が言われたとおり袋を逆ぎやく向むきにする。成分表示にはこう書かれていた。

「な、なにこれ？　ストリキニーネ一〇〇％って……」

「ちょ、凜！　それって猛もう毒どくじゃない!?」

「え、そうなの!?」

　びっくりして遠ざけるように、紙袋を机つくえの上に放ほうり出す凜。

「つ、つまり……磯山さんはこれを飲んで死んじゃったってこと？」

「きっとそうだよ！　ストリキニーネっていうのは、非ひ常じように毒性の強いアルカロイドの一種だよ。筋きん肉にくを痙けい攣れんさせる作用があるんだ。だから致ち死し量りようを服用すると、さっきの磯山さんみたいに笑ったような顔になってそのまま呼吸麻ま痺ひで死んじゃうんだよ！」

　なぜか嬉うれしそうにいうクソガキ。よくいるのだ、自分の知ち識しきをひけらかすことに快かい感かんを感じるヤツって。しかもそういうヤツに限って空気が読めない。

「そういえば──」と、凜はテーブルの上にあったシュガーポットを手に取った。「さっき砂さ糖とうを入れてたのって、磯山さんだけじゃなかった？」

「確たしかにそうよね。あたしは砂糖じゃなくてガムシロ入れたし」

「ぼ、僕ぼくはブラックでした」

「そうよね、紅こう茶ちやにガムシロなんて入れないし……。じゃあやっぱり、この砂糖にストリキニーネが……？」

　シュガーポットに入った白い粉。それはどうみても砂糖にしか見えなかったが、言われてみると砂糖にしては粉っぽすぎるような気もしてきた。とはいえ、舐なめて確かめる気には到とう底ていなれない。検けん証しようは不ふ可か能のうだった。

　辺りに今日何度目かの沈ちん黙もくが訪おとずれた。

　互たがいが互いを疑うたがう、最悪の雰ふん囲い気きだ。今度ばかりは拭ぬぐいようがない。一体誰が、何のためにこんなことをしたのか？

　しかもこの場合、砂糖を使わなかった人間＝犯人の可能性があるのは明白。つまりこの場に生き残っている全員に可能性があるというわけだ。そう、凜にさえも。

　もうこうなっては動きようがない。

　一人だけ部屋に閉とじこもるようなことはかえって危き険けんだろう。あとはもう何も口にすることなく、いつまでもこうしてお互いを監かん視しし続けているのが一番安全なのかもしれない。ただ、それは精せい神しんを大いに疲ひ弊へいさせることになるだろう。それにトイレや空くう腹ふくなど、いつまでもお互いを監視し続けられるものでもない。

　と、そのときだった。

「あれ？　そ、そういえば……」

　突とつ然ぜん、蝶里さんが頭を押おさえながら言った。

「ど、どうしたの？」

「いや、ちょっと変だなって思ったことがあって……」

　蝶里さんはそういうとまた頭を抱かかえて黙だまり込んでしまった。どうやら何か思いついたことがあるらしい。

「そ、そうだ！　やっぱり！」興こう奮ふんしたように立ち上がる。「待っててください皆みなさん！　オーナーの遺体のことでちょっと思い出したことがあるんです。確かめてきますよ！」

「だ、ダメよ蝶里さん！　今一人になるのは危き険けんよ！」

「大だい丈じよう夫ぶです、すぐ済すみますから！」

　凜が止めるのも聞かず、蝶里さんは部屋を出て行ってしまった。

「どうしよう？　蝶里さん行っちゃったわ。もし本当に殺さつ人じん犯はんとかが潜ひそんでたら一人になるのは危険じゃない？」

「大丈夫よ、凜。蝶里さんって一番がっしりしてるし。それにあの様子じゃ、犯人が分かったのかもしれないわよ？」

「そうじゃないの、伊予子。分かってないんだから。私が言いたいのは、蝶里さんのあの行動は、雪山ペンション殺人事じ件けんで一番やっちゃいけない死し亡ぼうフラグだってことなのよ！」

「あ、なるほど」

　凜の至し極ごく真っ当な言葉にあたしが納なつ得とくした、そのときのことである。




「ぎやああああああああああああああああ!?」




　蝶里さんの悲鳴が響ひびき渡わたったのだ──。




　　　　◆




「もう何がどうなってるの？　一体蝶里さんに何が起こったのよ……？」

　凜は半べそをかいていた。あたしはその背せ中なかをなでながらなんとか落ち着かせようと試みているが、状じよう況きようが状況である。あまり効こう果かはないようだった。

　蝶里さんの悲鳴が聞こえたあの後。

　あたしと凜、それに太郎君の三人は、すぐに声のした方へ向かった。

　ペンションの中で声が反はん響きようして聞き取り辛づらくはあったが、方向さえ分かればその場所を見つけるのはそう難むずかしいことではなかった。

　第一、第二の殺人事件現げん場ば──すなわち、小森さんの部屋である。蝶里さんの悲鳴は、今も小森さんと山田のおっちゃんの遺体が眠ねむっているその部屋から聞こえたようだった。

　もっとも、確かく信しんはない。なぜなら、あたしたちが蝶里さんの姿すがたを見みい出だすことは二度となかったからである。ただ、小森さんの部屋に、それまでなかったはずの新たな血けつ痕こんが生じていたことは証しよう拠この一つになるだろう。

　そう。蝶里さんの姿は消え失うせ、代わりに新たな血痕が見つかったのだ。それも、致ち死し量りように達してるのではないかというほどの血痕が。

　もちろん心しん臓ぞうを刺さされた小森さんのものではない。かといって蝶里さんのものなのかどうかは分からない。

　ただ、血の乾かわきからしても、あたしたちが駆かけつけるほんの少し前にその血痕が生じたことは間違いない。悲鳴が聞こえてからわずか数十秒。その間に、小森さんはこつぜんと姿を消してしまったのだ。誰だれのものか分からぬ血痕を残して。

「一体どういうことなの？　やっぱりどこかに殺人鬼がいて、蝶里さんを殺してその遺体をどこかに持っていったってことなの？」

「落ち着いて凜。そんなのいるわけないわ、大丈夫よ」

「なんでそう断だん言げんできるのよ！　そうとしか考えられないじゃない」

　ダメだこれは。凜はすっかり取り乱みだしてしまっている。

　だけど、そのとき。

「……そうか。分かったぞ。そういうことだったんだ」

　不意に、やけにシリアス気味な声で太郎君が妙みようなことを口走った。

「ん？　何か言った？」

「いや、なんでもないよ。それより僕、ちょっとトイレ行ってくるね！」

「ちょっと、太郎君？」

　あたしが止めるのも聞かず、ぴゅーっと居い間まを出て行く。まさか凜を置いてその後を追うわけにもいかず、あたしはその場で待つことしかできなかった。

　だけど、そんなとき。

　ピシュッという、何かが空を切る音がした。いや、何かが発はつ射しやされる音とでも表現した方がいいのだろうか。

　そしてその直後。

「……あれ？　なんだか急に……眠く……がくっ」

　凜がばったりと倒たおれたのだ。

　まるで飛んできた針はりが催さい眠みんのツボにでも刺さったかのようだった。ソファに寄よりかかり、力なく首だけだらんとさげたような格かつ好こうになる。

「ちょ……凜!?」

　その直後。

『伊予子。分かったわ。すべての謎なぞは解とけたわよ』

「え？」

　凜の声がした。

　しかし奇妙である。声は確かに凜のものなのだが、どうも聞こえてくる方向が変だ。まるで太郎君が出て行った廊ろう下かの方から聞こえるような……。というか、明らかに凜の口は動いてないような。

『ねえ伊予子。一つ思い出して欲ほしいの』

「な、何を？」

『最初の事じ件けん、つまり小オ森ーさナんーの遺体が見つかったときのことをよ。あのとき、小森さんが死んでるかどうかを確かく認にんしたのは誰だった？』

「え？　えーと、確か……山田のおじさんじゃなかったっけ？　部屋に入るなってみんなに言っておきながら、自分は元警けい官かんだからって遠えん慮りよなく調べてたような……」

『そうよね。じゃあ叔お父じさんが青せい酸さんカリを舐なめて死んだときはどうだった？』

「……えっと。そもそもあのときは誰も確認してなかったような」

『そう。叔父さんが青酸カリだって言って血を吐はいてばったり倒たおれたから、みんな死んだと思い込こんじゃったのよね。あたしたち子こ供どもは、すぐ部屋を追い出されちゃったし。それだけじゃないわ。ヒステリィ・磯山さんがストリキニーネ入りの紅こう茶ちやを飲んで死んだときに確認したのは蝶里擦男さんだった。その蝶里さんに至いたっては、今どこにいるかも分からないわ。小森さんの部屋に誰かの血だまりらしいものは残ってたけど、死体を見たわけじゃないし。つまりね、考えられることは一つなのよ』

「……あたしたちは、一度も死体を確認してないってこと？」

『その通りよ。死体の確認はすべて私と伊予子と太郎君以外の人がやってる。逆に言えばね、私たちは誰も死んでいるところをこの目で確認したわけじゃないってことよ』

「うーん、言われてみればそうかもしれないわ。でもそれって子供のあたしたちに死体は触さわらせないでおこうって配はい慮りよしてくれただけじゃないの？　それに小森さんなんて心しん臓ぞうにナイフが突つき刺ささってたのよ。あれは死んでたようにしか見えないんだけど」

『それが違うのよ。いい、伊予子。人の心臓ってね、肋ろつ骨こつと大だい胸きよう筋きん、それに心しん膜まくによって保ほ護ごされてて、私たちがドラマやアニメで見ているよりずっと硬かたいものなの。ナイフで肋骨を叩たたき折ってそのまま心臓を刺し貫つらぬくなんてこと、素人しろうとや女子供には不可能よ。小森さんには抵てい抗こうした形けい跡せきもあったしね。それにもう一つ、心臓っていうのは血けつ液えきを体に送り続けるポンプの役やく割わりを負っているわ。そのポンプに傷きずがつけば、当然もう血を送り出すことができなくなるの。つまりね、心臓にナイフを刺されたんじゃ、あんなに出血することはありえないのよ。だって血の流れが止まっちゃうんだから、出血しようがないじゃない？』

「で、でも実際、あんなに大きな血だまりができてたじゃない!?」

『そうね。でも小森さんは死んでなんかないのよ。あれは先が引っ込む手品用のナイフか何かを胸むねにつけて、赤いペンキでもばらまいただけ』

「あ……あんたが言いたいことが何なのか分かってきた気がするわ。じゃ、じゃあ山田のおっちゃんは？」

『同じよ。青酸カリってね、口から摂せつ取しゆすると胃液に反はん応のうして青酸ガスを出すの。それが粘ねん膜まくから吸きゆう収しゆうされることで一酸化炭素中毒みたいに血液が酸素を取り込めなくなって、その結果として人が死ぬのよ。でもね、逆に言えば青酸カリの効こう果かなんてそれだけなの。ほら、山田さんが死んだときのことを思い出して。口からケチャップみたいな血を吐いて死んでたでしょう？　でもね、人が口から血を吐くってことは、呼吸器系か消化器系を損そん傷しようしてなくちゃならないの。青酸カリにそんな効果はないわ』

「つまり、山田のおっちゃんが舐めたのは青酸カリなんかじゃなかったってことなの？」

『そう。口から吐いた血も本当にケチャップだったんでしょうね』

「じゃあ紅茶を飲んでヒステリィ・磯山さんが死し亡ぼうしたのも……？」

『ええ、そう。ストリキニーネってね、猛もう烈れつに苦いお薬なの。それはもうびっくりするぐらいにね。オブラートで包んで飲んだとかならともかく、そんな薬が致ち死し量りようになるほど溶とけこんでる溶よう液えきを口にしたら、舐めた瞬しゆん間かん吐き出しちゃうわ。とてもじゃないけど致死量を摂取することは不可能よ。それにストリキニーネが効力を発はつ揮きするのにかかる時間は三〇分。でも磯山さんは紅茶を飲んですぐに倒れたわ。つまり、あれも芝しば居いってこと』

「なるほど。蝶里さんに至っては、あたしたちの前から姿すがたを消しただけで死体すら見つかってない……。凜が何を言いたいのか分かったわ。つまり、この連続殺人事件って……」

『そう。誰も死んじゃいないの。これは私たちを驚おどろかせようっていう、大人たちの仕組んだ手の込んだイタズラだってことよ！』

「な、なんだってー！」

　あたしはわざとらしく驚いた。

「じゃあ、大人たちはみんな今ごろ……？」

『ええそう。どっかで私たちが困こまってるのを見て楽しんでるのよ。ほら、今日は吹雪ふぶきで外にも出られないでしょ？　暇ひまつぶしのレクリエーションのつもりだったのよ』

　ここで凜は少し間を置いた。

　まるで観客に心の準じゆん備びをする時間を与あたえているかのように。

『そうなんでしょう、山田の叔父さん!?』

　自信たっぷりに大きく叫ぶ。

　と、その直後。

「ぷっ」

　吹ふき出すような小さな笑い声。

「あははははっはは！」

　続けて、堪こらえきれないような笑い声が辺りに響ひびいた。

　ただし、その笑い声は大人のものではなかった。子供、それも女のものだ。それもそのはず、なぜならその笑い声は──




　あたしの口から発せられたものだからである。




『ちょ、ちょっと、どうしたの伊予子？　突然笑い出したりして』

「あはははは！　これは笑い出さずにはいられないわよ。あ、もういいわよ太郎君。恥はずかしがりやだかなんだか知らないけど、あんたがマイクを使って凜の代わりにしゃべってるってことは知ってるんだから。大人しく出てきなさい、そうすればあたしが笑い出した理由を教えてあげるわよ。言っとくけど、あんたの推すい理りは大外れよ。黙だまってたって大人たちは出てこないわ」

「…………」

　観念したのか、廊ろう下かからぬっと太郎君の巨きよ体たいが現あらわれる。

「どういうこと？　これで教えてくれるんだよね、伊予子ねーちゃん？」

　その目にはもはや子供っぽさなど微み塵じんも残っていない。いい目だ。そう、変に子供のフリさえしてなければ使えるヤツなのだ。ここまでお膳ぜん立だてをして試ためしたかいがあるというものである。

「ええ、教えてあげるわ。違う、違うのよ。あなたは勘かん違ちがいをしているわ。そう、確かに最初の被ひ害がい者しや、小森さんは胸を刺されて死んだわ。でもあれは偽ぎ装そうでもなんでもない。殺しのプロなら、肋骨と大胸筋ごと心臓をナイフで刺し貫くことなんてさして難しくもないわ。ついでにもう一つ、あれは心臓を刺したわけじゃないわ。確かにポンプの役割を果たしている心臓を刺せば出血する道理がない。でもね、心臓に直結している大きな動脈を切れば大だい丈じよう夫ぶよ。心臓はいつまでも動き続け、びゅくびゅくと切れた動脈から血を噴ふん出しゆつさせてくれるわ。もちろん、そんなところをうまいこと切り裂さくなんて素人にはできないから、あなたが勘違いしたのも無理はないけど」

「…………」

「山田のおっちゃんが死んだあれもそうよ。そう、確かにあの粉は青せい酸さんカリじゃないわ。あれはシアン化フジミス酸カリウムっていう、うちの組そ織しきが独どく自じに開発した新型の猛もう毒どくよ。一ミリグラムでも経けい口こう摂取したが最後、胃液と混まざって強力な化学反はん応のうを引き起こし、あっという間に消化器系けいをトロトロに溶とかしてくれるわ。飲んだ人間はすぐ血を吐いて死んでくれるってカラクリよ。もちろん、山田のおじさんが怪あやしいものは何でもすぐ舐なめて調べる性せい格かくをしてるのは調ちよう査さ済ずみだしね。ケチャップみたいな血？　胃の粘ねん液えきと混ざったからそう見えただけよ」

「そ、そんな……。じゃあヒステリィ・磯山さんは!?」

「あれも同じよ。ただし彼女が服用させられた薬もただのストリキニーネじゃないわ。うちの組織が開発した、スーパーストリキニーネ。従じゆう来らいのストリキニーネの欠点だった苦さと効きき目の遅おそさを克こく服ふくした、文字通りのスーパーストリキニーネよ」

「そんなデタラメな……！」

「あら、デタラメなんてひどいわね。事実磯山さんはすぐ死んじゃったじゃない。見たものすべてを受け入れなさいって、どっかの偉えらい人が言ってなかったかしら？　それにね、確かにあのとき砂さ糖とうを使ったのは磯山さんだけだったわ。でも思い出して、あたしはコーヒーにガムシロを入れてたでしょ？　アイスコーヒーならともかく、ホットにガムシロ入れるのはあんまり普ふ通つうじゃないとかって思わなかった？」

「じゃ、じゃあ蝶里さんは!?　蝶里さんは今どこにいるんだよ!?」

「さあ、知らないわ。ただあたしはスキがあったら処しよ分ぶんしておくようにって言っただけだしね。今ごろは雪山の中で凍こおってるんじゃないかしら？　春になったら溶けて出てくるかもね」

「まさか、そんなこと信じられない！　あ、あんたは一体何者なんだ!?　一体なぜそんなことを!?　動機はなんだ！」

　あたしはふっと笑った。

「鈴木太郎。こんなところにいたとはね。いいでしょう、まず動機から教えてあげるわ。動機はあなたなのよ、太郎君。あたしはあなたがこの人里離はなれたペンションにいることを突き止め、はるばるやってきたのよ。あなたをあたしたちの組織に連れ戻もどすためにね……！」

「なっ──」

　組織という言葉を出したせいか、太郎君の表ひよう情じようが恐きよう怖ふに歪ゆがんだ。

「ただあなたを秘ひ密みつ裏りに国外に連れ出すには、少なくともあなたのことを知っている人間をすべて処しよ分ぶんしておく必要があったのよ。つまりここのペンションの従じゆう業ぎよう員いんね。だから殺したの。そういうことよ」

「い、磯山さんは!?　彼女は関係ないじゃないか！」

「違うわ。彼女はあなたの保ほ護ご監かん察さつ官かん。あなたが急に消えたりしたら怪しむでしょう？　だから彼女も処分せざるを得なかったの。それにね、あなたは知らないでしょうけど、あなたをあたしたちの組織から拉ら致ちし、保護したのはヒステリィ・磯山さんなの。彼女は〝フェイル梅うめ干ぼし〟というコードネームで知られた公安のスパイなのよ。ヒステリーという欠点があったから今は引いん退たいしてるけどね」

「フェ、フェイル梅干？　なんで梅干なの？　しかもフェイルって失敗って意味じゃないの？」

「あら、そんなことも分からないの？　スパイとスッパイとシッパイをかけてるのよ」

「……あ、そう。じゃ、じゃあ山田のおっちゃんはなぜ殺したんだ!?」

「ああ、凜の叔お父じさんね。あの人は行くところ行くところ必ず殺人事件を巻まき起こすことで有名なの。凜ってばいっつもそれに巻き込まれちゃってね。あまりに不ふ憫びんだから、ちょっと楽にしてあげようと思っただけよ」

「そ、そんなことのために……？」

「そう、そんなことのためによ。あなたが作った即そつ効こう性せいの時計型麻ま酔すい銃じゆう、誰だれの声でも高レベルでマネすることができるネクタイ型変声機……。いずれも現代の技ぎ術じゆつをもってしても作れないものばかりよ。そういったものが量産できれば、どれだけあたしたちの組織にとって役に立つことか。そのためなら人の四、五人殺す手間だって惜おしまないわ。そうそう、一つだけ礼を言っておくわ。凜を眠ねむらせてくれてありがとう。彼女だけはあたしの友人で殺す必要もなかったからね。後で暗示をかけとかなきゃいけないけど、幾いく分ぶんその手間も省けそうだわ」

「そんな……。ま、まさか……」

　ネコに睨にらまれたネズミのごとく怯おびえきった太郎君。

　そんな太郎君を見て、あたしは自分の嗜し虐ぎやく心しんを満足させながら、パチンと指を鳴らした。

　同時に、天てん井じようからすたっと降おりてくる迷めい彩さい服ふくを着込んだいくつかの人ひと影かげ。

「さあ。連れて行きなさい、同どう志しＫＧＢのみなさん！」

「イエス・サー！」

　ロシア人の工作員たちはなぜか英語で返事をすると、一いつ斉せいに太郎君に飛びかかった。

　世界最強と謳うたわれるＫＧＢの工作員である。彼らを止めることなど不ふ可か能のうだ。

「う、うわあああああああああああああああああ!?」




　鈴木太郎の悲鳴が、雪山のペンションに響き渡った。




　同時にゆっくりと明かりが消え──。

　幕まくは降りていくのだった。




　　　　◆




『以上、二年Ｂ組有ゆう志しによる演えん劇げき〝迷めい探たん偵てい太郎〟でした。どうか盛せい大だいな拍はく手しゆをお願いします！』

　パチパチパチパチ……。

　体育館に満場の拍手が鳴り響く。

　私も精せい一いつ杯ぱい拍手しながら、興こう奮ふん気味に隣となりの先生に話しかけた。

「いやー、殺気伊予子役の皐さ月つきちゃん、ハマってましたねー。そう思いません、山やま鹿しか先生？」

「……というかヤバくねえのかこれ。常じよう識しき的に考えて……」





（オコサマタチの夜　おわり）
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　その事じ件けんのきっかけ──というか始まりは、こんなくだらない会話からだった。

「知ってますか山やま鹿しか先生。例の健康番組のおかげで、今やどこへいっても納なつ豆とうが不足してて大変らしいですよ」

　その日、相も変わらない掃そう除じだけの日にち常じように飽あき飽あきしていた私は、せめて雰ふん囲い気きだけでも変えようと時じ勢せいに乗ったそんな話題を切り出してみた。

　しかし山鹿先生もまた相も変わらず新聞を片かた手てに気が乗らなそうに返す。

「まあ別にどうでもいいけどな。俺おれ別に納豆なんて食べねーし」

「なんてもったいない！　ダイエット効こう果かはともかく、納豆は体にいいんですよ？　納豆と卵たまごとご飯があれば、朝のエネルギー補ほ給きゆうはバッチリなんですから！」

「俺、朝はパン派はだし」

「うわ、また身もフタもないことを。でも今回の騒そう動どうのおかげでどこのスーパー行っても納豆が売ってなくて困こまっちゃうんですよね。テレビ番組一つでこうも納豆が姿すがたを消しちゃうことになるなんて思ってもみませんでしたよ。まったく、誰が裏うらで糸を引いてるんでしょうねえ？」

「………………………………」

　先生は無言のままパサリと新聞を下ろした。その向こうから悪あつ鬼きのごとき形相が現あらわれる。

「すいませんごめんなさい私が悪かったですもうしません」

　納豆だけに関西風にオチをつけてみようとした私が馬ば鹿かでした。

　そんな気まずい午後。

　ルルルルル、と一本の電話がかかってきたことは、逃にげ道を探さがしていた私にとっては非ひ常じようにありがたいことだった。慌あわてて受話器を取る私。

「はい、山鹿法ほう律りつ事じ務む所しよですが」

『恐おそれ入ります、ワタクシさちうすと申しますが、法律相談をお願いしたいんですが……』

　若わかい男の人っぽい声こわ色いろだった。いや、下手をすると男の子と表現すべきなのかもしれない。でも口調は丁てい寧ねいでしっかりしているし、本当に子こ供どもということはなさそうだけど。

「あ、はい、分かりました。ではこちらの事務所までおいでいただくことになるんですが、よろしいでしょうか？」

『はい大だい丈じよう夫ぶです、場所も分かってますので』

「ではご希望の日時等はございますか？」

『できれば早い方が。今日の午後一時半とかどうですか？』

「えーと、では確かく認にんしますので少々お待ちいただけますか」

　一時半て。あと三十分ほどしかない。よほど急ぎなのか、あるいは昼休みを利用しようとしているサラリーマンのどちらかだろう。

　私は受話器の口を押おさえて山鹿先生を振ふり返った。

「先生、急ぎで法律相談したいって方が」

「あー？　そうだな、どうせ今日は暇ひまだし法律相談なら楽に稼かせげ──」

　その瞬しゆん間かん、私は心を閉とざしてそこから先の言葉が耳に入るのを防ふせいだ。三十分相談に付き合うだけで五千円楽に稼げる──なんて考え方をしてる弁べん護ご士しはこの世にはいない。いないんだってば。

「おい、聞いてるのか一いつ尺しやく。だから今すぐにでも呼よんでいいぞ」

「あ、はい、私の名前は一か尺ま八つ寸かですが分かりました」

　私は受話器を取り上げた。

「お待たせいたしました。はい、結けつ構こうですよ。お時間の都合は付くそうですので、いつでもお越こしください」

「ああ、すいません。では一時半に伺うかがいますので」

「はい、お待ちしております。それでは」

　と、受話器を置いたところで、ふと私は我われに返った。

　私は司法修しゆう習しゆう生せいなのに、なんで秘ひ書しよみたいなことやってるんだろうと。

　これって不法就しゆう労ろうじゃないのかと思ったけど、まあ掃除してるだけよりマシだと思えるようになってきた私はポジティブシンキングの持ち主だったりするのだろうか。

　そしてきっちり三十分後、その依い頼らい人にんはやってきたのだ。




「失礼します」

　さちうすと名乗ったその依頼人は、年ねん齢れいは多分二は十た歳ち前後、私と同じぐらいで山鹿先生より少し年下という感じ……だと思う。思う、というのは、実際のところ高校生でも通用するんじゃないかというぐらいあどけない顔をしていたからだ。でもちゃんとスーツを着てアポをとって法律相談に来た以上、学生だとも思えない。

　そしてその依頼人は、デスクに座すわる山鹿先生を見るなり声を上げた。

「山鹿先せん輩ぱい！　お久ひさしぶりです！」

「さちうす!?　さちうすじゃないか！」

　明らかに知り合いのような会話だった。

「……知り合いですか、先生？」

「ああ。高校時代の後輩だ」

「どうも、幸さち薄うすと申します。あ、これよろしければ……」

　そういってさちうすさんは私に名めい刺しを差し出した。

「はあ、これはご丁てい寧ねいにどうも」

　受け取った名刺にはこう書かれていた。




　株式会社凸でこ凹ぼこ商事

　企き画かく制せい作さく課か　幸薄度壺




「さ……さちうす……どつぼ？」

　なんというか、見た目の可愛かわいらしさとはまったく異ことなる名前である。

　一方で、なんか納なつ得とくしてしまいそうな名前でもあった。確かにどこか薄はつ幸こうそうな雰ふん囲い気きを漂ただよわせているように見えるのだ。保ほ護ご欲よくというか母ぼ性せいをかきたてられるというか、たとえが悪いけど女性向け同どう人じん誌しに登場したら絶ぜつ対たい攻せめじゃなくて受けにされるんじゃないかとか、そんな感じの。

「ってか幸薄、おまえ就しゆう職しよくしてたのか？」

　山鹿先生が尋たずねる。

「ええ、どうにか。今年の春入社したばかりですけど」

「まあいいや、座れよ。法律相談をしにくるってことは何か厄やつ介かいごとでもあったのか？　一尺、おまえはお茶持って来い」

「はあ」

　いよいよ秘書のようなことをやらされる私。まあ客が来ている以上、手の空いている人間がお茶を汲くむぐらいのことは甘あまんじて受け入れるべきなのかもしれない。

　私はそんな風に自分を慰なぐさめつつ、お茶を運んだ。

「それでですね、山鹿先輩。ＪＳＴってご存ぞん知じですか？」

「いや、知らんが」

「先生、知らないんですか？」と、私は口を挟はさんだ。「今流行のヘルスィーな豆とう腐ふ料理を売り物にしてるアメリカ帰りのチェーン店ですよ。ジャパンスーパートウフの略りやくだとかで」

　先生は微び妙みように頰ほおをひきつらせた。

「と……豆腐？」

「そうです、豆腐ですよ。豆腐だって納豆と同じ健康食品ですよ？　ＪＳＴでは牛ぎゆう丼どんやカツ丼のご飯の代わりに豆腐を使って、結けつ構こう若わかい人向けに低カロリーでヘルスィーで低価か格かくな定食メニューを提てい供きようしてるってことで有名なんです。それにトウフにはトウフキナーゼって物ぶつ質しつが含ふくまれてて血けつ液えきサラサラ効果がマイナスイオンでダイエットにも最さい適てきなんだそうですよ？」

「……なんだその明らかにウソくせえ売り文もん句くは。トウフキナーゼ？　なんでも難むずかしそうな単語付ければいいってもんでもないだろ。それにカツ丼に牛丼？　飯の代わりに豆腐使ったからってヘルシーってもんでもなさそうだがな」

「違いますよ先輩」と、幸薄くん。「ヘルシーじゃなくてヘルスィーです。いまどきそんな発音してたらオヤジだってバカにされますよ」

　先生は唇くちびるを曲げる。少し傷きずついたようだ。

「……で、そのＪＳＴがどうしたって？」

「はい。実は僕ぼく……こないだそこで定食を食べたんですけどね、どうも食中毒に遭あっちゃったらしいんですよ」

「そいつはまた運がなかったな」

　名前みたいに──と付け加えなかったのは、先生にも多少の情なさけがあったせいだろうか。

「運がなかったなんてもんじゃないですよ！　おかげで僕相当ひどい目に遭わされたんですから！」

「ま、とりあえず詳くわしい事情でも聞かせてもらおうか」

「分かりました。あれはつい半月ほど前の土曜日のことです──」

　そして、以下幸薄くんの独白モノローグである。




　　　　◆




　あれはつい半月ほど前の土曜日のことです。その日僕はＪＳＴで夕食を食べたんです、トウフ定食半はん額がくセールをやってたものですから。

　でも、これが不幸の始まりでした。

　翌よく日じつの夕方のことなんですが、急に派は手でに腹はらをくだしてしまいまして。でもそのときはあんまり気にもとめなかったんですよ、僕ってわりと腹を壊こわしやすい体たい質しつですから。とりあえず正せい露ろ○でも飲んでおけばすぐに治るだろうとそのときは思ってました。ところが、翌日の月曜になっても腹の調子があまりにもひどかったものですから、仕方なく会社も休んで寝ねてたんです。

　夕方になると下げ痢りに加えて風か邪ぜでも引いたみたいに熱っぽくなってきました。そのときはまだ軽く考えてたんですよ、これは風邪のウイルスが腹から全身に回ったのかなって。夜になると熱も上がって一晩苦しんだんですが、汗あせをかいたのがよかったのか翌日目が覚めたときには体もぐっと楽になって、熱も下がりました。ただ、相変わらず腹の調子はよくありませんでしたので、もう一日様子を見るために会社を休んだんです。

　ところがです。

　火曜の夜になっても腹の具合はよくならず、それどころかさらに悪化して、三十分に一度は腹に激げき痛つうが走ってその度たびトイレに駆かけ込こむという有様でした。何も食べてませんでしたからお腹はからっぽのはずなのにトイレへ駆け込む回数はまったく減へりもしません。

　そんな状じよう態たいが翌日になっても続いたものですから、さすがにこれは風邪以外の病気なんじゃないかなと思ってですね、どうせ暇ひまだからネットで「食中毒」のことを勉強してみたんですよ。

　そしたらあったんです。ぴったりの症しよう状じようが。

　名前は腸ちよう炎えんビブリオ。潜せん伏ぷく期間が十二～二十四時間。症状は下痢、刺すような腹痛、発熱。トウフ定食を食べたのが土曜の晩、症状が出始めたのは日曜の夕方でしたし、症状といいぴったりです。

　正直、ちょっとキレました。人がこの数日ロクに眠ねむれないほどの腹痛に陥おちいった原げん因いんが、まさか店の不ふ衛えい生せいにあったとしたら、許ゆるせないじゃないですか。

　で、ようやく木曜日に病院に駆け込んだんですよ。

　それでまあ、問もん診しん、触しよく診しんと一通りの検けん査さをしてもらって、食中毒の疑うたがいはあるというところで僕の方からこう切り出したんです。

「あの、この症状が食中毒が原げん因いんだって証しよう明めいできませんかね？」

　すると先生はこう答えました。

「うーん。一いつ緒しよに食べに行った人で他ほかに同じ症状出てる人とかいる？」

「いえ、それは……。一人で食べに行ったものですから」

「じゃあちょっと難むずかしいねえ」

　でもそういわれたからって簡かん単たんに引き下がるわけにはいきません。

「で、でも、なんか検査したら分かりませんか？　検便とかで」

「うーん、できることはできるけど、じゃあやってみる？」

「ええ、お願いします」

「じゃあ外で待っててください、あとで呼よびますので」

　そして十分後です。看かん護ご師しさんが僕の名を呼びました。

「幸薄さーん？　こちらへどうぞ」

　まあ覚かく悟ごはしてました。食中毒の検査となれば、検便ぐらいはしなきゃならないんだろうなあって。そしてまな板の上の鰯いわしのような心しん境きようで看護師さんに案内された先は、トイレ──。

　……ではありませんでした。

　ベッドのある普通の病室でした。もちろんトイレなんてありません。

　このとき、僕の頭を恐きよう怖ふがよぎりました。ひょっとして、おまるなのかって。

　でも看護士さんは言いました。

「じゃあベッドの上で左を向いて横になってもらえますか？　綿めん棒ぼうで採さい取しゆしますので」

　……綿棒で済すむんだそうです。

　もちろん抵てい抗こうはありました。幸か不幸か、その看護師さんが男性でしたし。

　しかし向こうはプロですし、ここで躊ちゆう躇ちよしてもかえって恥はずかしいだけです。

　ええもう、さらしましたとも。

　でも考えてもみてください。このとき僕は連日の下痢で、なんというか大変にその辺が敏びん感かんな状じよう態たいにありました。

　そこに、

「えーと、じゃあ向こう向いてください。で、赤ん坊ぼうみたいに足を抱かかえて……そうそう、はい、じゃあ行きますよー」




　入りました。

　ぶすっと。




　　　　◆




「ぼ……僕はこうやって大事なモノを失ってしまいました。許ゆるすまじＪＳＴです！」

　幸薄くんはぶるぶると拳こぶしを握にぎり締しめながら涙なみだをこらえるかのように上を向いた。

　それを聞いた先生の顔は、いささか引きつっていた。

「ってか、必要な検査だったんだろそれは。じゃあしょうがねえじゃねえか」

「でも原因を作ったのはＪＳＴじゃないですか！　それにですよ、もしこれで僕が変な道に目覚めてしまったらどうするんですか！　僕ちゃんと女の子の彼女もいるんですよ!?」

「……てめー彼女いんのかよ。先せん輩ぱいさしおいて生意気だな」

「先輩だってその気になればすぐ作れますよ、弁べん護ご士しなんですし。って、いや、とにかく今はそんな話してる場合じゃないんですって！　とにかく精せい神しん的なダメージだけじゃ済まないんです！　この食中毒のせいで僕は一週間まともに出社できなかったんですよ！　入社してまだ半年経たってないから有給ももらってないし、休んだ分給料ガタ減りですよ！」

「あー、それはきついかもしれんな」

　珍めずらしく先生が相あい槌づちを打った。まあ私も同感だ。生活の環境が激げき変へんした直後の出費というのは厳きびしいものなのだ。

「そうでしょう？　今月は貯金崩くずしてなんとかできそうですけど、この分だと来月には日干しですよ、サラ金から少しばかり借りるしかないですね。思わずこんなチラシまでもらってきちゃいましたよ」

　そういって幸薄くんは紙切れを取り出した。

「なんだ？　サラ金のチラシか？」

「ええ。駅前で配ってまして」

　だがそれを見た途と端たん、苦虫でも嚙かみ潰つぶしたように先生の顔が歪ゆがむ。

「……うげ」

　はて。一体何が書いてあるのだろうと、私も興きよう味み津しん々しん覗のぞき込む。

「ゆるやかローン・雪だるま……？」

　まずい。そのネーミングはまずすぎるだろう、常じよう識しき的に考えて。

「おい幸薄、金借りるにしてもここはやめとけ。おまえがここで借りたら絶ぜつ対たいシャレにならなくなる」

「そりゃ僕だってサラ金なんか使いたくないですよ。けど背せに腹はらは代えられないじゃないですか」

「いや、そういう問題じゃなくてだな……」

「とにかく！　そこで先輩がＪＳＴから損そん害がい賠ばい償しようを分ぶん捕どってくれれば助かるんですよ！」

「あー、まあそういう話になるわけか。いいだろう、話は分かった。ちなみに、検査の結果はどうだったんだ？」

　すると幸薄くんはびしっと一通の茶ちや封ぶう筒とうを取り出した。

「ええもう、しっかりと出ましたよ腸ちよう炎えんビブリオ菌きんの陽よう性せい反はん応のうが！　これが病院の診しん断だん書しよです！」

「それがあるなら手っ取り早い。じゃあ俺おれに頼たのまなくてもそのＪＳＴってとこに直ちよく接せつ苦く情じようを言いに行けばいいだろう。飲食業、それも全国チェーンならそういうことはしっかり対たい応おうしてくれるはずだ」

「もちろん言いました、ええ言いましたとも！　でもあの連中、なんて返答したと思います!?　ＪＳＴの食事が原げん因いんで食中毒になったという因果関係を証しよう明めいできない限かぎり、一いつ切さいお金は払はらえないとこうなんですよ！」

　それはひどい。まあ確たしかに民事裁さい判ばんの場合、立証責せき任にんは原告の方にあるんだけど。

「だがＪＳＴの言い分も一理あるんじゃねーの？　別におまえもそこで三食全部食ってるわけじゃないんだろ？　他の食事が原因だって可か能のう性せいもあるんじゃないのか」

「そんなわけありませんて！　僕が食事したのが半月前の土曜の晩で、翌よく日じつの日曜は昼まで寝ねてましたから朝は何も食べてませんし、腸炎ビブリオの潜せん伏ぷく期間は十二時間から二十四時間なんです！　症状が出始めたのは日曜の夕方ごろですから、考えられるのは土曜の晩しかないじゃないですか！　ええもう間違いありませんて！」

　なるほど。それならあながち因果関係がないとはいえないような気がする。

　山鹿先生も同じことを思ったらしく、腕うでを組んで足を組んでふーんと頷うなずき、

「それでもまだＪＳＴがしらばっくれるなら、まあ弁べん護ご士し立てるなり裁判起こすなりするしかないかもな。だが幸薄、残念だがおまえに一つ二つ告知しておかなければならんことがある」

「はあ、なんでしょう？」

「一つ、俺は刑けい事じ裁判専せん門もんで民事は受け付けていない。だからそんな依い頼らいは引き受けられん」

「ええええ!?　そりゃないですよ先輩！」

「弁護士にだって向き不向きってもんがあるんだよ。そしてもう一つ。仮かりに俺がこの依頼を引き受けたとしてもだ、おまえ、弁護士を依頼するのにどれぐらい金がかかるか知ってるか？」

「……え」幸薄くんは目をきょとんとさせた。「ど、どれぐらいですか？」

「そうだな、まず半月分の給料＋慰い謝しや料りようなら請せい求きゆう額がくは高くてせいぜい五十万ってとこだろう。となるとまず着手金五万前後が相場だな」

「え」

　この時点で幸薄くんの顔はかなりひきつっていた。

「それから実費だな。弁べん護ご士し立てて向こうがビビってくれりゃいいが、それで済まずに裁判ともなればもっと大変だ。裁判所に印紙代を払わなきゃならんし、書類の作さく成せい費ひにコピー代、それと裁判所までの交通費を合わせればさらに数万円かかる。おまけに仮に五十万取れたとしても一〇％前後は成功報ほう酬しゆうでもらうから、もう八万は引かれるな。まあそれは後払いでいいにしても、着手金五万は最低でも前払いする必要があるわけだ。おまえそんな金あるのか？」

「あ、あるわけないじゃないですか！　お金がないから裁判起こしてでも取り返そうとしてるんですよ!?」

　幸薄くんが憤いきどおるのも無理はない。国民にとって裁判がいつまでも身近なものにならず、しかも弱者の味方にもならないという典型的な例である。悲しいけどこれって現げん実じつなのよね。

「そうか、金はないか。だがあいにく弁護士も慈じ善ぜん事業でやってるわけじゃないんでな、残念だが諦あきらめてくれ」

「そ、そんなこといわずお願いしますよ！　昔の誼よしみでなんとか……！」

「昔の誼を金でやり取りするのはどうかと思うがな」先生がすっげえ先生らしくないことを言う。「それでもやりたきゃ他の弁護士を当たるんだな。少なくとも俺は願い下げだが。ってかおまえ、ちゃんと俺に法ほう律りつ相談料払えるのか？　三十分五千円だぞ？」

「えええええええええ!?　そんな、ひどいですよ先輩！　せめてそれこそ昔の誼で一つお願いしますよ！」

「あほう。親しき仲にも礼れい儀ぎありっつーだろが。まさかおまえ、俺に払う五千円もないってんじゃないだろうな？」

「…………」

　幸薄くんは無言で財さい布ふを開いて見せた。

　紙が数枚。紙し幣へいじゃない。レシートとサービス券の類たぐいだ。

　それを見た山鹿先生はふーっとため息を吐ついた後、

「じゃ、お疲つかれ」

「ちょちょちょちょちょっと待ってください！」

　席を立とうとする先生の足にすがる幸薄くん。

「ええい離はなせ貧びん乏ぼう人にん。こちとら商売で弁護士やってんだ、金のないヤツにくれてやる言葉なんてねえよ」

「ああもう！　なんですか昔から全然変わってないその性せい格かくは！　お願いですからもう少し相談に乗ってくださいよ！」

　しかし先生は微み塵じんも取り合う気などないらしく煩わずらわしそうに足を振ふるだけであった。うーん、弁護士の態たい度どとは到とう底てい思えない。

「ええい、無料奉ほう仕しとかその手の話は他ほかを当たれ。探さがせば仕事に飢うえてる弁護士の一人ぐらいいるだろ。……ん？　仕事に飢うえた弁護士？」















　だがそこまで言った途と端たん──山鹿先生は何か思い出したようにこうつけくわえた。

「ああそうだ。幸薄、一人だけいるぞ、おまえの力になってくれそうなヤツが」

「ほ、本当ですか!?　お金なくても!?」

「ああ。ただし、実力は保ほ証しようできないし多少法律は知っているが正せい規きの弁護士ってわけじゃない。ま、値ね段だん相そう応おうってとこだな」

　この瞬しゆん間かん──私の脳のう裏りに嫌いやな予感が走ったことは言うまでもない。

「それでもいいです！　この際さい、専せん門もん家かが相談に乗ってくれるだけで充じゆう分ぶんです！」

　かくして、山鹿先生はニヤリと笑って振り返るわけだ。

　私の方を。

「おい一尺。おまえの出番だぞ」

　……もういいです。私もちょっとは覚かく悟ごできてましたから。




　　　　◆




　かくして一分後、さっきまで山鹿先生が座すわっていた場所には私が座ることとなっていた。当の先生はというと、もう興きよう味みはなくなったといわんばかり、いつもの定位置でぼけーっと新聞を読み始めている。

「……えー。それでですね」

「はい！　もうなんでもいいから教えてください！」

　幸薄くんがキラキラした子犬のような目を向けてくる。うう、こういうのはちょっと弱い。できるだけのことはしてあげようと思ってしまう。

「山鹿先生の言っていることも事実なんです。弁護士を立てれば普ふ通つうの企き業ぎようさんならビビってお金を出してきそうなもんですけど、弁護士雇やとうだけで結構なお金がかかることは間違いありませんしね」

「そ、そうなんですか……。じゃあ弁護士を雇わずに交こう渉しようするとか、なにかうまい手はないんでしょうか？」

「そうですねえ。極きよく端たんな話、民事裁判なら別に弁護士立てずに争うってこともできなくはないんですけど……」

「で、できるんですか!?」

　嬉うれしそうに顔を輝かがやかせる幸薄くん。

「ええ、一応は。ただ、めちゃくちゃ面めん倒どうですよ？　一応裁判所が手順は教えてくれますけどね、書式に沿そった書類を用意するのは大変です。おまけに下手すると一年とか平気でかかりますし、会社員をやってる人が片かた手て間まにやれるようなものでは……」

「そうですか……。さすがにこれ以上、仕事に支し障しようをきたすことはできませんしね……」

　がっくりしょげてしまう幸薄くん。

　その様を見ていると、なんか放ほうっておけない気分になるから不思議なものだ。これが情なさけというものだろうか。

　と、そのとき。

　果たしてそんな哀あわれみの気持ちが働いたためなのかどうかは分からないが、私はある一つの制せい度どのことを思い出した。

「あ、そうだ。一つだけいい手がありますよ。請せい求きゆう額がくを少し下げて少額訴そ訟しようで争うというのはどうでしょう？」

「……なんですかそれ？」

「請求額が三十万円以下の場合なら、そういう制度があるんですよ。ようするに民事裁判を簡かん単たんにしたものと考えていただければ。手数料も請求額の一％程てい度どですし」

　というわけで、私は少額訴訟について色々と幸薄くんに教えてあげることにした。

　少額訴訟とは、文字通り少額の紛ふん争そうについてのみ取り扱あつかうことのできる裁判のことだ。その特とく徴ちようは大きくいって二つ。

　一、三十万円以下の金きん銭せんの支し払はらい請求にのみ利用できる。

　二、原げん則そくとして一日の審しん理りで判はん決けつが言い渡わたされる。

　たった一日なのだ。普通の民事裁判なんて平気で一年かかることを考えればいかに迅じん速そくかがよく分かるだろう。

　他にも証しよう拠この取り扱い方が普通の訴訟と違ったり、一年に十回以上利用することはできない等の特徴もあるけど、まあそれはこの際関係ないだろう。

「なるほど。それなら僕ぼく一人でもできるんですね？」

「ええ。もともと一いつ般ぱんの人が気軽に裁判を利用できるためにって作られた制度ですから。書類の書き方とか手順ぐらいでしたら私が教えてあげられますし。まあ、ぶっちゃけ少額訴訟なら弁べん護ご士しより司法書士に頼たのんだ方が安──痛いたっ!?」

　私は頭を叩たたかれたような痛いたみを感じて振り返った。

　……なぜか山鹿先生が仁に王おう立だちしている。

「な、なにするんですか先生！」

「おまえは今触ふれてはならぬことに触れようとしていたんだぞ。弁護士目指して法ほう律りつ事じ務む所しよに通ってる人間が司法書士なんて言葉を口にするな！　甲子園の阪○戦で巨○を応おう援えんするようなもんだぞ！」

　うわ、なんですかその差別的発言は。弁護士だって司法書士だって分け合える仕事は分け合うべきじゃないですか！　だから弁護士は門戸が狭せまいとか言われるんですよ！

　……などと抗こう議ぎしたいところであったが、そこはそれ処しよ世せい術じゆつというものをちょっぴり身につけてきた私の場合、最近のモットーは『長いものには巻まかれろ』である。

「はい、すいませんでした先生」

「ふん、分かればいい」

　それにしても、さっきまでぼけっと新聞を読んでた先生が一体どうやって一いつ瞬しゆんでここまで移い動どうしてきたのだろう。まあ先生のことだ、瞬間移動とか使えるんだとしても驚おどろかないけど。

　私は気を取り直して幸薄くんに向き直った。

「とにかく、少額訴訟なら費用はほとんどかかりませんし、それに裁判には違いありません。幸薄さんが本気だってことを示しめせばきっとＪＳＴの方も和わ解かいか何かを持ちかけてくると思いますし」

「なるほど、よく分かりました。もうそれしか手しゆ段だんは残されてないみたいですし、是ぜ非ひやり方とか教えてくれませんか？」

「ええ、お安い御ご用ようです」




　……こうして、幸薄くんは私から少額訴訟のなんたるかを教わり、意気揚よう々ようと帰っていったのである。法律相談料五千円はツケにして。

　まあＪＳＴの側だって訴訟まで起こされたら大おお事ごとになる前に和解案なり出してくるに決まっている。ゆえに、私もこの時点では幸薄くんの希望通りになることを信じて疑うたがわなかった。




　だけど。この法律事務所にやってきた大半の依い頼らいがそうであったように。

　幸薄くんのこの依頼もまた、一ひと筋すじ縄なわで解決することはなかったのである。
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　幸薄くんが来てから一月ぐらい経たった頃ころのことである。

　この間、幸薄くんは私の助言を元に、裁判所と答弁書やら何やらの書類のやり取りをしていた。

　そして迎むかえた今日。この日こそが裁判の日なのだ。もはや私にできることといえば幸薄くんがうまくやれますようにと祈いのることぐらいのものである。

　だからこそ──正しよう午ご過すぎにかかってきた一本の電話に、私は驚くことになる。

「はいもしもし、山鹿法律事務所です」

『あ、もしもし!?　幸薄ですけど、山鹿先せん輩ぱいはいますか!?』

　出てビックリ、あの幸薄くんだったのだ。しかも声の様よう子すからしてもただ事ではない。

「落ち着いてください、今先生はトイレです、すぐ戻ってきますよ。それよりずいぶん慌あわててるみたいですけど、一体なにがあったんですか？」

『やっぱり先輩の力が必要になりそうなんです！　今日は法ほう廷ていに来てるんですけど、なんかおかしいんです！　ＪＳＴの人、弁護士とか食中毒検査の専せん門もん家かだとかをゾロゾロ連れてきてまして、さっきも代理人の弁護士って人に脅おどされました、どうせ勝ち目はないんだから起訴を取り下げてはどうかって！』

「ええええええ」

　それを聞いて私は二度びっくりした。

　一つ。ＪＳＴがとうとう和解しようとしなかったこと。

　二つ。なぜ庶しよ民みん相手の少しよう額がく訴そ訟しようにわざわざ専門家まで連れてくるのかということだ。弁護士だけならまだ分かるが、検査の専門家ともなれば下手をすると呼ぶだけで三十万近くかかったっておかしくはない。

「なるほど、それで先生の助力が必要なわけですか。確かに先生ならそんな状じよう況きようでもなんとかしてくれそうですけど……でも大だい丈じよう夫ぶですか？　ただでさえ一月前に幸薄さんがいらっしゃったときも、お金がないとかいう理由で私に押おし付けた人ですからね、先生は。その先生に裁判所まで来てもらうとなると、なにかよほどのお礼ができないと……」

『そ、それが問題なんですよね……。どうにかなりませんかね？　相変わらずお金のアテなんてありませんし……』

「うーん、そうですねぇ。一つだけうやむやにする方法がないでもないんですが……」

『あ、あるんですか!?　教えてください、お願いしますよ！』

「いいんですか？　でもこれは、幸薄さんの尊そん厳げんにかかわることですよ？」

『構かまいませんよ！　尊厳じゃ飯は食えませんから！』

　あまりにも幸薄くんが熱心に言うので、私は教えてあげた。もし山鹿先生が報ほう酬しゆうのことを持ち出してきたら、これこれこう口にしてくださいと。そしていざ報酬を支払うときには、さらにこれこれこう答えればオッケーですと。

『ええええええ。マ、マジですか!?　本当にそんなこと言わなきゃいけないんですか？』

「お気持ちは分かります。でも、先生の性せい格かくからいってこれなら確かく実じつにしのげると思いますよ。ときどき気にしてるようですし」

『……分かりました。背せに腹はらは代えられませんからね』

　少し悲しげに幸薄くんは決意する。

　そして私たちの秘ひ密みつの会話が終わるのと、トイレから先生が戻もどってくるのはほぼ同時だった。

「なんだ、電話中か？　まさか私し用よう電話じゃないだろうな？」

「あ、先生。いえ、幸薄さんから緊きん急きゆうの電話が来まして。とりあえず話してみてください」

「幸薄からか？　またなにかドツボにでもハマったんじゃないだろうな。……もしもし？」

　受話器を差し出すと、渋しぶ々しぶそれを受け取る先生。

『ああ！　山鹿先生！』

　感かん極きわまったような叫さけび声が受話器から漏もれてくる。

　それから幸薄くんは私に話したの同じことを山鹿先生に話した。

「なるほど、そういうことか。でもなあ、今から法廷行くのも面めん倒どうだし、無む償しよう奉ほう仕しなんざ問題外だし──」

『分かってますって！　ええもう、先生が喜びそうな飛び切りの報酬を用意してますから！』

　先生は受話器を持ったままニヤリと笑った。この外げ道どう弁護士め。

「そうか。それさえわきまえてりゃいいんだ。行ってやるよ」

　かくして、私はまた山鹿先生の手しゆ腕わんを目にする機会を作ることに成功したのだった。
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　少額訴訟の法廷。

　それは法廷という堅かた苦くるしい字じ面づらがまったく似に合あわない簡かん素そなところだった。

　刑事裁判などで普ふ段だんよく目にする法廷のような広いところではなく、かなり狭せまい。まあ何十人も入るわけじゃないからこれで充じゆう分ぶんなんだろうけど。

　目につくのは、中央においてある丸テーブル。そう、少額訴訟ではこの丸テーブルに裁判官と原告と被ひ告こくが仲良く着席して議ぎ論ろんするわけである。

　ちなみに、なぜ丸テーブルなのか──ということには理由がある。というか、ジョークがある。こんなの。

『ヘイジョージ、少額訴訟の法廷にあるテーブルはなぜ丸いのか知ってるかい？』

『ＨＡＨＡＨＡＨＡ！　それはもちろん紛ふん争そうを丸く収おさめるためさ！』

　さらにこのジョークにはオマケもある。

『それよりマイケル！　裁判で支払われるお金はみんなドイツの通つう貨かなんだ。なぜだか分かるかい？』

『ＨＡＨＡＨＡＨＡ！　それはもちろん紛争をマルク収めるためだろう！』

　ええい、もう一つついでだ。

『ヘイジョージ、じゃあ普通の法廷のテーブルはなぜ四角なんだろうな？』

『考えてもみろよマイケル！　刑事裁判の法廷なんて、みんな角が立つじゃないか！』

　なお、補ほ足そくするまでもないけど、ドイツマルクはすでに廃はい止しされてます。お後がユーロしいようで。




　…………さてと。

　傍ぼう聴ちよう席せきもあるにはあるが、椅い子すは十個こほどしかない。しかし、その席はすべてメガネをかけたりスーツを着てたりする、なんかいかにも専門家っぽい人々に占せん拠きよされていた。ＪＳＴ側が連れてきた証しよう人にんか何かなのだろう。さすがにこんな光景を見ては幸薄くんが腰こしを抜ぬかすのも無理はない。

「いやあ、先せん輩ぱいが来てくれて心強いですよ」幸薄くんは心底ほっとした様子だった。「あんなに専門家なんて出てきたらもうどうすればいいのか全然分かりませんしね」

「ま、大船に乗った気でいろ。報酬をもらう以上はなんとかしてやる」

　法ほう廷ていの扉とびらが開いて裁さい判ばん官かんの格かつ好こうをした男性が入ってきたのはそのときのことである。

「……げ。あれ億おつ劫くう田だ判事じゃねえか」

　先生が小声で呟つぶやいた。思わず好こう奇き心しんに駆かられ、私は尋たずねた。

「有名な人なんですか？」

「ああ。面めん倒どうくさがり屋ってことで有名な判事でな。何年もかかる民事訴そ訟しようを受け持つと、事ある度たびに『あー面倒』と漏もらしていたらしい。だが一方で少額訴訟の制度作りに貢こう献けんしたと言われてる人でもある」

「そ、それはまた……とりあえず凄すごい人だということは分かりましたけど」

「しかも昔は『あー、面倒』が口くち癖ぐせだったらしいがそれすらも面倒になったらしくてな。段々短たん縮しゆくされて今では『あーめんど』になったらしい。法ほう曹そう界かいじゃ『アーメン億劫田』と呼ばれている」

「……なんですかその宗しゆう教きよう関かん係けいの係けい争そうには絶ぜつ対たい立ち入れそうにない名前は」

　とそのとき、書記官が号令をかけた。

「みなさん、起立をお願いします。はい、礼」

　この辺はいつもの法廷と一いつ緒しよである。そして裁判官が席に着いた後、私たちも着席。

「どーも、裁判官の億劫田重しげ信のぶと申します。というわけで、皆みなさんおそろいですね？」

　その裁判官っぽい人はそう切り出した。どの辺が『というわけ』なのかは知らないが。

「じゃ、開廷しますんで。えーと、なんだか傍聴席にはずいぶん人がいるみたいですが、被告、原告、共に出席してますね？　でも誰だれが原告側の人間だか分からないんで、ちょっと自じ己こ紹しよう介かいしてくれます？　えーと、君が原告？」

　幸薄くんの方を指差して問いかける。幸薄くんはおどおどしながら、

「え、あ、はい、そうです。で、こちらが僕の……いえ私の弁べん護ご士しをやってくれてる山鹿弁護士です」

「へー、山鹿弁護士。君があの」

　億劫田判事は納なつ得とくしたように鷹おう揚ように頷うなずいた。先生も「どーも」と頭を軽く下げる。

「じゃあそっちが被告さん？」

　言われて丸テーブルの反対側に座っていた被告らしきスーツの人が頭を下げた。

「はい。ＪＳＴの顧こ問もん弁護士を務つとめてます戸と門かど枯かれ文ふみと申します。今日は被告の代理人として出席しました」

「そりゃご苦労さま。それにしてもあれだね、原告被告両方とも弁護士いるんだね、少額訴訟なのに珍めずらしい。まあこりゃ楽でいいけどね、じゃあもう訴状とか読まんでいいよね？　めんどいし。全員内ない容ようとか知ってるだろうし」

　それは手順としてちょっとまずいんじゃないのかな、なんて思ったりしたけど、恐おそろしいことにこのとき被告原告双そう方ほうから異い議ぎが出なかったため、そのまま進しん展てんしてしまった。すげえや少額訴訟。まあ今回だけが特別なんだろうけど。

「というわけで今回の裁判なんですがね、とりあえず原告から出した証しよう拠こは検けん討とうしました。ＪＳＴで食べた食事が原げん因いんで食中毒になったと考えられる根こん拠きよはそれなりにあるような気がするんですけどね。ただ、今のところ食中毒になった人ってのは原告一人だけらしいですし、一〇〇％確かく実じつとも言えないですし、かといって本ほん格かく的に責せき任にんの所しよ在ざいをはっきりさせるとなると、こりゃもう少額訴訟じゃなくて普ふ通つうの民事裁判やってもらわにゃどうしよーもないわけですわ。でもそれってめんどいでしょ？　まあ今もすでに面倒なわけですけどね。それでですね、とりあえず両者にお聞きしたいんですけどね、これ和解とかする気ありませんかね？　三十万……というのはなんですが、とりあえず原告の一週間分の給料をまあ少しイロを付けて十万、慰い謝しや料りようと医者料を五万の合わせて十五万とかでどっすかね？　あ、医い療りよう費ひのことを医者料って言ったのは別に慰謝料とかけたシャレのつもりじゃないですからね？　ね？」

　……法廷になんともいえない空気が漂ただよいだした。確かに少額訴訟の裁判官というのは思っている以上にフレンドリーに接せつしてくるという話は聞いたことはあるのだけど、これはいくらなんでもやり過すぎではないだろうか。

　我が慢まんできず、私は山鹿先生の耳元で囁ささやいた。

「い、いくらなんでもフランク過ぎませんかこの人」

　すると先生は即そく座ざに答えた。

「バカかおまえは。あの判事はああやって法廷の雰ふん囲い気きを柔やわらかくしてんだよ、察してやれよ」

　……マジですかそれは。

　そういえば少額訴訟の制度作りに貢献したという話だし、なるほど本当なのかもしれない。判事にまでなった人なんだし。

　と、このとき。被告代理の戸門弁護士が挙手をして言った。

「裁判官。まず被告として申し上げますが、その和解案には絶対に賛さん同どうできません。なぜなら我がＪＳＴで食べた定食が原因で食中毒になったという原告の主しゆ張ちようにはなんら根拠がないからです」

「へえ。じゃ、その根拠示しめせる？」

「はい。そのことを証しよう明めいするための専せん門もん家かを十人ほど呼んでおります。その証言を聞いて頂いただければすぐご理り解かい頂けると思いますが」

「十人て、そりゃ多すぎだよ。少額訴訟なのにずいぶん力入れてるねえ？」

「それはもちろん、ＪＳＴの名めい誉よにかかわることですから」

「あ、そう。じゃあまあとりあえず一人呼よんでみてよ」

「はい、ではまずあちらの左ひだり端はしに座ってる人を──」

　戸門弁護士は法廷の後ろの傍ぼう聴ちよう席せきに座っていた一人に目を向けた。ややひょろっとした中年の男性である。

「じゃあそこの人」と裁さい判ばん官かんが声をかけた。「いや、こっちこなくていいです、そこで立ってくれればそれでいいですから。とりあえず名前と、あと職しよく業ぎようは？」

「はあ。私の名前は研けん沢さわ下した雄おと申します。以前は食品衛えい生せい監かん視し員いんとして国の検けん疫えき所じよで働いていましたが、その後退たい職しよくして今は食品衛生管理のための民間会社を運うん営えいしてます。この度たびはＪＳＴさんの要よう請せいで調理場の検査等を行わせていただきました」

「なるほど。じゃあ原告さん、ああ言ってるけど証言させていい？」

「ええ、構いませんとも」

　山鹿先生は即そく座ざに答える。

　だけどそれを聞いて思わず私は先生に問い質たださずにはいられなかった。

「せ、先生。いいんですかあんな人に証言させて。これって少しよう額がく訴そ訟しようですし、異い議ぎ申し立てすれば証言させずに済すませられるんじゃないんですか？」

　少額訴訟は原げん則そくとして一日で行われる。ゆえに提てい出しゆつされる証拠も、一日で検けん討とうが可か能のうなものに限かぎられるのだ。調理場を検査した専門家が証言するとなると、私たち原告側も専門家を呼んで反証する権けん利りがある。だがそれには一日では済まない。それゆえに、証言を拒きよ否ひしたって話は通るはずなのだ。

「いいから黙だまって聞いてろ」

　でも不思議なことに、先生はそう答えた。まあ負けることなど考えていないはずの先生だ。なにか考えがあるんだろう。

「じゃあ被ひ告こくさん、質しつ問もんしていいよ」

「分かりました」

　裁判官の許きよ可かが出され、顧問弁護士の戸門さんが立ち上がる。

「では研沢さん。あなたは我がＪＳＴの依頼で、原告が食中毒に感かん染せんしたとしている店てん舗ぽの調理場について検査をしましたね？」

「ええ、しました」

「ではその結果について証言してください」

「はい。では専門家として申し上げます。検査を依頼された店舗について、腸ちよう炎えんビブリオ他ほか、いかなる食中毒の原因となるウイルスも発見することはできませんでした。これが調ちよう査さ報ほう告こく書しよです」

　戸門さんは書類の束を受け取ると、裁判官に向き直った。

「以上です裁判官。お聞きになった通り、専門家の検査の結果、我がＪＳＴからウイルスが発見されることはなかったわけです。詳くわしくはこちらの報告書に──」

「あーはいはい、被告さんの意図するところは分かりました。じゃあ原告さん、今の証言についてなにか言いたいこととかある？」

「とりあえず反対尋じん問もんをちょろっとさせていただけますか」

　先生がちょろっと言う。

「はいはい。じゃあちょろっと許可しましょう」

　そして先生は研沢さんに向き直った。

「さて、研沢さん。まずお伺うかがいしたいんですが、あなたは民間の検査会社を運営してるといいましたよね？　つまりあなたはその会社の社長というわけですか？」

「まあ社長には違いありません。もっとも従業員は私を含ふくめて三人しかいないんで、実際の検査も自分でやってるんですけど」

「なるほど。ではそんなあなたに質問します。あなたはその検査結果について、まったく間違いはないと断だん言げんすることができますか？」

「ええ、もちろんです」

「なるほど。ではお尋たずねします。この裁判中では我々にはあなたの検査に対する反証はこの反対尋問以外行うことができません。しかし、この訴訟を取り下げ、正当な民事裁判をやればもちろん我々原告が専門家を呼んで検査することもできるわけです。さて、そこで──もし我々原告があなたとは別の証人を呼んで店の検査を行い、その結果腸炎ビブリオ菌を発見してあなたの検査が間違っていることを証明した場合、あなたは自らの責せき任にんを取ってその会社を廃はい業ぎようするぐらいのことはしてくれますよね？」

　研沢さんは見るからにひるんだ。ってか当たり前だろう、そんなことを言われれば。

「え。いや、それはさすがにちょっと」

　山鹿先生の前でそんな中ちゆう途と半はん端ぱな否定の言葉を口にしてはいけない……！　ネチネチと骨ほねの髄ずいまでしゃぶられることになる。

「おんやあ？　それはなぜですか？　あなたはご自分の検査結果に間違いはないと断言できるんでしょう？　でしたら自らの会社にかけて証言することぐらいなんの問題もないでしょう？」

「そ、それとこれとは別でしょう。なぜ私の会社を天てん秤びんにかけなければならないのですか」

「ご自分の検査結果に自信があるのであれば別になんでもないと思いますがね。それとも、そうではないということですか？」

「いえ、そんなことはありません。検査結果にはもちろん自信はあります」

「そうですか。ところで先生。先ほどの私の言葉を思い出していただきたいんですがね、私はさっき『他の専門家を連れてきてあなたの検査が間違っていることを証明したら』──と言いました。そのとき、あなたは即そく座ざにこう答えました、『いや、それはちょっと』と。覚えてますか？」

「……ええ。まあそんな感じのことは言ったような気はしますが」

「おかしくないですか？」

「……どこがですか？」

「もしあなたがご自分の鑑かん定てい結果に自信があるのなら、そんな事はせずにこう答えるはずです。『それはあなたが連れてきた専門家の方が間違っているんだ』と。ところがあなたはそうは答えなかった。つまり、あなたはもし他の専門家が検査をした場合、ご自分の検査結果に誤あやまりがあるということがすぐに判はん明めいしてしまうと知っていたのではないですか？」

「い、いや！　そんなことはありません！　それは単なる言葉のアヤというか、いやそうだ、それは会社を天秤にかけることに対して抵てい抗こうがあったということで、別に検査結果に誤りがあるとか、そういうことは絶対にありません！」

「絶対に、というわけですか？　でしたら別にあなたの会社の運命を天秤にかけたってなにも問題はないじゃないですか？」

「さ、裁判官！」と、たまらず戸門さんが声を上げた。「このような尋問方法には異議を申し立てます！　原告は明らかに論ろん点てんをずらそうとしています！」

「いえ裁判官。我々原告の意図するところは明白ですよ。少しよう額がく訴そ訟しようである以上、時間のかかる証しよう拠こを取り扱あつかうことはできません。だからこそ、この証人がどれだけ自分の証言に自信を持っているかをはっきりと確かく認にんしておく必要があります。そしてこの証人は言いました、検査結果に間違いはないと。しかし一方で、その検査結果に会社生命を懸かけられる自信はないとも言っています」

「だ。だからそれが議論のすり替かえだと言っているのだ！」と、戸門弁べん護ご士し。「検査の結果には自信があっても、誰にだって間違いはある！　そのリスクを無む視しして会社を天秤にかけるなどできるわけがなかろう！」

　その瞬しゆん間かん、悪あく魔まのように山鹿先生はニヤリと笑った。

「裁判官、お聞きになりましたか？　被告側は、誰にでも間違いはあると自らお認みとめになられました。つまり、彼らが行ったという検査もその程てい度どの信しん頼らい性せいしかないということですね」

「あ。いやその、そういうつもりで言ったわけでは──」

　動どう揺ようする戸門弁護士。

「山鹿弁護士、もうそれぐらいで勘かん弁べんしてやりなさい。あなたの意図はよく分かりましたから」

　助け船ぶねを出したのは億劫田裁判官だった。

「ご理り解かいしていただけて何よりです」先生が一礼する。「ところで裁判官。今の状じよう況きようを踏ふまえまして、原告側としてはどうしても被告に問い質ただしておきたいことがあるんですが」

「ほう。どういったことですか？」

「考えてもみてください裁判官。今のこの状況、明らかに変じゃないですか。これはたかだか請求額三十万の少額訴訟ですよ？　おまけに原告は一会社員に過すぎません。それなのに、まるで被告のＪＳＴはムキになったかのように代理人に弁護士は寄よ越こすわ専せん門もん家かを十人も寄越すわと、大人気ないことこの上ありません。これは彼らに何か別の意図があるのではないかと我々は勘かんぐっており──」

「ちょ、ちょっと待っていただきたい！」と、被告代理人の戸門弁護士が口を挟はさんだ。「大人気ないなどと言われる筋すじ合あいはありません！　我々は一企き業ぎようとして、言いがかりに等しい請求に断だん固ことした姿し勢せいを見せようとしているに過ぎません！」

　しかし山鹿先生はひるまない。

「それだけの理由でここまでムキになれるとも思えませんがね。ひょっとしてこういうことなのではありませんか。あなた方ＪＳＴにはまだ公おおやけになっていないだけで私の依い頼らい人にん以外からも食中毒のクレームが出ているのではありませんか？　そこでこの裁判に目を付けた。少額訴訟とはいえ裁判は裁判、そこで食中毒はなかったという判決を一度でも勝ち取っておくことができれば、他のクレーマーどもを黙だまらせる格かつ好こうの指標となる。特に裁判所ってところは、一度判例が出れば他の裁判官もみんな従したがいますからね」

「さ、裁判官！　このような原告の戯ざれ言に耳を貸かす必要などありません！　それよりも我われ々われは今回の出来事について、ＪＳＴには一いつ切さい責任がないことを示しめすための専門家をあと九人も用意しているのです！　まずはその証言を聞いていただきたい！」

　しかし、それでも山鹿先生はひるむどころか逆にコケにするようにこれ見よがしに肩かたをすくめてみせた。

「裁判官。できましたら私に原告として一人証人を喚かん問もんすることを許きよ可かしていただきたい。そうすれば被告が連れてきたという十人の専門家とやらが、この裁判になんら役に立たないことを証明してみせますよ」

「へえ。そうしてくれるんならそりゃ楽でいいんだけど。でもどなたを喚問するんで？」

「正直なところ誰だれでもいいんですけどね。じゃあさっきの研沢さんの右に座すわってる……そう、あなたですよ。ちょっと立ってください。あなたもＪＳＴに依頼されて何かの検査を請うけ負った一人、ということでいいんですか？」

「ええまあ、そうですけど。私は大学で免めん疫えき学の──」

「ああいいです、職業も名前も何も口にしないで結構。ただ私の質問にだけ答えてください。あなたはＪＳＴから今回の依頼を受けるに当たって、一体いくら金きん銭せんをもらいましたか？」

「え」

「い、異い議ぎあり！　そんな質問に答える必要などないでしょう！」

　戸門弁護士が叫ぶ。

　しかしその反応は山鹿先生の意図どおりだったらしい。ニヤリと笑う。

「なるほど、そりゃ言えるわけもないでしょうね。これでもし我々が請せい求きゆうしてる三十万より高い金額が飛び出てきたら、ＪＳＴの名めい誉よを守るため、なんてご高説も少々色いろ眼鏡めがねをかけて見ざるを得ませんからね。しかし証言がいただけないとなるとこっちで勝手に推すい測そくするしかありません。きっとあなたは検査代として三百円ぐらいしかもらってないんじゃないですかね？　違うなら領りよう収しゆう証しようでも示しめしてください」

「……なにも申し上げられません」

　名前も知らないその証人は答えた。

「結構、否定できないというわけですね。それはつまりあなたが行った検査の信用性とやらには、たった三百円分の価か値ちもないと、そういうことですね？」

　その証人が慌あわてたように何かを口にしようとするより早く、先生は億劫田裁判官に言った。

「だそうですよ裁判官。そんな価値のない証言しかできない専門家をこれ以上呼んだところで時間の無む駄だです。もう面めん倒どうですし、原告から新しく和わ解かい案あんを提てい出しゆつさせてください。三十万を支し払はらってくれれば、我々も今回の起き訴そは取り下げてこのことを一いつ切さい公にしないことを誓せい約やくしましょう。そうすればわざわざ人に言えないほどの金を払ってまで多数の専門家を呼んできたというＪＳＴさんの名誉も守られることになります。むしろ彼らの言からすれば、名誉さえ守れれば金なんか要いらないってことなんでしょうけどね。いかがでしょう、それで丸く収おさめませんかね？」

　裁判官はもっともらしく頷うなずいた。

「うーん、原告の主しゆ張ちようには確たしかに頷けますなあ。面倒だしもうそれでいいんじゃないっすかね？　えーと、戸門弁護士だっけ？　裁判官としても原告の和解案を強く推すい奨しようしたいんですけどね、どんなもんですかね？　それとも民事裁判に持ってく？　そうなると事が公になっちゃったりするかもしんないけど」

　口調は子こ供どものようだが、言っていることはわりと脅きよう迫はくに近い。裁判官が強く推奨する和解案。それはつまり、これ以上被告の意図に沿そうようなことはできないよという最終勧かん告こくでもある。

　その意味を弁護士である戸門さんが知らないはずはないらしく、一度がっくりしたようにため息を吐ついた後。

「分かりました。同意します」

　この瞬間。

　幸さち薄うすくんはようやく薄はつ幸こうからちょっとだけ抜け出せたというわけである。




　　　　◆




　後日談。

　三日後、すべてうまくいったということで、幸薄くんが事じ務む所しよに挨あい拶さつにやってきた。

「いやあ、ありがとうございました先せん輩ぱい。おかげでどうにかサラ金も利用せずに済すみそうです」

「なーに、これも報ほう酬しゆうのためだからな。それより分かってんだろうな？　三十万も出たわけだし、とびっきりの報酬とやらはちゃんと払ってもらうからな？」

　そして幸薄くんは、私から受けた助言通りの行動に出ることとなる。

「ええ、分かってます。センパイってこの事務所で寝ね泊とまりしてるんですよね？　で、でしたらもう今からでも……」

　と、このとき幸薄くんは少し照れたように顔を赤く染そめた。実じつ際さいあんなことを口にするなんて恥はずかしい以前の問題なんだろうけど。

「……は？　何を言ってるんだおまえは。寝泊り？　今から？　そりゃ一体どういうことだ？」

「もう、分かってるくせに、センパイ。とびっきりのお礼っていったら一つしかないじゃないですか。実は僕ぼく……病院で綿めん棒ぼうを突つっ込こまれたときに、なんというかその、やっぱり目覚めてたらしいんですよ。センパイって彼女がいないことを悩なやんでたみたいですし、もしセンパイが望むなら僕のセカンドバ──」















「いらんわボケぇ────！」

　幸薄くんはたちまちのうちに追い出され、出入り禁きん止し令れいを出されましたとさ。

　今回はそんなオチ。





（はじめてのさいばん　～一日でできる裁判編～　おわり）






　※　この物語はフィクションであり、演えん出しゆつの都合上、実際の少しよう額がく訴そ訟しようとは異ことなった手続き・描びよう写しや等が含ふくまれております。読者の皆みな様さまにおかれましては、万が一少額訴訟を起こさなければならない状じよう況きように陥おちいった際さいなどには、くれぐれもこんな小説などあてにせんで弁べん護ご士しか司法書士等の専せん門もん家かにご相談いただけますようよろしくお願いします。

　また本文中に登場する企き業ぎよう名めい等は一いつ切さい実在ＪしないＳ店名Ｔです。
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「なるほど、そんなことがあったんですか。それで山やま鹿しか先生は刑けい事じ専せん門もんに……？」

「ま、そんなところだ」

　俺おれはとどめとばかり、ふっと髪かみをかきあげながら言ってやった。

　効こう果かはバツグンだ。心底感かん慨がいを受けたらしく、一いつ尺しやくはほえーっと口を開けている。

　ざっとこんなもんだ。弁べん護ご士しのタマゴとはいえ二は十た歳ちそこそこの世間知らずを騙だますなんざ、俺にとっては造ぞう作さもない。この分なら向こう一週間はパシリに使っても文もん句く一つ言わなくなるだろうな。

　どうでもいいが一尺は軽々しく人の言葉を信じすぎる。こういうタイプは一度とことん騙されて身み包ぐるみはがされるぐらいのことがないと、将しよう来らいどこかでこれでもかというほど痛いたい目に遭あわされることになるだろう。まあこいつがどうなろうと俺の知ったことではないが。

　ただ一つだけ気がかりなのは、形だけとはいえ、こいつは俺の弟で子しみたいな形になっているということだ。弟子がそうも簡かん単たんに詐さ欺ぎに遭うようなことがあっては俺まで変な目で見られてしまいかねない。それは困こまる。ここは師し匠しようとしていっぺんぐらい一尺を派は手でなペテンにかけ、詐欺への耐たい性せいをつけてやるのが義ぎ務むなのかもしれない。ま、それも今すぐ必要というわけでもないか。そもそも面めん倒どうだし。

　それにしても──なんだな。昔話なんてしてしまったせいだろう、どうも気分がセンチメンタリズムっぽくなってしまった。いや、正直センチメンタリズムって言葉の意味はよく分からんのだが、とにかく昔を思い出さずにはいられなくなってしまった。

　そう。一尺に聞かせてやった一いつ件けんは、確かに俺が民事に愛あい想そを尽つかすことになった一因ではある。

　だが、それだけではない。あくまでもそれは一因に過ぎない。

　もう一つあるのだ。

　俺が民事に愛想を尽かすこととなった真の事件が。




　そう。あれは今日のような曇くもりがちな日のことだった──。







　……いや、晴れてたっけ？　まあ天気なんてどうでもいいが。
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「いい加か減げんにしやがれこのクソジジイ！」

　その日、俺おれは豪ごう徳とく寺じ法ほう律りつ事じ務む所しよに飛び込むと同時に、もう何度目になるのか分からない怒ど声せいを響ひびき渡わたらせた。

　するとクソ弁べん護ご士しこと豪徳寺雄ゆう大だい、略りやくしてクソベンジジイはまるで強ごう引いんな新聞勧かん誘ゆう員いんを見るような目で俺を一いち瞥べつした後、読んでいた新聞から目を離はなそうともせずに言った。

「またそれか。本当に近ちか頃ごろの若わかいモンは根気がなくていかんな」

「うるせえっ、なにが根気がないだ！　弁護士の俺にビラ配りなんざさせておいてよく言うぜ！　おまけに今日なんざ駅前で配ってたらポリ公に三度も職しよく質しつくらったぞ！　くそったれが、俺のどこがそんな危き険けん人物に見えるんだよ!?」

「なんだ、自覚はないのか？」

「黙だまりやがれ！　とにかくだ、俺はれっきとした弁護士なんだぞ！　もうこんな仕事はウンザリだ！　てめえも豪徳寺じゃなくて業ごう突つく寺じにでも改名しちまえ！」

「ええい、ぎゃあぎゃあとわめきおって。分かっとらんな、おまえは。こういった個こ人じん営えい業ぎようの法律事務所は宣伝してナンボだぞ、そういった地じ道みちな活動があるからこそ依い頼らいが来て食えていけるんだ」

「ふーん、ああそうかい。死ねばいいのに。とにかくだ、もうそんな理り屈くつは聞き飽あきた！　俺は弁護士らしい仕事をやらせろと言ってるんだ！」

「やれやれ、結局言いたいのはそれか」

　ここでようやくクソジジイは新聞から顔を上げた。

　どうもこのクソジジイは新聞オタクらしく、毎日毎日ロクに仕事もない日はずーっと新聞を読んで過ごしてやがる。それも新聞の取り方がハンパじゃない。どういう契けい約やくをしたんだか知らないが、日ひ替がわりで取ってるのだ。月曜はヨミウーリ新聞で火曜はアサーヒ、以下サンケーイ、ニッケーイと続き、なぜか金曜はセイキョーウが入る。土日は何を読んでいるのか想そう像ぞうもつかない。

「つまりこういうことだな」と、豪徳寺は続けた。「おまえは何か弁護士らしい仕事の一つもやれれば文句はないというわけか」

「……というか当たり前だろ。俺は未いまだに掃そう除じとビラ配りとあのくだらねえフライドポテト事件しかやらせてもらってないんだからな」

「あの一件だって立りつ派ぱな依頼だぞ、まったく選えり好みしおってからに……。まあよかろう、新人には言っても分かるまい。ではおまえに一つビラ配りの効こう能のうを身をもって教えてやるとしよう」

　豪徳寺はそんなことを言うと、机の上においてあったメモ帳を取り出し、ぺらぺらとめくった。

「あったあった、これだ。おい馬うま鹿しか」

「俺の名前は山やま鹿しかだっつってんだろこのボケ」

　しかし豪徳寺はまったく気にした様子もなく続ける。

「実はおまえがビラ配りをやってるときに一件電話で相談の依頼があってな。法律的な問題を一つ抱かかえてるそうだが、とにかく金がないんで安く依頼を引き受けてくれるところを探さがしてるそうだ。だから弁護士になったばかりのド新人で構わんなら安くできると提てい案あんしたら、背せに腹はらは代えられないからそれでもいいそうだ」

「……オーケー、ド新人呼ばわりは気にくわねえがてめえの言いたいことは分かった。四の五の言わねえからやらせろや」

「そうか、やるか。なら良かろう、好きにやってみるがいい。ただしだ。そうなるとこれがおまえにとって二つめの依頼になるわけだが、その前に一つだけ言っておくことがある」

「へえ。なんだよ？」

「いいか、おまえはこの事務所じゃ月給で働く居い候そうろうの身だ。だからおまえが依頼人からいくら報ほう酬しゆうを取ろうがその全ぜん額がくはこの事務所に入ることになる。それはいいな？」

「いちいち言われなくても分かってる」

　それが個人で事務所を開くだけの資し本ほんがなく、他ほかの法律事務所に雇やとわれている居候弁護士──通つう称しようイソベンの宿命である。事務所がいくら儲もうかろうと経営者がボーナスでも出してくれなければそのおこぼれに与あずかることはできないというわけだ。まあ代わりに労働者としての権けん利りは保ほ障しようされ、労働基き準じゆん法ほうにのっとって月給はいつも一定しており、いきなりクビにされることもないんだが。

「馬うま鹿しか、おまえは雇こ用ようされる側の人間として当然この事務所の方ほう針しんに従したがう義ぎ務むがある。だから前回は好きにさせたが、今後この法律事務所として依頼を受けるときは着手金と成功報酬を合わせて最低でも一〇万は巻まき上げてこの事務所に入れろ。特に今回の依頼はそんなに手間もかからんだろうからな。いいな？」

　弁護士が巻き上げろもないだろうと思ったが、まあ今は他に客の目もないのだ、体てい裁さいを取り繕つくろっても仕方がないので黙だまっておく。

　そしてこのとき。

　俺は完全に弁護士という仕事をなめきっていた。とりあえず依頼を引き受ければ、あとは若わかくして弁護士になったこの俺の技ぎ量りようで成功報酬をがっぽりかっさらってあっという間にウハウハだぜ、と思い込んでいたのだ。

　それゆえ、このとき俺はこんな返答をしてしまうこととなる。

「まあいいだろう、文句を言える立場でもないしな。だがな、どうせならもっと面おも白しろい条件にしようぜ。もし一〇万に届とどかなければ俺の給料から天引きしても構わねえ。その代わり、一〇万を超こえた分は全部俺のボーナスとして寄よ越こせ──ってのはどうだ？」

「ほう」

　クソジジイが考え込こんだのはわずかな間だけだった。

「いいだろう、それでおまえがやる気を出すなら別に構わんぞ。ただしだ、条件がある。豪徳寺法律事務所心得、『いついかなるときも金かね勘かん定じようには文句をつけろ』だ。一○万を超えた分が全部おまえのボーナスでは甘あますぎるな。最低でも二〇万だ、それを超えればおまえのボーナスとしてくれてやってもいい」

「ちっ、どのみち損そんにはならねえってのにそりゃがめついってもんだろ。じゃあその心得をそのまま返してやる、せめてラインを一五万にしろ」

　するとクソジジイはニヤリと笑った。

「よかろう、では一五万だ。せいぜい稼かせいでみるのだな」




　　　　◆




　人間とは感情の生き物であり、気分の生き物である。毎日毎日変わることのない雑ざつ用ようを延えん々えんやらされた挙あげ句くに、弁護士の本分たる法ほう律りつ業ぎよう務むをやることができるのであれば、新人弁護士なら誰だれだって四の五の言わずに飛びつくことになるだろう。たとえそれがどんな依頼であったとしても、だ。

　それに、たとえ俺が対応するのだとしても、その依い頼らい人にんが相談をもってきたのはあくまで豪徳寺法律事務所に対してである。万が一俺がヘマを踏ふみそうなことがあったとしても、泥どろをかぶるのは責せき任にん者しやである豪徳寺のクソジジイというわけだ。

　それゆえに、このとき俺はその内ない容ようも聞かず依頼を引き受け、おまけに一定以上稼げなかったら自じ腹ばらを切るという条件まで設せつ定ていしてしまったのだ。

　もっとも、依頼自体は複ふく雑ざつなものではなく、弁護士の仕事としてもかなりまともな部類に入るものだった。

　唯ゆい一いつ、俺が見み誤あやまっていたものがあるとすれば──それはこの国の司法への信しん頼らい、とも言うべきものであった。




　　　　◆




　その依頼人がやってきたのは翌よく日じつのことである。ちなみに、俺にすべてを任まかせるといったクソジジイは、後は任せると隣となりの部屋に引きこもって午ご睡すいを満まん喫きつしてやがる。まあ俺にとってはその方がせいせいするので構わんが。

「初めまして、弁護士の山鹿善ぜん行こうと申します。よろしく」

「あ、はい。大おお谷や家いえ子こと申します。どうぞよろしくお願いします」

　その依頼人は、五十歳さいぐらいの物静かな女だった。

　俺としてはもっと若わかくて美人な依頼人の方がいいに決まっているのだが、まあ仕事にそこまでご都合主しゆ義ぎを求めても仕方がない。俺は精せい一いつ杯ぱいの営業スマイルを浮うかべてその女を接せつ客きやく用のソファに案内した。

「さ、どうぞおかけください」

「はい、すいません」

「それで……今日はどういったご用よう件けんで？」

「え？」

　すると、大谷家子はいきなり不可思議な表情を浮うかべた。

「あの、こないだ電話で言いませんでしたっけ？」

　一いつ瞬しゆんだけ背せ筋すじが凍こおった。

　あのクソベンジジイめ、何も聞いてないぞ。イヤガラセのつもりで黙だまってやがったのか、それともとうとうボケがきたのか。どっちも頷うなずけるだけにタチが悪い。

　しかしここで「連れん絡らくに行き違ちがいがあったからもう一回教えてください」と言うのも体てい裁さいが悪い。

　俺は即そく座ざに決けつ断だんした。誤ご魔ま化かすぞ、と。

「あ、いや、すいません。もちろんある程てい度どは私も聞いてるんですけどね、ほら、やっぱり電話でちょろっと聞いただけですと誤ご解かいが生じることがありますから。ですからこの事務所の方ほう針しんとして、ご本人にお会いしたときはあらためて最初から詳くわしくお話を伺うかがうことにしてるんですよ」

「あ、なるほど。そういうことでしたか、すいません。やっぱりこういうところってしっかりしていらっしゃるんですね」

　俺おれの口くち八はつ丁ちようは見事に効こう果かを発はつ揮きしたようだ。それに弁べん護ご士しという肩かた書がきはハッタリに説得力を与えてくれる。

　かくして、大谷家子はゆっくりと事情を語りだした。

「実は私、半年ほど前に父を亡なくしまして」

「はあ、それはお気の毒に」

「あ、どうぞ気にしないでください。大だい往おう生じようと言える歳としでしたから。ただそのとき、父が持っていたアパートを譲ゆずり受けまして。今私はそのアパートの大家兼けん管理人として生活してるんですが」

「ははあ、なるほど。大家の大谷さんというわけですね？」

「……すいません、ちょっとベタ過ぎませんかそれ」

　俺の場を和なごませるためのジョークは、強きよう烈れつな逆ぎやく襲しゆうを喰くらってしまった。こういうとき、弁護士という肩書きはかえって薄うすら寒い。

「そ、それでどうなされたんですか？」

「実は……そのアパートには一人若い男だん性せいが住んでらしてるんですが、私が大家になってからというもの、ずっと家や賃ちんを滞たい納のうしてるんです。何度督とく促そくしてもお金がないお金がないと繰くり返すばかりですし……それにその男の人というのが体も声も大きい方で、なんというかその、私もあまり強くお金を払はらってくださいとは言い辛づらくて……。でもうちの家計は家賃に頼たより切ってますし、ただでさえ最近修しゆう繕ぜんをやったばかりでお金がないんです」

「ははあ、なるほど。つまり、その人から家賃を取り立てる手伝いをして欲ほしいということですね？　それができないようなら追い出せと」

「……ええ。まあそういうことなんですけど」

　追い出すという表現が気に入らなかったのか、大谷は少し気まずそうに顔を伏ふせた。

「あの……本を読んで知ったんですけど、そういうときってたとえ相手にお金がなくとも、財ざい産さんの差し押おさえをするとかで強きよう制せい的に追い出すとか、そういうことができるんですよね？」

「ええ、強制執しつ行こうというヤツですね。それをやれば確かにその人を部屋から強制的に追い出せますし、家財道具を競けい売ばいで売っ払っていくらかの家賃も取り戻もどせるはずです」

「そうですか！　でしたら是ぜ非ひそういうのをお願いしたいんですけど……」

「分かりました、お任まかせください。えーと、ではちなみに、その男性のお名前は？」

「亜あ功く徳どく椅い子す割わり太たさんです」

「…………」

　なんというか、悪どく居い座すわることを……いや、なんでもない。というか役所も止めてやれよそんな名前。悪あく魔まちゃん並なみにひでえぞ。

「え、ええとですね。じゃあその亜功徳さんと交かわした賃ちん貸たい契けい約やく書しよとかってありますか？」

「はい、必要になるんじゃないかと思って一応持ってきました」

　大谷がバッグの中から書類を取り出して俺に渡す。

　その紙にはこう書いてあった。

『甲（亜功徳椅子割太）は乙（大谷家子）に対し、こんな感じで賃貸契約を結ぶ』

　そしてその中には、ちゃんと俺の目当ての項目が記されていた。

『甲は毎月家賃と管理費っぽいのとで八万円＋一万円払はらいやがれ』

『甲が三ヶ月以上家賃を滞たい納のうしたとき、乙はとっとと追い払うことができる』

　これさえあれば法的な根こん拠きよは充じゆう分ぶんだろう。その亜功徳椅子割太とやらがどれだけあくどい男であっても、弁護士の俺がこの契約書を突き出せばこれ以上ごねることもあるまい。

　しかも、九万円の六か月分となれば五十四万である。これなら満額取れば、着手金、手数料、成功報ほう酬しゆうで十五万は固い。

「分かりました、お任せください。ただですね、一応こちらも仕事ですし、まず依頼をお引き受けするに当たって着手金というものを頂いただくことになってるんですが……」

　途と端たんに大谷の顔が曇くもった。

「はい、存じておりますが……。ただ、私の方もあまり余よ裕ゆうがなくて……それで一体、どれぐらいお支払いすればいいんでしょう？」

　亜功徳椅子割太という男への請せい求きゆう額がくが五十万ちょっと。となると、相場からいっても五、六万は請求できるだろう。しかしこの客はとにかく安く済すませたいということで新人弁護士の俺に依頼してきたというわけである。それなのに初しよっ端ぱなからふっかけて他ほかの事務所へ依頼を持っていかれるようなことがあっては本末転てん倒とうだ。

「ええ、分かってます。ではこうするのはどうでしょう？　今回のようなケースですと着手金は六万ぐらいが相場なんですが、とりあえず二万円ほどで結けつ構こうです。その代わり、六か月分の家賃を取り戻すことができたら、本来の弁護士の規き則そくにのっとった報酬を頂いただくということでは？」

　大谷家子は安心したように表情を緩ゆるませた。

「よかった、それぐらいでしたら私にも払えます。私としてはもう亜功徳さんを追い出してさえいただければ充じゆう分ぶんですし。ではそういうことでお願いできますか？」

「分かりました、お任せください」

　ふ、引っかかったな。俺は報酬がいくらであると一言も口にしていない。

　つまりこいつは今、値ね段だんが白紙の契けい約やく書しよにサインしたようなものだ。これで六か月分の家賃を満額取り返すことができた暁あかつきには、少々手数料を水みず増ましして二十五万ぐらいは報酬として簡かん単たんに分ぶん捕どれるだろう。なにしろこの大谷家子という女は、家や賃ちんを滞たい納のうしている店たな子こに強く出ることもできなかったために俺のところへ相談にきたのだ。となれば俺が強く出れば何も言わずに請求した通りの報酬を出すに違いない。

　そのうち十五万はクソベン野や郎ろうにくれてやるとしても、残りは俺のボーナスというわけである。悪くない。なんだか弁護士じゃなくて詐さ欺ぎ師しじみてきたという自覚もなくはないが、間違いなく気のせいだ。世の中そううまい話などないということは、この女も分かっているはずなのだから。

　だが──亜功徳椅子割太という男が、俺が思っていた以上にタチの悪い人間だったとは、もちろんこのときは知る由よしもなかったのである。




　翌日、俺は大谷のアパートへと出向き、問題の亜功徳と対面し、自分が大谷家子に依頼された弁護士であることを説明すると、てめえは契約で定められた家賃を払はらってねえからとっとと払え、出なきゃ出て行けと督促した。

　だが、亜功徳の主張は次の一点張りであった。

「だから！　払わないとは言ってないだろう！　金ができたら払うと言ってるんだ！」

　いささか俺は呆あきれてしまった。

　弁べん護ご士しの俺に対してまで強い態たい度どを崩くずそうともせず、自分よければすべてよしという主しゆ張ちようを少しも恥はじに思わずぶちまける。世の中にはいるのだ、こういう図ずう々ずうしいヤツも。

「ですがねえ、亜功徳さん。あなたはちゃんとこういう契約をしてるでしょう。三か月以上家賃を滞納したら、出て行くって」

「ああ、それはそうかもな。だけど俺には金がないから引っ越こす費用もないし、他ほかに行くアテもないんだよ。それでも出て行けっていうなら立たち退のき料でも払はらってくれ。そうすりゃ今すぐにでも出て行ってやるから」

　これには俺もカチンときた。

　俺の依頼人は金がないから弁護士に依頼するということまでやって、こいつを追い出して家賃を徴ちよう収しゆうしようとしているのである。それなのに立退き料を払ってくれだと？　そんな金あるわけがないし、払うつもりもない。

「そうですか、あなたの言い分は分かりました。しかしこちらがお金を払うなんてことはあり得ません。今すぐ家賃をお支払いいただけないということになると、こっちもそれ相そう応おうの手しゆ段だんをとらなければならなくなります。それで構かまわないんですね？」

「へえ、相応の手段ねえ。ま、勝手にやれば？」

　亜功徳はニヤニヤ笑いながらそう言い放ちやがった。

　ぬう。どうも想そう像ぞうしてたのと違うな。

　俺は気の弱い大家じゃない、司法の最前線に立つ弁護士である。普ふ通つうならそんな弁護士に脅おどかされれば、誰だって這はいつくばって許ゆるしを乞こうのが当然だろう。

「……分かりました。では警けい告こくはしましたので。後でどうなっても後こう悔かいしないことですね」

「それはどうも。あんたこそ骨ほね折おり損ぞんのくたびれ儲もうけになる前にとっとと手を引くこったな」




　次に俺が訪おとずれたのは地元の警けい察さつ署しよだった。理由は簡かん単たん、金も払わず不法に家屋に居い座すわっている亜功徳のことを訴うつたえてやろうと思ったのである。

　だがここで、俺はまた勉強不足の新人弁護士らしい未み熟じゆくさを露ろ呈ていすることとなったのである。

　対応に出た警察官は、俺から事情を聞いた後、次のように告げたのだ。

「なるほど。いえ、お話は分かりましたよ。世の中悪いヤツぁいるもんです。ただですね、弁護士さん。それで我われ々われに一体何をして欲ほしいんで？」

　これには俺も驚おどろいた。

「何って……決まってるだろ。不法侵しん入にゆうでも詐欺でもなんでもいいから、あんたらから亜功徳の野や郎ろうをとっちめてもらいたい」

「無理ですよ、そんなの」

「……なんでだ？」

「だってその人、別に法に触ふれるようなことしてるわけじゃないじゃないですか」

「そ、そんなわけあるか！」思わず愕がく然ぜんとした。「現に今も家賃も払わずに半年も──」

「ええ、それは聞きました。でもですね、今だって家賃を払う気がないって言ってるわけじゃないんでしょう？　払う気はあるって言ってるんじゃないですか。となるとそりゃもう我々警察の出る幕まくなんてこれっぽっちもないですよ。なんでしたっけ？　借家法？　あれで借主は手て厚あつく保ほ護ごされてますし……ってか、なんで私、弁護士相手に法ほう律りつの話してるんでしょうね？」

「……いや、俺に聞くなよ」

「とにかくそういうことです。騙だまされたとか金を取られたとかいうならまだしも、払うのを待ってくれ、いや待てないってな話じゃ我々警察は介かい入にゆうできませんから。あしからず」

　このとき俺はある単語を思い出していた。

　その単語を『民事不介入』という。読んで字のごとく、警察は民事での争いについては一いつ切さい介入することはないという意味である。




　　　　◆




「……というか警察に行く前に気付けよな、俺」

　あのときの自分の未熟さを思い出し、俺は自じ嘲ちよう的に呟つぶやいた。

　もう少し勉強していればあんな無む駄だ足あしを踏ふんだ上に警官に可哀かわい相そうなという目で見られることもなかったのである。

　だがそれも俺にとっては無理からぬことだったのだ。

　かつて俺が司法試験の筆記に受かったとき、一つだけ気にかかる点があった。

　試験の後で自じ己こ採さい点てんしてみると、点数は相当ヤバい。しかし結果は合ごう格かく。

　ところで。当時の俺の受験番号を仮かりに千としておこう。

　その一つ前、すなわち九九九番の受験生というのが実は俺の大学の先せん輩ぱいで、学年トップという大秀しゆう才さいであったのだが、なぜかそいつはあっさりと落ちてしまったのだ。

　以上のことから俺が司法試験に受かった理由は一つしか考えられないと信じている。そう、採点者が答案を取り違ちがえたに違いないのだと──。




　　　　◆




　弁護士という肩かた書がきを使って亜功徳を脅す手も失敗し、警察も相手にしてくれない。

　こうなるともはや取れる手段は少ない。

　なにより、あの亜功徳というクソ野や郎ろうはいっぺんへこましてやらないと俺の気もすまないということで、俺は事じ務む所しよに戻もどると接せつ客きやく用のソファに座すわって書類の作成を始めたのであった。

「何をしとるんだ、おまえは」

　そのとき、至し極ごく真っ当だが答えるのはクソめんどくさい疑ぎ問もんを口にしたのはクソベンこと豪徳寺のクソジジイであった。

「弁べん護ご士しなら見りゃ分かるだろ。民事裁さい判ばんの書類作ってんだよ」

「ほう、裁判か。つまりおまえはあれか、例のアパート居い座すわり男を訴えようとしてるわけだな？」

「ああそうだ。文もん句くあんのかよ？」

　俺の言葉に怒ど気きがこもったのは、クソジジイの口調にどこか嘲あざけるような響ひびきがあったためである。

「なるほどな。つまり話し合いでの解かい決けつはできなかったということか」

　その言葉にはまるで俺の無む能のうさを嘲っているようなニュアンスが感じられたため、俺は即そく座ざに言い返した。

「それがどうした!?　仕方ねえじゃねえか、あの野郎、言い逃のがればっかりでまったく誠せい意いある答えの一つもしやがらねえんだからな！　だがそれもこれまでだ、法ほう廷ていまで連れ出して家か財ざい道具差し押おさえの判はん決けつでも分ぶん捕どってやれば考えも変わるだろうよ！」

「ほう、そうか。まあ好きにやってみるんだな、それも経けい験けんになるだろう。しかし馬うま鹿しか、もう一つ尋たずねたいんだが」

「山鹿だっつってんだろこのクソベン」

「ああそうだったか。それでな馬うま鹿しか。確たしかおまえ、この依い頼らいを引き受けるに当たってはほとんど手付金をもらっておらんのだろう？　裁判にかかる費用は一体どこから捻ねん出しゆつしたのだ？」

　これみよがしに聞くこいつはいっぺん殴なぐりてえ。

「……分かってるんだろ、どうせ。ああ、俺おれの自じ腹ばらだよ。だがどうせうまく金を取り戻もどしさえすれば二十万ぐらいになって返ってくるんだ、あんたにどうこう言われる筋合いはない」

「ほう、そうかそうか。もちろんわしは何も言うつもりはない。せいぜいがんばるのだな」

　そういって豪徳寺のクソッタレ弁護士は新聞を読む日常に戻りやがったのだ。

　忌いま々いましくはあったが、俺としては結局「今にみてやがれ」と内心で毒づきながら、作業を進める他ほかなかったのである。




　かくして、どうにかこうにか民事裁判の日取りはやってきた。

「それでは渡わた辺なべ裁判長が入にゆう廷ていしますので、全員ご起立をお願いします」

　係員のやる気のない声が、ガラーンとした法廷に響き渡った。

　そして裁判長の衣い装しようを着き込こんだそれらしい人が入ってくる。

「ええと、それではジャッジをスターティングしてしまいますよ？」

　そんなやる気のない英単語交じりの声と共に。しかもその片かた手てには、なぜか辞書のような大きな本を持っている。

　……日本人だよなこの判事。見た目はどうみたって日本人だし、名前だって普通だ。

　なのになんでまたこんなマンガの中の外国人が口にするようなわざとらしい英語を。

　俺おれが怪け訝げんそうな顔をしてるせいだろうか、その渡辺という裁判長は俺の方を向いて言った。

「ああ、私今イングリッシュのスタディ中なんです。ほら、イングリッシュを覚え……ええと、ちょっと待ってください」と言って辞書をめくり始める変へん態たい裁判官。「ああ、あったあった。ええと、イングリッシュをラーニングするには日にち常じよう的にオールウェイズでイングリッシュのスピーキングがインポータントじゃないですか。あ、ひょっとして聞き取り辛づらいですか？　だったらストップしてノーマルにスピークしますけど」

　……最初、俺は呆あきれて声も出なかった。

　だが裁判長相手に放置プレイをしているわけにもいかないし、そんな分かり辛いしゃべり方はやめろとも言えるわけがない。

「……いえ別に。そういうのは個こ人じんの自由ですからいいんじゃないでしょうか」

「やっぱりそうですよね？　そうですよね？　これからはジャッジもバイリンガルの時代ですからね。いや、これまで私が受け持ったジャッジのピープルも、みんなそう言ってくれるんですよ」

　そりゃあんた、裁判長の不ふ興きようを買いたがるヤツなんていねえからじゃねえのか──という苦言をどうにか吞のみ込む。

「というわけでジャッジをスターティングしましょう。原告、被告ともにレディできてますね？　といっても被告は来てないようですが」

　そうなのだ。

　今日、この法廷には裁判長などの係員を除のぞけば、傍ぼう聴ちよう席せきはおろか被告席にも誰だれ一人として座っていない。つまり、あの亜功徳のクソ野や郎ろうはエスケープというかバックレというか、とにかく無む断だんで欠席しやがったのだ。

　だがそれは俺にとって悪いことではない。なぜなら、被告が裁判を無断欠席するとはつまり──。

「そもそも、被告からはなんの答とう弁べん書しよも届とどいてませんしねえ。これはつまり被告は原告の訴うつたえをオール認みとめたということなんですよね。じゃあもう審しん理りなんてやる意味あんまりナッシングですし、とっとと判決出しちゃいましょうか」

　──ということである。

「はい、お願いします。訴そ状じようの通り、原告は被告から家や賃ちん収しゆう入にゆうを得ることもできず、大変困こん窮きゆうした状態にあります。是ぜ非ひ早さつ急きゆうに手を差し伸のべていただけると助かるのですが」

「アイシーです。では判決を下しましょう。原告の請せい求きゆうどおり、被告は六か月分の家賃五四万円を支し払はらうことを命じます。ついでに原告から借りてる家屋を返へん還かんすることも命じます。被告が判決に従したがわなかったら強きよう制せい執しつ行こうでもなんでもしてオッケーですから」

「はあ。ありがとうございます」

　この裁さい判ばんを起こすために書いた書類、たくさん。かかった交通費、印紙代、諸しよ経けい費ひ、たくさん。下った判決、プライスレス。

　いささかバカバカしくはあったものの、こうして俺は目的の判決を得ることに成功したのである。

「しかし原告。被告が素す直なおにマネーを払ってくれればオールオッケーですが……そうじゃないとき、あなた強制執行の手順ってアンダースタンドしてますか？　専せん門もんの引ひつ越こし業者とかキー屋とか呼よばなきゃなりませんし、わりと面めん倒どう……ええと、トラブルサムだと思うんですが」

　当然のことながら、このとき俺には強制執行の経験なんてまったくなかった。まあ鍵かぎ屋やというのは分からなくもない。亜功徳の家に強制執行して金目のものを持ち出すことになったとすれば、鍵開けの専門家は呼ばなければならないのだろう。だが専門の引越業者ってなんだ？　普通の引越業者じゃダメなのか？　ってな感じだ。というか、それは裁判所がやってくれるもんじゃないのか？

　だがまあそういった手順や決まりごとならクソベンこと豪徳寺にでも聞けばいいだろう。というか正直もうこの裁判長と会話していたくない。

「……いえ。ですがまあ、一応イソベンやってますから知ってる人に聞くことはできると思いますが」

「そうですか。じゃあ事じ務む所しよの先せん輩ぱいにでもリッスンしてください。あ、ちなみに先輩って言葉に適てき合ごうする英単語ってないんですよ。上役って意味でシニアとかならあるんですけどね。知ってました？」

「……はあ。勉強になりました」

　正直、超ちようどうでもいい。

「よろしい、グッドです。ではそういうことで、今日はお疲つかれさまでした。ところで強制執行って英語でなんていうんですかね？」

「……さあ、俺に聞かれても」




　　　　◆




　こうして俺はあの亜功徳をアパートから追い払い、さらにその上家賃を支払わなかった場合、所有物を競けい売ばいに掛かけてでも家賃を分ぶん捕どることができるという法的根こん拠きよを得たわけである。

　ところがこの判決が、ケツを拭ぬぐうほどの役にも立たないことが分かったのは、この数日後のことである。

　そう。裁判所の判決が出たにもかかわらず、亜功徳の態たい度どは一向に変わることなく、家賃の支払いにも応じようとしなかったのだ。頑がん固こもここまでくれば大したものである。

　かくして俺は、いよいよ判決を実現するための強制的な手続き──いわゆる強制執行を実行に移うつすこととなったのである。

　だが当時弁護士としての経験が少なかった俺には、強制執行という手段があることは知っていたが、実際にどういう手順でやるのかは分からない。

　そのため、その日俺は事務所に戻るなり豪徳寺にこう尋たずねることとなったのである。




　　　　◆




「おいクソジジイ。この通り裁判所の許きよ可かは出たんだがな、強制執行ってどうやりゃいいんだ？」

　すると豪徳寺は、このときは珍めずらしくすぐさま新聞を下ろして話をする態たい勢せいになったのだ。

「ふむ、いいだろう、それぐらいは先輩として教えてやらねばなるまいな。だがいいのか、馬うま鹿しか。強制執行にも結けつ構こう金がかかるぞ？」

「山鹿だっつってんだろ。ああ、分かってる。引越とか鍵屋とかが必要なんだろ？　どうせ所有物を差し押さえして競売にかけて金を作るんだ、すぐその金は回収できるだろうよ。で、いくら用意すればいいんだ？」

　すべてがおかしくなったのは、クソジジイの次の一言からである。

「そうだな。ま、ざっと四十万もあれば充じゆう分ぶんだ」

「はああぁぁぁぁぁぁぁ────!?」

　俺が悲鳴を上げたのも無理からぬことと察さつして欲ほしい。当然だ。

「ちょっと待てよ！　こっちは未み納のうの五十万の家賃を取り立てるために強制執行しようとしてんだぜ!?　そのための費用で四十万かかるって一体どういうことだ!?　どんな引越業者頼たのめばそんなに金かかるんだよ!?」

「おまえは民事執行法のことも勉強しとらんのか？　いいか、まず強制執行を執とり行うのは裁判所の執行部に所しよ属ぞくする執行官だ。だが執行官はいくつも仕事を持ってるから実じつ際さいに強制執行を行うにしても、せいぜい二時間ぐらいしか付き合ってくれん。おまえはその間に金目の物は競売にかけ、家屋明け渡わたしにあたって邪じや魔まな私し物ぶつは引越業者に頼んで倉庫に運び入れてもらわなければならん。もちろん、相手が留る守すの可能性もあるからカギ屋やも用意しなければならんし、強制執行には常つねに立ち会う人間が必要と法にも記されておる。文字通り立会屋と呼ばれておるがな、そいつらにも日当を払わなければならん」

「ぐ……。た、確かにそれぐらいは必要なのかもしれねえけど、だからって一人暮ぐらしの引越料金なんて高くても十万はかからねえだろ？　貸かし倉庫とカギ屋だって、高くてもせいぜい合わせて五万ぐらいだろ？　それがどうやったら四十万にもなるんだよ？　立会屋ってのがそんなに高いのか？」

「いや、立会屋はまだマシな方だ。問題なのはそれ以外だな。たとえばだ、よく考えてみろ馬うま鹿しか。普ふ通つうの引越業者に頼んだとして、品物の梱こん包ぽうから持ち出しまで一体どれだけかかる？　たった二時間やそこらで終わるのか？」

「あ……」

　言われて初めて気が付いた。

「分かったか？　つまりそういうことだ、明け渡し用の引越には専せん門もんの技ぎ能のうを持った引越業者が必要なのだ。ごっつい連中を何人も抱かかえている特とく殊しゆな引越業者がな。しかも、法の許可は出ているとはいえ他人の財ざい産さんを勝手に運び出すわけだからな、素す性じようのはっきりした業者でなければならん。それゆえ値ね段だんは極きよく端たんに値上がりするのだ。ほれ、我われ々われの業界で大手なのはここだ」

　そんなことを言いながら豪徳寺は一枚まいのチラシを取り出した。

　俺はそいつをひったくるようにして受け取ると、文面を読み取る。

『勉強させていただきます、裁さい判ばん所しよ認にん可か済ずみ！　シロアリマークの引越屋イサカイ！』

　……ほっといてもトラブルが起こりそうな名前だ。

『時間的に無む謀ぼうな強制執行もお任まかせください！　創そう業ぎよう三百周年キャンペーン実じつ施し中！　今なら元関せき取とりを一人無料でお付けいたします！』

　……色々と突つっ込こみたいところが多々あるのだが、この際さいそれには触ふれまい。

　一方で、広告に載っている費用を見たとき、俺は思わず八つ当たり気味にクソジジイをにらみつけることとなる。

「……なあ。この一時間あたり十五万ってのは一体どういうジョークだ？」

「良心的な価か格かくだろう？」

「……あ？　どこがだよ？」

「言っておくが一昔前などその倍はザラだったのだぞ？　ま、一時間や二時間ですべての引越作業をする専門技能を持つ業者だからな、それぐらいは当然だろう。高いのは引越業者だけではないぞ、何度も言っておるが強制執行するのに執行官と引越業者を呼んでも、相手が留守で鍵がかかっていたでは洒落しやれにもならんからな。だからこの手の強制執行をするにあたっては原告が鍵屋も用意しなきゃならん。しかしだ、なにしろ一歩間違えれば住じゆう居きよ侵しん入にゆう罪ざいになるわけだからな、裁判所の認にん可かを受けた素性のしっかりした鍵屋でなければならん。たとえばこんなところだな」

　そういって豪徳寺はまたチラシを一枚取り出した。

『鍵開け専門店〝オイスター〟！　裁判所認可ＯＫ、どんな鍵開けも一発お任まかせ！』

「……だからなんなんだよこの開かい錠じよう一回五万って金きん額がくは!?」

「専門だからな。それだけじゃない、差し押おさえた相手の私物を保ほ管かんするにももちろん専門の倉庫屋に頼まねばならん。さらに一日ウン万円と必要となる。四十万どころかもっとかかることだってあるかもしれん。ちなみに馬うま鹿しか、おまえに一つ面おも白しろいことを教えといてやろう。この世界の真理というヤツだ」

　豪徳寺の口調にはからかうような響ひびきがあった。正直言ってこれ以上こいつの言葉など聞いていたくはなかったのだが、この状じよう況きようでは無む視しもできなかった。

「なんだよ、真理だと？　おおげさに言いやがって、どういうことだよ？」

「つまりこういうことだ。その執行官や専門の引越業者とカギ屋だがな、そういったところにいるのは、大たい抵てい裁判所の出身者だ」

「……裁判所の出身？　なんだそりゃ。どういうことだよ？」

「分からんのか？　だからおまえは馬うま鹿しかなんだ、ではこういえば分かるだろう、裁判所の天下り先だとな」

「なにいいいいいいいいいいい!?」

　そんな馬ば鹿かげた話があるか──と叫さけびたいところだったが、なるほど言われてみればもっともなシステムだ。

　裁判所の認可を受けた素性のはっきりした専門業者。なぜ素性がはっきりしてるか？　裁判所の元職しよく員いんがそこにいるからというわけである。他の業者がこの業界に参入しようとしても、天下りを受け入れない限かぎり信用がないという理由で突つっぱねられるというわけだ。なるほど、値段がバカ高いのも納なつ得とくだ。競争のない産業なんて価格は跳はね上がる一方に決まってる。

「……クソジジイ。てめえ知ってたな？　民事裁判で勝って強制執行やっても、これだけ金が必要だってことを。それなのに黙だまってやがったな？」

「おまえが聞かなかったから答えなかったまでのことだ。それより忘わすれるなよ馬うま鹿しか、おまえはこの事じ務む所しよに十五万以上入れる義ぎ務むがあるということをな」

「どこの詐さ欺ぎだ、それは！」

「やかましい、すべてはおまえが未み熟じゆく者もののクセに一人前を気取って依頼を引き受けたいなどと言い出したのが原げん因いんだろうが。それに馬うま鹿しか、逆ぎやくに聞くがな。強きよう制せい執しつ行こうに多額の金がかかるなんてことは、弁べん護ご士しなら誰でも知ってるはずだ。それこそ新人だろうが関係ない。一体おまえは司法修習生のとき何を習っておったんだ？」

「よ、よく言うぜ！　俺がこの事務所で弁護士修習やってたとき、掃そう除じと雑ざつ用ようしかやらせなかったのはどこの誰だよ!?」

「こらこら、自分に都合の悪いことはなんでも人のせいにするのはおまえの悪いクセだぞ。勉学というものは自らの向上心によってのみ成長する。どんな状況でも向学心さえ忘れなければ自然と必要なことは身につく。確かにおまえには雑用しかやらせていなかったが、ここはいっぱしの法律事務所だ、耳さえ傾かたむけていれば私の弁護士としての会話ぐらい聞けていただろうに」

「う、うるせえ！　口の減へらねえジジイだ……！」

「弁護士ならそう言われるのはむしろ誉ほまれというべきだな。それよりもどうする気だ馬鹿。おまえは一度依頼を引き受けたんだ、十五万以上事務所に入れるという約束でな。このままさらに四十万自じ腹ばらを切って強制執行を続けるか？　これはわしの経けい験けんから言っておくが、裁さい判ばん所しよの競けい売ばいというのはひどいもんだぞ。何しろ入札者がおらんからな。一人暮ぐらしの男の家で財産の差し押おさえなどやったところで、十万になると思えん」

「ぐぅ……」

　このとき俺おれは、文字通りぐぅの音ねしか出なかった。

　俺は強制執行さえすれば五十万の家や賃ちんを確かく保ほでき、さらに亜功徳の野や郎ろうを叩たたきだせると思っていた。

　しかし、そのためにウン十万もの金が必要となるとは全然思ってなかった。そんな大金は俺だって自腹を切るわけにもいかないし、いまさら大谷家子に出せとも言えないだろう。ましてや、仮かりに亜功徳の財産を競売にかけたところで、五十万以上回かい収しゆうできる見込みがあるという保ほ証しようもどこにもないのだ。そもそも、亜功徳がそれだけ裕ゆう福ふくなヤツだったら家賃ぐらい払っただろうし。

　その上、俺は十五万以上事務所に収おさめるという厄やつ介かいな約束をしてしまった。仮に競売で五十万ぐらい回収できたとしても、そこから費用として四十万が消えたとなれば、成功報ほう酬しゆうとして一体どれだけ取れるやら。それどころか大谷が「契けい約やくと違う、全然金が返ってこない」などと弁護士会に訴うつたえれば俺はなんらかの罰ばつさえ受けかねない。

　俺は今の状況が思っている以上に絶ぜつ望ぼう的だと気付き、愕がく然ぜんとした。

「……わけわかんねえよ、ジジイ。裁判所ってのは強制力を持った弱者の味方じゃねえのかよ？　それなのに費用ばっかりかかって回収の見込みもないってのは一体どういうことだ？」

「それがこの国の裁判制度なのだ。そんなのは少しばかりこの職業で食ったことのある者なら全員が幻げん想そうだと分かっておる。どうだ馬うま鹿しか、降こう参さんか？　これに懲こりて今後はもう少し素す直なおになるというなら、少し手を貸かしてやってもいいのだぞ」

　これみよがしにそんなことを言うクソベン。

　正直、このときの俺にもはや取れるべき手段などなかった。だがこのジジイ相手に降参ですなどと言い出す気にはなれず、仕方なくこう答える。

「……どんな手だよ？」

「それは降参ということだな？」

「そうは言ってねえだろ、一体どんな手なのかまず教えろと言ってるんだ」

　豪徳寺は、俺の内心を見み透すかしたようにニヤリと笑った。

「ふむ、まあよかろう。頑がん固こな貴き様さまのことだ、いまさら降参などとは言い出せまい。だが充分懲りたはずだからな、教えてやるとしよう。そもそもこれ以上貴様に任せておっては我が事務所の名声に泥どろを塗ぬられそうだからな」

　一発殴なぐりてえ。

　俺のそんな怒いかりを知ってか知らずか、クソジジイは悠ゆう然ぜんと続けた。

「今は某ぼう法ほう律りつが制定されたおかげで使えなくなったが、一昔前ならこの手の依頼はある手段を使えば簡かん単たんに解かい決けつすることができたのだ」

「ある手段……？　なんだよそれ。裁判以外にどんな方法があるってんだ？」

「分からんか？　ヤクザのことだ」

「なにっ……」

　思いもよらぬ単語が飛び出てきたことに驚おどろきを隠かくせなかったが、すぐに納なつ得とくする。

　そうか、そういうことか。

　亜功徳のような正せい攻こう法ほうが通じないヤツを相手にするなら、こっちもそれ以外の手を使う必要があるというわけだ。

　すなわち、ヤクザに債さい権けん回収を依頼すると。

　ジジイの言った某法律というのは某じゃねえ、暴ぼうと書くんだ。つまり──暴対法。

「なるほど、話は分かる。だがジジイ、ヤクザなんかに債権の取立てを頼んだ日には、利り益えきなんて八割わり方かたハネられるんじゃねえのか？　それに暴対法でヤクザがその手の活動をすることは禁きんじられたはずだ」

「そうだ、ゆえに普通のヤクザには頼めまい。だが弁護士は誰だれも似にたような経けい験けんを積んでおってな、最近になってとうとうこういう専門業者ができたのだ」

　腹はらの立つ言葉と共にクソベンが俺に手渡したのは、一枚のチラシだった。

　そこにはでかでかと大きな文字でこう書いてある。

「なんだこれ？　役者派は遣けん業、取立てパラダイス……？」

　今日見た数々のチラシの中でも、それが一番イカれていた。

「名前でバカにしたものではないぞ。そこには元プロレスラーやら元極ごく道どうやら、とにかく図ずう体たいのでかくて人相が悪い連中が揃そろっておってな。しかもその会社が責せき任にんを持って、そいつらに必要な法律を叩たたき込んでおる」




　クソジジイが説明したその会社の仕組みはこうだった。

　まずその会社に一時的に債権──今回の場合、家賃六か月分五四万円と、亜功徳の住んでいる部屋の賃ちん貸たい権──を譲じよう渡とする。すると亜功徳のところにヤクザ面づらした見るからに凶きよう暴ぼうな連中が大挙して押しかけるというわけだ。「てめぇの債権を譲ゆずり受けたヤクザだ。以後、夜よ露ろ死し苦くぅ」みたいな顔をして。ただし、連中は完かん璧ぺきな法律の教育を施ほどこされており、違い法ほう行こう為いをすることは絶対にない。

　だが亜功徳の側からすれば、ヤクザにしか見えない連中が大挙して押しかければビビる他あるまい。大谷のような気の弱い女が相手ならば居い直なおることもできるだろうが、相手がヤクザとなれば話は別だ。

　しかも警けい察さつに駆かけ込こもうが、相手はヤクザではなくまっとうな社員であり、しかも法に則のつとった行動しか取らない以上、相手にしてくれるわけもない。そもそも家賃を半年分払っていないという点で、亜功徳の方に非ひがあるのだ。そう表立った行動に出るわけにもいくまい。




　かくして、その会社に依い頼らいした翌よく日じつには、あれだけ金がない金がないと言っていた亜功徳からあっさりと五四万もの金を徴収し、豪徳寺法律事務所にヤクザ然とした男がやってきたというわけである。

「……というわけで債権の回収は完かん了りよういたしました。亜功徳さんも、今日中に引っ越してくれるそうです」

　なるほどその男は誰がどう見てもヤクザにしか見えなかった。でけえ図体。低く響く声。するどい目つき。ってか小指が明らかに義ぎ指しだし。

　口調こそ丁てい寧ねいだが、こんな男にやってこられれば誰だってすぐ金を払う気にもなるだろう。

「うん、よくやってくれた。ご苦労さん」

　応おう対たいに出た豪徳寺が労ねぎらいの言葉をかける。

「では手数料として十万ほどいただきますが、よろしいでしょうか？」

「ああ、構かまわんよ」

「確かに。では今後とも我わが社をよろしくお願いします」

　それで、この事じ件けんは終わりだったのだ。

　たったそれだけのことで──。




　　　　◆




　あの後、残った四四万からどうにか十五万だけ成功報酬＆必要経費として引き抜き、残りを大谷に渡した。

　大谷としてはとりあえず回収できた額よりも亜功徳を追い出せたことの方が嬉うれしかったらしく、特に苦く情じようを言うこともなかった。俺も一応最低ラインの十五万を事務所に入れることができたということで、少なくともそれほど大きな損失はなかった。

　つまり、表向きはとりあえず円満解決だったというわけだ。

　だがこの一件がきっかけとなって、俺は民事が極きよく端たんなほど嫌きらいになった。

　当たり前だ、なにしろ債権一つ回収するのだって弁護士よりヤクザもどきの方がああも上手にやっちまうんだからな。あるいは弁護士としてもう少しうまいやり方もあるのだろうが、俺はこの事件があまりにもショックでもはやその方法を学ぶ気にもなれなかったのだ。

　ただ一つ、学んだこともある。

　それは事件の後、豪徳寺が偉そうに言った次のような言葉である。




「いいか馬うま鹿しか、これだけは覚えておけ。わしはホラは吹ふくがウソはつかん。それが弁護士として生きていくには必要な生き方だと悟さとったのだ。そしてもう一つ、これも覚えておけ。ウソはウソだと立りつ証しようされない限かぎりは、ホラなのだということをな──」





（詐欺師の生まれた日　～真相編～　おわり）









　あとがき




　まず始めに申し上げます。

　タクティカルシリーズのあとがきでも何度かその名が出ております担たん当とうのＳ様が。

　筆者の最初の担当であり、業界のイロハを教えていただき、まさしくタクティカルシリーズを一から作り上げた影かげの支配者──もとい功労者Ｓ様が。

　この春、女の子の赤ちゃんを無事出産されました。

　というわけでこの場を借りまして心からお祝い申し上げます。Ｓ様に似て、さぞかわいらしいお子さんと想像しています。子育て業は大変だと思いますが、がんばってください。

　でも。

　筆者に名前をつけさせてくださいと言うとすげなく「結構です」と断られるのはなぜでしょう。一度聞いたら絶対忘れられないような個性的な名前をつけてあげられる自信があるのに！




　……と、前振りはこんなところにしておきまして、あらためましてタクティカル・ジャッジメントＳＳ第四巻いかがだったでしょうか。とりあえず今回はあとがきのページにも余よ裕ゆうがあるので、まず作品別にあとがきを書いてみたいと思います。

　なお、若じやつ干かんのネタバレが含ふくまれておりますので、以降はできれば本編の読後にご一読ください。




●はじめてのさいばん　～ふぁんとむ・めなす～

　通称「学級裁さい判ばんシリーズ」です。

　タクティカルのシリーズで最後まで犯人が明らかにならなかったのはこの短編が初です。実際に無罪を争う裁判では犯人など分からず曖あい昧まいなまま終わるわけですから、こういうのもアリじゃないかと実験的にやってみたんですが、やはり小説でそれをやると我ながら手て抜ぬきじゃねえの？みたいな気がしてなりません。これが最後でしょう。

　なお、サブタイの「ふぁんとむ・めなす」というのはそのまんま「見えざる脅きよう威い」という意味をこめたものであって、某ぼうＳＦ映画とは何の関係もありませんので念のため。




●はじめてのさいばん　～ねとげ編～

　何度か書いたような記き憶おくもあるんですが、筆者は無む類るいのゲーム好きです。もちろんネットゲームも好きです。でまあ、ネットゲーというものは多数の人間がかかわる以上、色々と問題も生まれるわけでして、それならこういう話もあるんじゃないかなと書いたのがこれでございます。いかがなもんでしょう。

　ちなみに超ちようがつくぐらいどうでもいい話ですが、筆者は専業作家になる前は某Ｓ社で某ネットゲームの開発に携たずさわっておりました。




●詐さ欺ぎ師しの生まれた日

　山やま鹿しか君誕たん生じよう物語とでもいいましょうか。

　実在の弁べん護ご士しの方が出版された実じつ録ろく本ぼんなどを読んでますと、多た種しゆ多た様ような依い頼らい人にんに悩なやまされるという話が非常に多いんですね。

　というわけで、やっぱり接せつ客きやく業ぎようは難しいんだなあというお話です。




●過去のアヤマチ　～おとうさんといっしょ～

「山鹿なら隠かくし子ごがいてもおかしくないんじゃない？」

　みたいな担当Ｓ様の一言から生まれ、そのまま勢いきおいで書いてしまった短編です。

　ちなみにＳ様がおめでたと伺うかがったのは、ちょうどこの話を書こうとしていたころだったはずです。なんというか、興味深い話でございます。




●はじめてのさいばん　～一日でできる裁さい判ばん編～

　少しよう額がく訴そ訟しようのお話です。

　タクティカル長編第九巻のあとがきで書いたことをご記憶の方もおられると思いますが、昨年末、筆者は某大手食事チェーン店で夕食を食べた翌日、まさしくこの話にあるような食中毒と思おぼしき症しよう状じように見み舞まわれました。

　病院で検査してもらい、本当に食中毒だったら店を訴うつたえて長編のネタにしようかと思ってたんですが、幸か不幸かウイルスが出なかったので短編のネタにしました。

　ただ、今思い出してもあれは食中毒だったに違ちがいないと思ってます。最初は風か邪ぜかと思って病院へ行こうなどと考えなかったものですから、検査が遅おくれたために病原菌きんがすでに死んでたに違いないと、今でも確信しております。

　ちなみに。

　実は今年初めに姉の結婚式があったんですが、なんと集団食中毒に見舞われ、親類一同ことごとく三日寝ね込こんだというのはガチです。いやあ、ノロウイルスって怖こわいですねえ。

　このとき筆者は式場を訴うつたえてやろうと少額訴訟のことを勉強し始めたのですが、何しろ姉の結婚式なわけですから事を荒あら立だてるわけにもいかず、未み遂すいに終ってしまいましたというオチ。いやあ、何事も平和が一番です。




●続・詐欺師の生まれた日

●詐欺師の生まれた日　～真相編～

　本書用の書き下ろし短編です。

　以前からこのタクティカルシリーズを書くに当たって資料調べをしていると、嫌いやというほど思い知らされることがありました。

　それは裁判の実じつ態たいなんてロクなもんじゃないぞ、ということです。

　筆者自身には実際に裁判を起こした経験はありません。が、とにかく「日本の裁判はサイコー！」なんて話はなかなか目にしません。というわけでその辺の事をいっぺんネタにしてみたいなあ、という感じで書いたのがこの話です。

　ただ、もちろんフィクションの話として書くにあたって、物事を極きよく端たんに描びよう写しやしたりしてますし、また、裁判の制度自体も改かい善ぜんの方向へ日進月歩してるのも事実です。

　というわけで、読者のみなさまにおかれましては山鹿君ほど絶望する必要もないとは思いますが、しかし「真実は小説より奇なりかずきくん」とも言いますので、あまり滅めつ多たなこともいえません。悪しからず。




　ちなみに超がつくほど自分主張で恐きよう縮しゆくですが、筆者は今度導入されるという裁判員制度には大いに賛成です。まあとにかく裁判所というところは良く言うと保ほ守しゆ的てき、悪く言うと時代遅おくれになりがちなところだそうですので、新しい風を吹ふき込むのはいいんでないかい？　と思うわけです。

　別に「裁判員になれたらネタ集めし放題だぜ！」とか、そんな不ふ埒らちなことは全然まったくこれっぽっちも考えてませんので念のため。




　……と、こんなところでしょうか。

　というわけで一通り終わったところで、例によって次回作の宣せん伝でんをば。

　一つお知らせがございます。

　長編九巻のあとがきでも書きましたが、もうずっと新作だ新作だとずいぶん前から書き続けていた作品が、ようやく発表できる段階となりました。

　というわけで発表します。タイトル名は「火の国、風の国物語」。

　ジャンルはファンタジーで、ようするに原げん告こくと被ひ告こく──じゃなかった、王おう国こく軍ぐんと反はん乱らん軍ぐんがザクザクやりあうお話です。「法ほう廷てい戦術」から「法廷」が取れ、言葉の代わりに矢が飛び交うものとお考えいただければと。

　幸いなことに月刊ドラゴンマガジン誌で連れん載さい枠わくを頂いただけることとなり、ちょうどこの本が出るころに発売されている七月末発売の九月号に第一回の短編が掲けい載さいされております。よろしければ是ぜ非ひご一読ください。

　短編とは別に長編の原稿もすでにできあがっておりまして、これは十月か十一月に出るはずでございます。ちなみに、短編として連載されている方が反乱軍メイン、長編の方が王国軍メイン、という内容になっております。今のところはですが。

　とにかく長い長い時間をかけ、最近になってようやく筆者・担当ともども手ごたえというか流れ的な何かを感じてきた作品です。（連載枠が取れたのもその一いつ環かんだと思いたいところですが）

　是非ご期待ください。

　それでは、今度は「火の国、風の国物語」のあとがきでお会いできることを祈いのりつつ──。
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　　追伸




　そういえば、短編で一つコメントを付け忘れていたものがあったのを思い出しましたので、ここであらためて書き足しておきたいと思います。




●オコサマタチの夜

　これはもうあれですね。読んでもらったら分かると思いますが、とある作品を──あれ？　すいません、誰だれか来たみたいなんでちょっと出てｋ
















　初　出




はじめてのさいばん　～ふぁんとむ・めなす～


　　　　ファンタジアバトルロイヤル２００６年冬号



はじめてのさいばん　～ねとげ編～


　　　　ファンタジアバトルロイヤル２００６年春号



詐欺師の生まれた日


　　　　ファンタジアバトルロイヤル２００６年夏号



過去のアヤマチ　～おとうさんといっしょ～


　　　　ファンタジアバトルロイヤル２００６年秋号



オコサマタチの夜


　　　　ファンタジアバトルロイヤル２００７年冬号



はじめてのさいばん　～一日でできる裁判編～


　　　　ファンタジアバトルロイヤル２００７年春号



続・詐欺師の生まれた日


　　　　書き下ろし



詐欺師の生まれた日　～真相編～


　　　　書き下ろし









[image: ]










タクティカル・ジャッジメントSS４




詐欺師の生まれた日








師走しわすトとオおルる











平成25年10月3日　発行





発行者　佐藤 忍

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

http://www.kadokawa.co.jp/

企画・編集　富士見書房

03-3238-8585（編集）

http://www.fujimishobo.co.jp/





(C)2007 Toru Shiwasu, Tomo Hirokawa





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『タクティカル・ジャッジメントSS４　詐欺師の生まれた日』平成19年8月15日初版発行









[image: ]




item/image/p081.jpg





item/image/cover.jpg
......

FUJIMI
BUNKO






item/image/p035.jpg





item/image/orikaeshi1.jpg
BRENHIV

ULh T EB2@BERER. [F0T 1AL Jvy

IXVN] TH2EES

ERYVISATU—KE%E

NEITEIFNS. BIEICTHERTE1— K U—

RBEAVICHETD

0 2007 FRKDT 75T T

[CTHVU—Z KD
BNLIRAEEN P,

ED

WEBl ZuS5 EIF






item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/t157.jpg
7
7 W\“\\\\\\
Vi),

e

NN

N

N

Z
7
%
%
7
%






item/image/p153.jpg





item/image/p025.jpg





item/image/t107.jpg





item/image/p105.jpg





item/image/t301.jpg





item/image/logo-fan.png





item/image/p269.jpg





item/image/p147.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		はじめてのさいばん　～ふぁんとむ・めなす～



		はじめてのさいばん　～ねとげ編～



		詐欺師の生まれた日



		過去のアヤマチ　～おとうさんといっしょ～



		オコサマタチの夜



		はじめてのさいばん　～一日でできる裁判編～



		続・詐欺師の生まれた日



		詐欺師の生まれた日　～真相編～



		あとがき



		奥付











item/image/k002.jpg
« y
e

‘é._z._m






item/image/k001.jpg





item/image/k003.jpg
[P HKICMDE EIES U< v D
K161 [UAD 2 O Dk -H 18 21910 ]
1o’ BIIRO (VDY






item/image/t055.jpg





item/image/t297.jpg





item/image/p295.jpg





item/image/t251.jpg





item/image/p201.jpg





item/image/p123.jpg





item/image/p167.jpg





item/image/p249.jpg





item/image/p005.jpg





item/image/t007.jpg





item/image/t205.jpg
FE——






